
起因物、事故の型：トラック - 墜落・転落の死傷災害発生事例（2017年）
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模

1
14～

15

会社敷地内で、被災者はミキサー車を整備中に、車体に上ろうとしたと

ころ体のバランスを崩して転倒し被災した。
59 40301 1～9

1 5～6

被災者は駐車場内にてダンプ荷台を確認するため昇降ハシゴを利用し荷

台へ上がった。 確認後、昇降ハシゴで下りようとし、途中（地面より

約1.5m位）まで来た所で足を滑らせ、バランスを崩し、背中から地面

に落ちて背中と左手首を負傷した。

48 40301
30～

49

1
13～

14

流し込み工場から工場外のヤードに製品を積み込み運搬する際、積み込

みをする前にトラックの荷台の雪を掃こうとしたところ、雪（氷）に足

を滑らせ転倒し、荷台から地面に落下してしまい、左手首を地面にぶつ

け受傷した。

50 10901
10～

29

1
11～

12

互い違いに6段積みしている一番上段の積荷をクレーンで荷上作業中、

上から2段目の後方で屈んで荷上作業を確認していたとき、屈んでいた

積荷がバランスを崩ずし落下した。

40 40301
50～

99

1
10～

11

国道駐車帯にて、積荷のコンパネの固縛を増締め中、手を滑らせてバラ

ンスを崩し、荷台上より落下転倒し、骨折及び硬膜下血腫の負傷した。

なお、安全靴、ヘルメットは着用していた。

49 40301
10～

29

1 3～4

作業終了後、駐車場へ車両を止めたが、忘れ物を取ろうとして後部まで

戻り、後部扉を開けて荷台に上がろうとしたときに足が滑り、後ろに尻

もちをつき、右腕を地面について右肩腱板断裂を負った。

47 40301
30～

49

18～

構内にて、被災者がシート掛けの補助を行い、終了後、シャーシー前部

に梯子を伝いトラクターヘッドの踊り場に降りる際、1枚目のシートが
50～



1
19

梯子に覆い被さり、滑り易くなっていたため誤って足を踏み外し、1M

下のトラクターヘッド踊り場に腰付近から落下し、そのはずみで地面に

落下した。

69 40301
99

1
10～

11

現場内にて仮設材の積み込み作業中、本人が荷台に上る際、荷台右側後

方より上り積んである鋼管パイプの上に足がつき、滑って地面に落下し

た。

53 40301
10～

29

1
9～

10

高速道路工事現場より、クローラクレーン（70t吊）の搬出輸送のため

トレーラー荷台でジブブームを積み込んでいたところ、ジブブームが落

下し、被災者がジブブームと一緒に落下した事故である。

44 40301
50～

99

1
14～

15

ベットフレーク（フレコン）を積みトラック（14t）で輸送中、駐車場

で荷締めのためにトラック荷台へ上り、ロープを引いたところ、ロープ

が切れそのまま転落した。

33 40301
10～

29

1
15～

16

製錬所向こうの岸壁で、運搬終了後の荷台の赤渣をスコップで片付け

後、トラック荷台にスコップを収納し降りようとした。 その際、サイ

ドバンパーの出っ張り部分に足が引っ掛かりバランスを崩し、高さ

90cm位の所から尻もちをつくように落下し手をついた。

49 40301
10～

29

1
12～

13

空カゴをトラックの荷台に積み込み、カゴの上に上がり、当板とロープ

を掛けて荷台から下りる際、キャブのはしごとキャブ近くの荷台のはし

ご両方を使って下りたとき、右足が滑って踏み外し、左足も踏み外して

地面に落下した。

43 170209
30～

49

1 8～9

4トントラックに廃棄物コンテナを積み込むため、後輪に右足をのせて

クレーン作業をしていたとき、飛散防止用の網を押さえていたゴムに片

足が絡まり、それを取ろうとして右足がタイヤから滑り落ち、足を着い

て転倒をし、骨折をした。

51 150102
10～

29

1
17～

18

顧客先において荷下ろし作業中、荷台から降りる際に段差に左足を取ら

れバランスを崩し、トラック荷台より落下して転倒し、左足を強打し、

左足関節外果骨折を負った。

36 40301 ―



1 0～1

荷卸し終了後にトラックの荷台より降りようとした際、足を滑らせて地

面へ転倒し、左腰後ろの部分を強打し、少し痛みがあったが業務を続け

ていた。 後日に荷卸し作業中、荷台の中の鉄板の床に足を滑らせて腰

をひねり、再び痛めてしまい、打撲にて2週間の安静が必要となった。

42 40301
30～

49

1 8～9

現場資材置場で2tダンプ荷台へ工事に使用する暗渠管の積込中、管を固

定するためのロープがうまくかからず、やり直しをしていて、身体のバ

ランスを崩して砕石地面に落下し、左肘を強く打ってしまった。

59 30109 1～9

1
10～

11

トラックで商品を配達していた際、納品先において、トラックから降車

をしようとしたとき、ステップとナンバープレートの隙間に左足が引っ

かかり、右足で着地したところ、地面のアスファルトに段差があり、

誤って右足首を捻り受傷した。

48 80109
30～

49

1 8～9

駐車場内で荷物を卸し終え、空ラックの荷締めをしていたところ、ラッ

シングのベルトの取っ手部分が突然外れ、そのまま荷台上から右肩より

転落し負傷した。

52 40301 1～9

1
13～

14

コンクリート製品（471kg／個）24個（1列×10列×3段）を13tユニッ

ク車に積込作業中、製品を重ねる為に、1段目の製品の上に角材を置こ

うと、荷台後方にあった角材を持ち上げて振り返った後、一歩右足を出

したら、その足が滑って荷台の外側にいってしまった。 そのまま荷台

より1.4m落下し、体の右側より落ちて腰と肩を強打した。

59 40301
10～

29

1 7～8

大型ダンプ車の積み込み終了後、通常とは違う車両後部アオリから降車

した際に、車両作業器具に作業着右足部分が引っ掛かり左手から転落

し、左手肘部骨折及び脱臼した。

60 40301
50～

99

1
9～

10

当社敷地内に於いて、倉庫解体工事に使用するガスボンベ（高さ約

1.3m、直径約20cm、重さ約20kg）を4tユニック車の荷台に積み込んで

いた。 トラック後方のアオリに足を掛けて作業をしていたところ、足

を踏み外して約1.25m下の地面へ左手より転落した。

56 30209
10～

29

1
10～

11

他社で荷積みを終えて、荷台の上でネットを掛けていた時、バランスを

崩し地面に落下した。
47 40301

10～

29



1
13～

14

お客様宅にてLPガス容器交換作業中、トラックの荷台から容器を降ろす

ときに右足が滑り、荷台から落ちバランスを崩した状態で足を挫いたた

め、右足首にヒビが入った。

45 80204 ―

1
18～

19

自社構内にて、トラック荷台の清掃中、強風に煽られバランスを崩して

荷台より転落しそうになり、飛び降りた時に左足踵から着地して負傷し

た。

41 40301
10～

29

1
16～

17

配送用トラック（2t車）を倉庫前につけ、荷物を車内に入れようとした

ところ、中に氷が散乱していた。 ほうきでその氷を掃き終え、外に降

りようと車のステップに足をかけたところ、滑ってしまい、アスファル

トの地面に落下し、大腿骨を強打し負傷した。

67 10101
10～

29

1
16～

17

営業センターにて、荷物の積み込み作業中にバランスをくずしてしま

い、トラックの荷台から落下し、右手手のひらを強くつき、親指付け根

の骨を骨折した。

42 40301
10～

29

1
10～

11

車庫で回送車のエンジンマニーホールドを交換作業の為、セルフジャッ

キでボディを2m50cm位上げてエンジンを止めるため運手席に乗り、下

りる時に足を滑らせ飛び降りた際、右足のふくらはぎの筋を切ってしま

い、肉離れを起こした。

67 80409 1～9

1
11～

12

トラックの荷台の作業中に足を滑らせて荷台より転落した（高さ1m

程）。
30 30209 ―

1
11～

12

取引先企業にて、トラックの荷台でパレットに載せた品物（印刷物）を

ジョルダー（パレットの左右1本ずつ引っ掛けて移動させるための棒）

で移動していたところ、引っ掛け方が甘く、移動のため引っ張った際、

右側が抜けた勢いで荷台から転落し、左肩甲骨から腰にかけて打撲し

た。

58 40301 ―

1 6～7

当営業所構内にて、自社トラックへの積込作業中、荷台の運転手を手

伝っていたところ、後部パワーゲート上で別の荷につまずきバランスを

くずし、倒れそうになったので飛び降りた際に、左足踵を強打し、骨折
65 80401 ―



した。

1 5～6

当事業所内に於いて、エンジンを始動し、出発の段取り準備中、大型ト

ラックの運転席から降りようとしたとき、突風にあおられバランスを崩

し、落下して右足を負傷した。

52 40301
30～

49

1
14～

15

荷台にシートパイルを引き上げ積み込み中、一番最後の山のシートパイ

ルが荷台上で崩れ、車の運転席側（前部）でワイヤーを外す作業をする

為に荷台上に居た本人は崩れてきたシートパイルを避けようとして頭部

より地上に落下し負傷した。

50 40301
10～

29

1
15～

16

2トントラックの平台に乗り込み、古鉄回収の為大人用自転車を二人組

で積み込んでいた。 下にいる作業員から自転車を受け取り、走行中ト

ラック平台から落ちないよう自転車の積み込み位置を調整していたとこ

ろ、平台に積み込まれていた古鉄の油で足を滑らせてしまい、トラック

より落下した際、地面のコンクリートに右手首を着いて強打し、負傷し

た。

67 80109
10～

29

1
15～

16

2Fの窓からトラックコンテナ上部に荷物を数点搬出中、観音扉を開くた

めトラックコンテナ上部に従業員を乗せたまま移動させた。 その際、

電線とタンスの接触を防ごうとしたコンテナ上部に乗っていた従業員

が、誤って転倒し、頭部をぶつける。

50 40301
50～

99

1
9～

10

引っ越し作業の為、トラックに荷物を搬入している状態でトラックの荷

台から降りる際、足を滑らせて胸と頭部から地面へ落下した。
46 40301

50～

99

1
15～

16

製品積込時、固縛用ベルトで固定している際、ベルトが外れ、荷台から

地面に落下した。
51 40301

30～

49

1
9～

10

荷役場にて積み込み終了後、ラッシングを行った際、トレーラー最後部

の足場の狭い所にて作業を行ったため、足を踏み外し、コンクリートの

床に右側面から落下して負傷した。

57 50101 ―

1
14～

Lラック荷台の荷物を降ろす為、荷止め機を外そうしたが荷物が多い

為、車両前方に行く際荷台を通る事が出来なかったので、アオリに足を
57 40301

10～



15 掛けて、横に移動中、脚を踏み外し約1m30cm位から転倒し、腰から地

面に落ち強打した。

29

1
11～

12

積みかえ保管所で、廃棄物を積み下ろし中、1mくらいの高さの荷台か

ら廃棄物が置いてある床に降りた際に右足をひねり、右足かかと上が関

節靭帯損傷・右腓骨骨折を負った。

45 150103
10～

29

1
15～

16

3tダンプトラックにて材料をとりに行った。 合材を積載したのちに保温

用シートをかけていたところ風でシートが動いたので慌てて、左足で

シートを押さえようとしたところ、誤って高さ1.27mから左側を下にし

て転落し、負傷した。

76 30199 1～9

1 6～7

被災者は、トラック（4t）荷台での作業が終了し、荷台から降りようと

した時、あおりと荷台の隙間に安全靴のつま先が引っ掛かり、バランス

を崩して転倒した。

37 40301
50～

99

1 8～9

農場で、荷物のワラを積み込む準備のため、トラックキャビンの上

（シートデッキ）で荷台用シートを畳んでいた時に足が滑り地面に落下

した。

48 40301
30～

49

1 7～8

コンビニエンスストアー駐車場内にて製品に掛けてあるシート上の雪を

掃う為に荷台の積み荷に上がり、そこから降りる際、荷台後部のアオリ

に足を付いたところ足が滑りその反動で地上に落下した。

54 40301
10～

29

1
11～

12

店の駐車場において、2tトラックを使用しての配送完了後、荷物室の整

理作業を終えてトラックから後ろ向きに降りる際に、ステップ（幅

30cm×長さ150cm×高さ50cm）から足を踏み外して地面に落下し、左

手首を負傷した。

57 40301 1～9

1
10～

11

配達時の荷卸し作業中、荷台上部に積んでいた長さ3Mの脚立をダン

ボール商品に足をのせ取り卸しをしようとしたが、中身が空洞のため足

が突き抜けてしまいバランスを崩し背中から2M下の地面に落下し、落

下中に体が回転して背中から落ちた。

29 40301
100～

299

会社において、収集・運搬してきた荷降ろし作業中、トラック（2t平ボ



1
16～

17

ディー）荷台アオリのコンパネに足をのせて立ち位置を移動しようと振

り返ったところ、積荷（フレコン袋）に身体がぶつかりバランスを崩し

た為、荷台から落下（約高さ1.8m）、その際コンクリートの地面に左

足を強くつき、その際にスニーカータイプの安全靴を履いていたが、踵

を骨折した。

46 150102
10～

29

1
17～

18

7.5トンの受乳車のタンク洗浄後に、タンク脇の足場に降りたところ、

足場が凍っており、滑ってしまい、そのまま地面に落ち、体の左側全体

を打ちつける。

65 40301
30～

49

1
16～

17

第1配送センターで、一人でトラックの荷台から降りようとし、リアバ

ンパーを踏み外して落下し、手をつき、そのあと腕が上がらなくなっ

た。

59 40301
30～

49

1 8～9

トラックのばた板にのり、シートに溜まっていた水を取り除こうとす

くっている作業中に、ばた板からポール状のガードレールに右足を掛け

ようとしたら、50cmほど滑り落ち、ガードレールに右腰と背中を打ち

つけてしまった。

51 40301
10～

29

1
9～

10

自社資材置場にて、溶接機をトラックに乗せる為、門型の鉄骨に溶接機

を吊り上げる為のチェーンブロックを取り付けようとトラックの屋根に

乗り、作業をしていたところ誤って足を踏み外し転落した。

31 30202 ―

1
15～

16

駐車場にて自社トラック荷台上で機械、荷物の片付け作業中、誤って足

を滑らせ転倒し、荷台から地面に落下（1.2m）した際、左手首を地面

につき負傷した。

53 30209 ―

1
15～

16

プラント内の待機場所でダンプの荷台の掃除をする為に、荷台を上げた

状態のままスコップを取ろうと登ったら、足が滑り転落してしまった。
75 40301

30～

49

1
9～

10

自社の駐車場で、10t平のトラックの荷物にシートを掛けている時、荷

物の上段から下の段へ下りたところ、荷物を包装していたビニールが寒

さで凍っていたため足をすべらせて落下した。

43 40301
10～

29

1
16～ 庭工事中に車の荷台で荷下ろしをしようとしていた時、後向きで落ち骨

18 60101 1～9



17 折した。

1
16～

17

支店内でトラック荷台にて貨物（ロール状フィルム）を積み込み中、足

を踏み外し地面に落下した。
36 40301 ―

1
15～

16

荷卸し作業中にトレーラー荷台より転落し、敷きゴムのある床面に左側

面（頭部ヘルメット着用、顔、脇腹、足）を打ちつけた。
34 40301

100～

299

1
10～

11

ボード納入現場周辺には待機場所がなく、事故現場に待機していた。

サブシートで待機していたが小雨が降ってきたため、本シートを掛けよ

うと試みその際、シートゴムがフックに引っ掛かったので、強引に引っ

張ったところ、ゴムが切れ、土手を転落し、背部を強打した。 少し痛

みはあったが、現場へ向かい荷おろしをし、会社に戻った後、痛みが出

てきた。

49 40301
30～

49

1
18～

19

現場より回収してきた屋根用空ラックを第二工場内にて、荷卸しする

為、後方のアオリ開けアオリ上で空ラックを固定していたベルトを外す

際に、バランスを崩しアオリより車両後方に背面から転落し、腕と手首

を受傷した。

63 40301
10～

29

1
16～

17

敷地内で、トラックの降車時に足を滑らせ後ろ向きに落ちたので、左手

をついた時に手首が折れた。
58 11209

10～

29

1
15～

16

会社の工場で現場より出た廃材をトラックから搬出作業中にコンテナに

張ってあるシートを外すときにトラックのキャビンの上にのりシートを

外そうとしたらバランスをくずして、転落して両足かかとを骨折した。

43 150109
10～

29

1
16～

17

トラックの荷卸し作業中、トラックの荷台上にある鉄のラックに添えて

ある添え木を下に降ろすため、ラックに手を置いた際にラックがずれ、

バランスを崩して荷台上から落下した。 その際に右足で着地したが、

不自然に反り返って着地したため、右足を骨折した。

32 80209 ―

1 8～9

工場内で荷物を降ろす為に荷台の上で作業をしていたところ、不注意に

より締具に足を引っかけバランスを崩し荷台から落下し左寛骨臼を骨折

した。

54 40301
30～

49



1
15～

16

荷台の上にシートをかけゴムをかけるのに荷物にゴムが引っかかり、そ

れを直すのにアオリを伝っていた所、バランスを崩し落下した。
47 40301

10～

29

1 6～7
倉庫内でトラックの荷台からシートを下に降ろす為にサイドバンパーに

乗って作業した時、手が滑って右後頭部を地面に直撃した。
55 40301 1～9

1 7～8 荷積作業中に荷台から転落し骨折した。 57 40301
10～

29

1
14～

15

普通ごみ収集中、被災現場に集められていたごみを収集するため搭乗し

ていた車両から下車しようと左足を地面に着地させる際、勤手席座席か

ら地面までの高さを見誤り、バランスを崩し滑り落ちる様に左足踵から

地面に着地した。 更にその状態で外側に倒れ込もうとする体を支えよ

うと左足を踏ん張ったため、自身の体重による負荷が左足脹脛にかか

り、左足脹脛を負傷し、歩行困難となった。

46 150103
100～

299

1
15～

16

お取引先様方で積込作業中、トラック荷台、高さ1.5m程より足を滑ら

せお尻から転倒・転落し、腰を強打して動けなくなった。 少し休むと

痛みが和らいだので帰社したが、痛みが激しくなってきた。

60 80109
10～

29

1 8～9

配達先構内にて荷降ろしの為トラックの荷台へ上ろうとした際、何らか

の理由により足を滑らせ地上へ落下し、頭部を強打したと思われる。

その後も目まい・ふらつきの症状があり、現在加療中である。

65 50101
30～

49

1
10～

11

荷下ろし先の敷地内で荷下ろしする為に傾斜している道路にトラックを

停車し、ドアを開け、座席横に右手をつき運転席から降車しようとした

際に右手が滑り、転落した際、左顔面・首等を石垣等に打ちつけ負傷し

た。

64 50101 ―

1 6～7

荷下ろしをするため、荷台に上がってシートをめくりトラック後部より

地面に降りようとしたところ、あおりを閉めたままであった為、左足か

かとがあおりに引っ掛かってしまい、右腰から地面へ落ちて負傷した。

42 40301 ―

1
16～

17

トラックの荷台上で積荷の確認が終わり、おりるときに足をすべらせ荷

台より墜落した。
65 30202 ―



1
9～

10

会社の車庫で、海上コンテナのつなぎ替え作業中に、ヘッドに乗車しよ

うとして接続ホースを跨いだ時、ホースに足が引っ掛かり、デッキの上

より転落した。 打撲だけだと思い、そのままPC18番へ空のVANを返却

に向かったが、手首と足の腫れがひどくなり動けなくなった。

74 40301
30～

49

1 8～9

荷台に2段に積んだコンクリート製品をおろすため、製品にワイヤーを

かけるため2段目に上ろうと手をかけたところ、凍結しており手が滑っ

て、そのまま左の肩を下にして地面まで落下し、左肩を強打した。

57 40301
50～

99

1
16～

17

大型トラックにて製品（塗料の原料）を荷積みし終了後、荷づくり

（ラッシング）中にずれたコンパネを足で直そうとしたが、反動で自分

がとび出して落下し、背中と腰を打撲した。

33 40301
30～

49

1
14～

15

工場内での荷降ろし中、ウイング車の積荷（ダンボール）を荷台の上で

引っ張り出そうとしたところ、ダンボールが破れたため体勢を崩しその

まま落下して、腰部他を強打した。

53 150102
50～

99

1
13～

14

倉庫で鋼管（外径267.4×厚み9.3×長さ6m×20本）を10tユニック車に

積み、荷締めのため倉庫の外に出て、トラックの積荷の鋼管の上にあ

がって締めている時に、鋼管に油がついていたため足が滑って転落し、

打撲した。

61 40301
10～

29

1
10～

11

ワックスの荷おろしをする際、現場でシートを剥がそうとし、右足で

ワックスの上部に足をかけた時、滑って後ろにバランスを崩し、荷台か

ら墜落した。

49 40301
30～

49

1
11～

12

会社の資材置場にて、4tダンプ上で石の積込をしていたところ、つまず

いて石と共に4tダンプから落ち、石がふとももと腰あたりを直撃した。
61 30199

10～

29

1
18～

19

駐車場で、トラックの荷台で集荷した荷物を降ろす段取りをしていた時

に、マジックを忘れたので取りに行くために荷台から後ろ向きにステッ

プを使って降りようとした。 手はトラックの柱をつかみ、右足がス

テップにかかった状態で、左足から地面に降りようとした。 左足が地

面についたときに、手が離れ不安定な体勢になり、そのまま背中から地

面に落ち、背中、腰を強打した。

54 40301
30～

49



1
10～

11

配達先で荷台の荷物整理をし、降りようと荷台の端に右足を掛けようと

した所、雨で濡れていた為足を滑らせて、そのまま地面に左膝をぶつけ

ると同時に左手と顔を車両ステップにぶつけてしまい、左手首付近に骨

折を負い、口の中を6針を縫うことになった。

54 40301
300～

499

1
9～

10

自社の冷蔵庫前で保冷車より冷凍餌の降ろし作業中、保冷車から降りる

際に転落した。
55 80109 ―

1
11～

12

トラック駐車場所において、トラック荷台に水道ホースとほうきを用い

て清掃作業中、排水の為に後部ドアを開放しており、その後部ドア付近

で足を滑らせ約1.5m下に転落し、右手首を骨折した。

37 40309
30～

49

1
11～

12

待機駐車場で荷下ろし後、トラックの荷台を整理して荷台から降りよう

とした際に足を踏みはずし、荷台からゲートに落下した。
55 40301

50～

99

1 6～7

会社敷地内車庫にあるトラックの窓ガラスが凍結していたので、お湯で

溶かそうとしていた。 10tトラックのバンパーステップに足を乗せ、窓

の上のグリップを左手で掴み右手はやかんを持ったときに左手がすべ

り、右手はやかんを持っていたため、そのまま地面に足から落下してし

まった。

43 80109
50～

99

1
15～

16

刈草を積み終えた2トンダンプカーにブルーシートを掛けようとした

際、足を滑らせて高さ1.7mの荷台から地面に落ち、体を打撲した。
66 170209

30～

49

1 7～8

納品先のスーパー敷地内でトラックの荷台から豆腐の入ったケースを降

ろす作業をしている時に、ケースを荷台の奥から手前まで持ってきて荷

台から降りようとした時に右足をつまずき、後向きに倒れ左手を地面に

つき、左手首を骨折した。

52 40301
30～

49

1
14～

15

荷物を積むためトラックの荷台を整理していた際、荷台の上でバランス

を崩し落下し、地面に着地したときに左足を捻り骨折した。
51 40301 1～9

1
14～

15
ルートカーで商品を集めていた際に、ステップから転倒した。 23 80209

10～

29

11～ 工場にて、ウイング車の荷台上で荷物の移動作業中、荷物の落下防止用 10～



1
12 の縁で足を躓き、荷台から転落した。

54 10901
29

1
15～

16

トラック荷台上で作業したあと荷台から降りる際、荷台の異物に足先が

ひっかかり体勢を崩し、左膝・左肘からアスファルト地面に転倒し、左

膝皿部を横折れ骨折した。 当初はそれほど痛みは感じず歩けたが、

徐々に痛みが増した。

34 10899 ―

1
14～

15

荷物を降ろす作業中に、トラックの後部の幌を開けようとしたところ、

荷台から足を滑らせ地面に転落し、右肘を打ち付け負傷した。
35 40301

10～

29

2 23~24
雪堆積場にて、ダンプ荷台に、塩化カリウムを散布した後、荷台昇降機

より足を滑らせ転落した。
46 40301

30～

49

2 8~9
中央卸売市場内、外駐車場で当社トラック1.5t箱車の荷台の屋根の雪落

としをしていた際、雪に足をとられ屋根から転落した。
73 80109

10～

29

2 5~6

テールゲートでの荷降しを開始する際、ボックスが重たい為、傭車ドラ

イバーより手伝いを要請されアシスト1名が荷台へ乗った。 1本目の

ボックスを傭車ドライバーが奥から押し、手前からアシストが引きなが

らテールゲートまで移動させた際テールゲート先端付近にある落下防止

用のストッパーを踏んでしまい、ストッパーのロックがオフになった状

態でアシストとボックスが落下し、アシストがボックスの下敷きになっ

たものである。

28 40301
10～

29

2 12~13

ASガラ置場においてダンプトラック（4t）での荷下ろし中、荷台に引っ

掛かったガラを荷台上で除去したところ、ASガラと共に被災者がダン

プトラック荷台から滑落し、落ちたガラに左半身が挟まったため負傷し

た。

65 30106
10～

29

2 8~9

当社車庫内で、大型ダンプ荷台の点検整備終了後に、ダンプから降りよ

うとしてダンプの側面のアオリからはしごに移動した時、強風にあおら

れて足を踏み外して落下し、負傷した。

43 40301 1～9

シート掛けの作業中、車のあおりを上げるためトラックに積んである荷

物の上から、トラックの荷台に降りようとした際、左足を誤った場所の



2 15~16 荷台に踏み出してしまったため、真下へ落下し荷台から地面に落ち足を

打撲した。 当日は負傷直後に受診をし、現在も休業中である。 （翌々

月に職場復帰）

54 40301
10～

29

2 10~11

集荷先にて積荷である鉄骨の荷締の作業を行っていた際、強風にあおら

れてシャーシから転落した。 右肩から地面に落ち右鎖骨を骨折したも

のである。

49 40301
10～

29

2 16~17

自社構内で大型トラックの荷台で積荷にシートを掛けるために積荷の上

に乗り鳥居の上から自分の足元にシートを下していた時、シートに押さ

れてバランスを崩し足元にあった積荷を支えるベニア板の上にまたがる

形で着地をしたため股間を強打して受傷した。

41 40301
10～

29

2 8~9

現場において荷卸し作業中にトラックの荷台上のパネル上で足を滑らせ

地面（2.5m位）から落下しお尻を強打し負傷した。 病院に搬送された

が専門的治療を要するため医療センターへ移った。

68 40301
10～

29

2 11~12

倉庫内において、2tダンプ荷台上で資材の積み込みを行っていた。 完了

後、荷台（約1.5m）から降りる際、あおりに躓き、腰部から落下し

た。

69 30106
10～

29

2 0~1

配送センター敷地内で、3t車トラック荷台に積んである空のドラム缶に

灯油の積み込み作業を行っていた際、荷台より落下してしまい右手、頭

部を地面に打ち負傷したものである。

56 80204 1～9

2 10~11
卸先に着き、荷卸の準備をしている時、アオリ止めを外していることを

忘れてしまい、アオリに足をかけてしまって体の左側より落下した。
54 40301

30～

49

2 13~14

解体した家屋の木材をトラックの荷台に載せる作業をしていたところ、

バランスを崩してしまい、木材とともに地面に落下し、両脚太ももを骨

折し、尿道が切れ、下半身全体を強打した。

45 30309 ―

2 14~15

納入先の作業場で荷下ろし、荷積みの作業時トラック（4tウイング車）

の荷台にある空の板パレットをフォークリフトで降ろす時、フォークリ

フトの爪が奥まで届かなかった為、トラックの荷台に乗って両手でパ 55 40301
10～



レットを少し手前に引こうとしたが、手が滑ってそのままトラックの荷

台から後向きに落下し左大腿骨粉砕骨折した。

29

2 18~19

鉄工団地鋼材倉庫に於いて、トラックへH鋼（300㎜×300㎜）を積み込

む作業をしていた時、積み込みが終わり、トラックから降りようとした

時、足元が滑り倉庫のコンクリート床に落下してしまい背中から腰部を

打撲してしまった。

63 40301
10～

29

2 13~14
積み込みのため作業中、強風にあおられ荷台から落下し、手首と肘を打

撲する。
46 40309 1～9

2 6~7

被災者が発送工場にて、4t車両の庫内を清掃しようと踏み台に乗りリア

ステップに右足を乗せたところバランスを崩し左足から工場床に落下し

被災した。

56 11509
300～

499

2 6~7

被災者は事業所内発送工場において4t冷凍車のコンテナ庫内を清掃しよ

うと、踏み台に乗りリアステップに右足を乗せたところ、バランスを崩

し、左足から工場床に落下し被災した。

56 170101
10～

29

2 12~13

当社工場内にて廃棄物を積んだトラックの荷台のシートを地上から剥が

す作業中、外せなかったので荷の上に乗ってシートを剥がそうとした

際、荷表面が平坦でない為バランスを崩して荷台から地上に腰から落ち

た。

47 11009
10～

29

2 12~13

荷下ろし作業中、トラックの荷台の中で2段重ねの上段スチール事務机

を降ろそうと逆さまになっている机の脚を持ち上げたところ、机の脚が

外れた反動で転倒した。 停車していた路面が傾斜していたため荷台後

部まで転げ地面まで下げていたパワーゲートに転落し、左側骨盤を負傷

したものである。

45 40301
30～

49

2 18~19

当社の資材置場の整理作業において、工事に使用した残材を運搬する

為、2tダンプカーに「ユンボ」でコンクリートの「ガラ」を積み込み作

業中、荷台上で「ユンボ」で吊り上げて降ろしたコンクリートの「ガ

ラ」のワイヤーを外す作業中、1つ目のコンクリートの「ガラ」を積み
62 30209 1～9



終わり、荷台から降りようとした時、荷台の「アオリ」の角に足が引っ

掛かり、高さ1m20㎝から転落して負傷した。

2 5~6
配送先の店舗にて荷卸しをする際、トラックから降りようとしたとこ

ろ、着地した地面のところに凹みがあり、右足首を捻り、負傷した。
39 40301

100～

299

2 18~19

大型トラックにて「植木」積み込み作業中に、ほぼ積み上がった段階で

荷台のアオリを閉め、最後の一本を積む際、アオリに足をかけたところ

強風が吹いてバランスを崩し落下しそうになったので自分から飛び降り

た時に地面が砂利だった為、転倒し負傷した。

47 40301
100～

299

2 11~12

取引先の積荷卸し場所で、雨が降って来たので荷台にシート掛けの作業

をしていた。 その際に手が滑りバランスを崩しトラック荷台の最後方

の足場より転落してしまった。

47 40301
10～

29

2 15~16
お客様宅にて引越作業中、トラック荷台より引っ越し荷物を降ろしてい

た際、足を滑らせて、顔面より落下し、頭部を地面に強打した。
22 40301

30～

49

2 15~16

自宅前の倉庫の前でトラック（2t）からホースを下ろす時足を滑らして

落ちた。 前日にオイルをこぼして良く拭いておいたが少し残ってい

た。 落下した時負傷した。

79 30199 ―

2 12~13

被災者は配送先の現場から会社へ戻るため、トラックを運転していた。

運転の途中、被災者は積荷の材木がずれていたのに気づいたため、一度

停車し、トラック荷台に乗って材木を縛り直した。 その後、被災者が

足を掛けていた荷台のあおりから地面に降りようとしたところ、足を滑

らせてしまい落下し、荷台あおりの上部に左ひざをぶつけてしまい、受

傷した。

32 80102 ―

2 14~15

トラック駐車場において、トラックの運転席から降車する際に、把手を

握っていた右手が滑った為バランスを崩し転倒し、右足首と左腰を負傷

した。

58 40301 ―

2 5~6
海外出張中、被災当日未明に作業立ち会いに際し誤ってトレーラート

ラックの床に開いていた穴に足を落とし負傷した。
50 170209

30～

49



2 8~9

北側エプロン舗装等工事の現場で、被災者（運転手）が10t散水車にて

コンクリート舗装に使用する真水を現場に運搬してきて運転席から下り

る際に運転席のドアが、突風（現地風速9.5m/s）であおられ急激に開い

たため、反動で、運転席から落ちた。

53 30106
10～

29

2 17~18
配送先路上で、トラックの荷台から降りる時に足を滑らせてトラックよ

り落下し、地面に体を打ち負傷した。
36 40301

100～

299

2 13~14

本社内で補修工事のための工事機材を2tトラック上で整理していた。 そ

の際、右足作業着の裾がトラックの荷台に引っ掛かってしまい、バラン

スを崩し、荷台から転落し、左膝周辺部を地面に強打し、負傷したもの

である。 （トラック荷台から地面まで約1m、後ろ向きで地面に落下し

たが、右足裾が荷台に引っ掛かったため、地面に対して体が正面に近い

向きになり、左膝付近を打ちつけた。）

63 30302 ―

2 12~13

納品先でトラックをバースに接車する為に、トラックの扉を開け養生を

外す為に荷台に上がり完了後、トラック荷台から降りる時にステップか

ら足を踏み外し転落した際に、尻、右手を着いて負傷した。

42 40301 1～9

2 9~10

トラックから荷物を下ろしている時に、荷台から荷物を持ったまま地面

に落ちる時に、左手をついて、脱臼した。 ヘルメット、安全靴は着用

していた。

41 40302
30～

49

2 14~15

ダンプに現場より引きあげてきた産廃物を積み込む作業中、ダンプの足

かけ場所に足をかけたところ足が滑って地面に転倒した。 頭部、肩、

腰を打撲した。

75 30202 1～9

2 11~12

倉庫内で保管する合板の蔵置作業をフォークリフトで行っていた際、貨

物の状況を確認するためフォークリフトを停止させ身を乗り出して貨物

を確認した。 確認が終わり座席に戻る時に足を滑らせ地面に滑り落ち

る形となった。 その際、左手をついてしまい痛みを感じ、病院を受診

したところ骨折が判明した。

51 40301
30～

49

製品置場にある製品（高さ1.8m）からトラックの荷台（高さ1.4m）に

移動しようとした際に、凍結していたトラック荷台に足を滑らせて転倒 10～



2 7~8
してしまい、製品に頭をぶつけてそのまま地面に転落して首・背中を

打った。 （製品と荷台の間隔は、約80㎝）

48 40301
29

2 17~18
本社の駐車場で、ミキサー車の洗車中、ミキサー車後部のステップか

ら、誤って落下して、左足首と左膝を強打した。
40 40301

50～

99

2 20~21

荷積の作業中、トラック庫内のカゴ台車を固定する為、パワーゲートに

乗りラッシングベルトを引いたところ、壁面のフックが外れ、ゲート上

で尻もちをつき、高さ約120㎝のパワーゲートからアスファルト面に転

落し、後頭部を打ちつけた。

53 40301
50～

99

2 16~17

納入先の構内で、トラックの荷台の中での作業を終えて外へ出ようとし

た際に、後部バンパー部分に足をかけて降りようとしたが、当時は雨が

降っておりバンパーを含め全体的に滑りやすい状況であったため、足を

滑らせ、その際に左手から地面に落ちて受傷した。

62 40301
10～

29

2 10~11

生コン配達現場で生コンの荷卸し後生コン車の後方のステップに昇り洗

車作業を始めようとした時に、洗車用のポンプのスイッチを入れ忘れて

いることに気付き、降りようとした時に生コン車フェンダー場でバラン

スを崩し舗装道路上に飛び降りる形になり左踵を強打し骨折を負う。

67 10901 ―

2 15~16

敷地内にて床材5パレットを積み込み終了後トラック荷台に乗りシート

を掛ける際シートを両手で引っ張った時、両手がはずれ横向きの状態で

左下高さ1.6mの地面に落下した。 落下した際頭部をかばう為左手を頭

部の下で支えた為左肘を負傷した。

68 40301 1～9

2 16~17
荷物の積み下ろし作業中、トラックの荷台から足を踏み外し、右膝骨折

した。
45 11409

30～

49

2 15~16

自社4tオートマチック車にて、ネジ製品を納入後ポリの空箱を積み敷地

より2～3m位出た道路で荷台の空箱が崩れた音がしたので止まり、荷台

に昇り整理し直し運転席側より降りる為、あおりを右足で跨いだつもり

が引っ掛かり、1.2mの高さから落ち左大腿骨を打った。 痛いのを我慢

して運転席に昇り会社に夕方頃に帰り痛くて自分では降りられなかっ

50 11202
30～

49



た。 救急車を呼び病院で診察の結果、大腿骨が折れたのがわかった。

2 8~9

客先において、トラックの荷台に載せてある荷台の上（高さ1m70㎝

位）に乗って、そこから降りようとしたところ、荷物の紐に躓いて荷台

の上に落ちてしまい、その際トラックのあおり部分で胸を打ち、肋骨、

左手小指、右足脛を負傷したものである。

46 40301
10～

29

2 8~9
トレーラー荷台上で荷物の上のシートをめくる際、突風が吹きシートご

と飛ばされ地上へ落下し、右腕等を負傷したものである。
44 40301 1～9

2 13~14

当日、荷降ろしのためトラックバースにトラックを着車させ荷台からカ

ゴ台車を引き出していた時パワーゲートが若干沈み、カゴ台車の車輪が

バースの鉄の板に引っ掛かりカゴ台車が私の方向に倒れてきたが避けき

れず押しつぶされ腰から足にかけてをコンクリートの地面に強打し受傷

したものである。

28 40301 ―

2 17~18

構内にて、段ボールの梱包荷（180×50×20㎝、4～5㎏）をリフトより

大型トラック荷台へ手積作業中、3個目の荷積動作の際、足下の確認不

足により、荷台より踏み外し頭部より転落した。

59 40301
10～

29

2 17~18

構内にて、段ボールの梱包荷（180×50×20㎝、4～5㎏）をリフトより

大型トラック荷台へ手積作業中、3個目の荷積動作の際、足下の確認不

足により、荷台より踏み外し、頭部より転落した。

59 50101 ―

2 23~24
工場にて道具をトラックに積込をしている際誤って転落した。 その時

に肘をついて負傷した。
26 30302 ―

2 10~11

トラック荷台へ乗り込もうと、荷台後方の両扉を開け、荷台の上に両手

をつき、右足を荷台枠（鉄製）へ掛けたところ、靴底が濡れていたため

に、鉄の上で滑ってしまった。 後ろ向きで落下した際、右手でバラン

スをとろうと地面に手をついたところ、右手のひらの舟状骨を折ってし

まったものである。

29 40301 1～9

2 16~17

集荷先にて、大型トラックの荷台に荷物を積み、荷台で荷締めをしてい

たところ、荷台とアオリ戸の間につま先が引っ掛かってしまい、バラン
56 40301

30～



スを崩して約1m下の地面に転倒した。 つま先が外れなかったため、足

を捻った状態となったため、左足膝部の靭帯を損傷したものである。

49

2 20~21

大型トラックの荷台に木製建材の山を2段重ねで積み、1段目と2段目の

間に足を入れて荷崩れ防止の荷締めをワイヤーとチェーンブロックを使

用して行っていたが、体のバランスを崩して約1.8mの高さから地面に

転落して脳震盪を起こした次第です。

53 40301
30～

49

2 11~12

工場内搬入口で産廃物回収トラックに廃棄物積込後、廃棄物上面を均そ

うと、トラック荷台左側あおりの上に左足、右足はトラック内（廃棄物

の中）に足を突っ込んで作業中、右足が沈んで来たので、体勢を立て直

そうと、左足に重心を移した時、左足が滑り、コンクリート床上に転落

した。

62 10701
50～

99

2 14~15
荷物を積んでシートを掛けている時に運転台の右側の荷物台の上から落

ちた。
61 40301 1～9

2 11~12

配達先にて荷卸し中、4t車荷台に積み上げていた海苔のケースを一旦床

に下ろし、床に置いた荷物を荷主のパレットに積み替えるため荷台から

降りようとした際に荷台端のステンレス製カバーに足を滑らせ地面に落

下した。 その際に左足小指骨折と足首を捻挫したものである。

43 40301
50～

99

2 9~10

敷地内にて、トラックへ廃棄物を積み込み飛散を防ぐシートをかける作

業を行っていた際、バランスを崩しトラック荷台から地面へ落下し頭部

を負傷した。

55 150103 ―

2 9~10

積込準備中、トラック荷台より、足を滑らせ落下したと思われる。 本

人も当時の事は分からず、目撃者もなし。 後頭部を打撲していたたが

意識は有り。

60 40301
10～

29

2 18~19
納品作業中、荷台から足を踏み外し落下した。 右肘を強打した結果、

右肘内側の関節部を骨折した。
37 40301

10～

29

2 13~14

工場内において、トラックの荷台で荷締めをしていた時、掛けていたワ

イヤーが切れて、そのはずみで荷台から落下し、コンクリートの地面に 64 40301
30～

49



後頭部、背中を打ちつけ負傷した。

2 11~12

工場内にて、積荷の鉄筋（長さ8mの束）をトラック（8t車）の荷台に

積込作業中、荷台で作業中の運転手がバランスを崩し荷台から落下し

た。 落下した所に置いていた木材のバタ角に左足の踵を強打したもの

である。

45 40301 1～9

2 9~10
トラックの荷締め作業をしていて、荷台からいつもの様に降りようとし

た際にラッシングベルトに足が引っ掛かり荷台から地上に転落した。
55 40301

30～

49

2 16~17

お客様構内において荷台作業を終え、サイドバンパーに足を掛けて荷台

から降りようとした際に、雨で濡れていたサイドバンパーで足を滑ら

せ、その弾みでアオリ部分で左肘を強打したものである。

49 40301
100～

299

2 7~8

当社倉庫にて、10tトラックの荷台へ上ろうとした時、トラックの支柱

に手を掛けたが付属のゴムパッキンが外れ、トラック荷台へ上れず落下

した。

48 40301 ―

2 6~7
店舗内駐車場内にて、荷降ろし作業後、パワーゲートの上から降りる時

に足首を捻挫した。
47 40301 ―

2 11~12

会社の車庫で大型トラックの前方車高灯の球が切れていたので交換して

いる際、強風が吹き、落下したため、右足の踵を強打し踵骨骨折をし

た。

24 40301
10～

29

2 14~15

トラック後部箱内で荷降ろしの下準備をして車から降りようとした時

に、自分で置いた荷物に躓き、足がからまり、横ドアから約1m20㎝下

の地面に転落する時に身体を捻り右腰から落ち右腰他数ヶ所を骨折し

た。

58 40301
10～

29

2 5~6

荷物の積み込み後に出発する時、バックモニターカメラが下方に下がっ

ていた。 角度を修正しようと、トラック荷室後部の荷台に上がった

際、足を滑らせて約1メートル下の地面に落下し、打撲と擦り傷を負っ

た。

52 40301
100～

299

大型トラックに荷物の積み込みが終了して駐車場に移動してシート掛け
50～



2 7~8 をしていた時、荷台でバランスを崩して地面に落下した。 ヘルメッ

ト、安全靴は着用していた。

46 40301
99

2 11~12

アイスクリームを積載し、現地に到着し、冷凍倉庫にバックにて倉庫の

降ろし口に車を後退したが、倉庫の降ろし場と車の停車位置の間が60㎝

位あき、又倉庫の土間と車のボディの高さが20㎝位車のボディが高く段

差があり、そこで車の後方ドアを開きアイスクリームが入れてあるダン

ボール箱（1個の大きさ縦20㎝横30㎝重さ1.5㎏）を貨物車にバラ積みし

てあるのを4個ずつ倉庫に降ろす際、右足をボディに乗せ、左足を車の

後方ドアを開閉する際の止め金ボディを固定してあるフックに乗せ作業

中、左足がフックより滑り、倉庫と車の間60㎝に落ちた。

45 40301
30～

49

2 10~11

当社内において、トラック（2ｔパネル車）荷台での廃棄物の荷降ろし

作業中、高さ約1.2ｍの荷台から降りようとした。 一旦、荷台に腰を下

ろし、トラックのリアガードに足を掛けたが滑って転落し、右上腕部を

コンクリート床面に打ちつけたものである。

52 150102
30～

49

2 8~9

土場で杭木をトラックの荷台で2／3位おろした後、ラッシングベルトで

残りの杭木を引っ掛けて引っ張ったら、引っ掛けが掛かっていると思い

引っ張ったところ、ラッシングベルトが引っ掛かっていなかった為、

引っ張った拍子にトラックの杭木の上から後ろ向きに両足を先に下につ

いて上向きに転んだ。

56 40301 1～9

2 5~6 準備中に活魚車の水槽の上で足を滑らし、水槽の上から転落した。 43 40301 1～9

2 15~16
ホーム上でベッドのマットレスを積込時に荷台（ゲート）で足を滑らせ

て、ゲートの角で脇腹を打ち、ホーム下に落下して肋骨を骨折した。
41 40301

10～

29

2 9~10
飼料倉庫にて飼料を2t車より降ろしている時に足を踏み外し約1m下に

転落し資料置場（パレット）で顔左側面上部を強打負傷した。
67 60101

100～

299

2 17~18

集荷先で集荷した荷物の積み込み作業中に、トラック荷台の床を自動に

移動させる為の操作スイッチを取り扱う際に周りを全く見ずに荷台から

足を踏み外し、そのまま転落したものである。

41 40301
50～

99



2 12~13

現場で使う材料を購入し、一旦自社倉庫にトラックで運んだ。 荷台の

上に乗り、片足をへりに掛け、地上にいた社長に材料を渡す際に掛けて

いた足が滑り、体をひねりながら腰から落下した。 その際体をかばお

うと両手を地面に強く打ちつけた。

65 30209 1～9

2 8~9

当社敷地内において積荷に防水シートを掛けていた時に荷台の後部で

シートを後方に引っ張ろうとしたところ、風にあおられてシートを掴ん

だまま地上に飛び降りて左かかとを負傷した。

68 40309
30～

49

2 13~14
建設現場でトラックから木材の荷下ろし中にトラックの荷台から滑り落

下した。 下にあった部材の角で肋骨を打った。
59 80109

10～

29

2 8~9

現場で組立作業中、工事で使用する道具を軽トラックに登って取り出し

降りようとした際、軽トラックのふちに足を掛けて、足を滑らせてしま

い、下に落ちた。 左手を地面につき骨折した。

64 30199 1～9

2 18~19
団地（集荷先）より荷物を積み込んで出発し、納品先へ到着後、荷降ろ

しの為、運転席より外へ降りた時に右足が滑って倒れた。
44 40301

10～

29

2 15~16

産業廃棄物処理場に荷物を運搬し、積み荷を降ろすために荷台で作業

中、あおり板に足を掛けたところ、あおり板が倒れ荷台から転落した。

左腰を強打し、当日は痛みをこらえ就業したが、翌日になっても痛みが

治まらないため受診した。

58 10901
30～

49

2 17~18

被災者は、2K工場西側において本社担当者と鋼材（長さ8340㎜×幅

2300㎜×厚さ14㎜×重量2.138t）の積み込み作業を行っていた。 鋼材

をトレーラー荷台上に移動し荷台から20㎝程の高さで一旦停止しセン

ターを確認するため荷台上へ移動した。 鋼材が反時計回りに揺れてい

たので手で押さえようとしたが耐え切れず、高さ約1.4mの荷台上から

地面へ背部から転落した。 その際、担当者は次に積み込む鋼材の確認

を行っていた。 外傷もなくその日は帰宅し、翌日も出勤していたが痛

みがあるため病院で診察したところ負傷が判明した。

52 11501 1～9

2 16~17

工場内の生コン車駐車場で運転席から後ろ向きで降りようとした時、下

段足のせ（55㎝）を踏み損ない後へ転倒し頭、腰等を打撲した。 （ヘ 60 10901
10～



ルメット着用。）
29

3 15~16

トラックの荷台からダンボールの荷降ろし作業中、特に不安全・有害な

状態はなかったが、後ろ向きに動いてしまったときに足がからまり、荷

台から転倒し、左手をついた。

52 40301
100～

299

3 11~12

当社屋内販売場にて、フォークリフトで高さ約2.5mに持ち上げたパ

レットの上で断熱用のビニール製カーテンを取りはずす作業中、運転者

が作業位置をずらすため、フォークリフトを後退させた際、作業者はバ

ランスを崩し転落し、下にあった高さ約55cmの木製陳列台に背中を打

ちつけてから床面に落下した。

69 80109
10～

29

3 12~13

SS構内にて廃タイヤ回収作業中、トラックの荷台でタイヤの整理をして

いたところ、トラックを止めていた場所が洗車機付近だったので洗車機

から出る車両の邪魔になると思い、同乗者が荷台の状況を確認せずにト

ラックを動かしたため、トラック荷台より落下し、右足踵を強打した。

63 40301
10～

29

3 11~12

シャーシからシャーシ横に置いたパレットへ荷物を降ろす作業中、後ろ

向きで作業をしていて、後方確認をせずにパレットへ移動しようとした

際、足を踏み外し、シャーシとパレットの間に転落し、左手および右足

を負傷した。

42 40301
30～

49

3 11~12

軽トラックにてパークゴルフ場内の除雪作業中、敷地内を移動中に荷台

に乗車し移動していたが、軽トラックの揺れに対応できず、軽トラック

のあおりと雪の間に足を挟まれた状態で後ろ向きに転落し負傷した。

46 140301 1～9

3 10~11

客先ヤードにて、セメント（1tパック）の荷卸補助作業をおこなってい

たところ、吊り荷が接近してきたため後退りしたとき、バランスを崩し

て荷台から足を踏み外し、約110cm下の地面に墜落した。

53 40301
10～

29

3 9~10

敷地内にて丸太材の積込作業中、荷台上の積丸太に上がり、積み付け整

正作業をしていたとき、誤って足を踏み外し、後ろ向き状態で荷台後ろ

端から転落した。 なお、ヘルメット・安全靴・防護手袋は着用してい

た。

40 40301
30～

49



3 8~9

敷地内にて玄米（60kg袋）をシートパレットよりパレットへの移し替

え作業をしていたとき、上部に積んである玄米が不安定な状態になった

ため、手直ししようと思い荷台へ上がり、中腰の体勢で押し込んでいた

ところ、最上部の1袋がずり落ちてきたため、手で受け止めようとした

が、バランスを崩し、後方へ転倒した。 ヘルメットを着用していたが

転倒の際に外れ、あおりレール部に頭をぶつけて頭蓋骨骨折し、荷台か

ら地面に落下して左鎖骨を強打骨折した。

44 40301
10～

29

3 14~15

4tトラックにシートを掛ける作業中、雨が降っていたため足を掛けてい

たところが滑り、高さ約1.5mの高さから右足から地面に落下し負傷し

た。

59 70101 1～9

3 16~17

会社構内において10tトラックへ荷物（リンゴ10kg）積載作業をしてい

た。 次の作業準備のため荷台（高さ135cm）後ろより降りようとした

ところ、足を踏み外して左足から落下し転んでしまった。

45 40301
30～

49

3 9~10

物流倉庫内において、トラック荷台に立ち、フォークリフトで木材を積

み込むのを誘導していたとき、しゃがみこんだところバランスを崩し、

トラック荷台（約0.8m）から落下し、左肘・腰・右ふくらはぎを打撲

した。

34 40301
30～

49

3 16~17

訪問先でダンボールの回収作業中にトラックの荷台で積み込み作業をし

ている際、誤ってトラックの荷台より転落し、右手で体を支えた際に右

手首を骨折した。

42 80109
10～

29

3 12~13

トレーラー置場にて、次の運行の準備のため、トレーラーからシートを

おろそうとした。 足場が不安定な状態でシートを動かそうとしたが、

シートに引っ掛かりがあり、力任せに引っ張った結果、バランスを崩

し、3mの高さからアスファルトへ落下した。

45 40301
10～

29

3 11~12

廃棄物収集中、トラックの荷台の廃棄物の整理をしていて、荷台から降

りる際、体勢を崩して下へ落下し、足を強く打ったため動けず救急搬送

された。

56 150102 1～9

配達のため駐車し、サイドブレーキを引いたものの引きが甘く、配達荷



3 16~17

物をウォークスルー車両の後部荷室から取って助手席側のドアより外へ

降車しようとした際に、車両が動いていることに気づいた。 あわてて

車両に戻ろうとしたがバランスを崩し落下し、地面に左足を着いたとき

に足をひねり、また左フロントタイヤハウス後部付近と地面に左足が挟

まり左足脛を骨折した。

40 40301
50～

99

3 19~20
公道にて荷物の積み替えるとき、車両移動が必要になった際に負傷し

た。
21 40301 1～9

3 17~18

会社敷地内の駐車場で、帰庫した後、事務所に行こうと大型ダンプから

降りようとした際、ドアノブに手をかけようとしたとき、ドアが完全に

閉まっておらず、そのままの勢いで転落し、尻と後頭部を打ち、脳しん

とうを起こした。

51 11009
30～

49

3 21~22

配送で使用済みのダンボール等を処理するためごみ置き場に向かい、ダ

ンボール等をトラックから降ろすため、トラック（2t平車）の荷台に

乗って荷台のシートをめくったところ、バランスを崩し飛び降りてしま

い、下にあった縁石に足が当たり、負傷した。

64 40309
10～

29

3 7~8

養鶏場内で鶏を入れるラックを車輛からおろす作業中、ゲートから

フォークリフトに敷いてある鉄板がずれ、ラックが倒れそうだったので

ゲートからおりた際に左足首を痛めた。

37 40301
10～

29

3 9~10
管理棟へ帰る途中、No1グリーン奥カート路で降雨のためハンドル操作

を誤り、ワークマンから左側に振り落とされた。
74 140301

50～

99

3 18~19

会社敷地内で2tトラックから10tトラックへ荷物を積み込みの作業をし

たあと、10tトラックの荷台より降りる際にステップを踏み外し、左足

の膝から地面（アスファルト）に落下し（高さ約1m）、膝蓋骨を骨折

した。

36 40309
10～

29

3 14~15

トラックに荷物を積み込み後、後向きに右足から降車する際、荷台の段

差に足を滑らせ、腰から路面に落下し、左骨盤付近の痛みを覚えた。

その後も痛みが引かず、骨折していることが分かった。

49 40301
50～

99



3 5~6

当社構内で駐車した車両の助手席に置いた荷物を取るため、運転席側の

ドアを開け、ステップにのった状態で体を中に入れ、荷物を取ろうとし

た際、荷物が運転席内に引っかかりバランスを崩し、ステップより転落

し負傷した。

48 40301
50～

99

3 8~9

トラックに積んである鉄筋の荷降ろしの際、荷降ろしのためワイヤーを

通す作業中に、ワイヤーを通すための隙間を作るためにバールを差し入

れて前方に押したところ、作業姿勢が悪く、荷を割る際に全体重をバー

ルにかけて作業を行ったため、バールの先端がずれて外れ、バランスを

崩しトラックの荷から転落し、着地の際に左足の足首を負傷した。

47 40301
50～

99

3 15~16
客先の構内にて荷物の積み作業中、足を踏み外しトラックの荷台から落

下し、腰を打撲した。
55 40301

30～

49

3 15~16

積込先倉庫で荷物を積んだ後、周辺道路上において、トラック（4t平ボ

ディー）の荷台に幌シートを被せる作業中、ゴムのバンドを引っ張る

際、荷台から足を滑らせて、後向きの体勢でかかとから1mほど落下し

た。

56 40301
10～

29

3 13~14

納品先でトラック荷台から台車を取り地面に置き、納品する商品（お

水）を取り出すために荷台に上がり、納品する商品を取り集め終えて荷

台から降りる際、地面に置いてあった台車に気づかず足をとられ、地面

に腰から転倒した。

36 40301
30～

49

3 5~6

場内でトラックの荷台に乗って、荷積み作業中、あおりの縁に乗って

シート掛け作業をしていたとき、前日までの雨であおりが濡れていたた

め、足を滑らせ腰から地面に落下し、腰を強打し、また頭を保護するた

め右手・右親指を地面についたため右腕・右親指も打撲した。 しばら

く動けなくなったため、救急搬送された。

51 40301
50～

99

3 12~13

本社工場より取引先に製品を輸送のため、2tトラックで走行中、パレッ

トカバーが風であおられ外れそうになったため、駐車場に止めてトラッ

クの後方左側タイヤを踏み台として乗り、荷台のカバーを直そうとした

ところ、足を滑らせ落下し右足の下腿骨を骨折した。

55 11502
50～

99



3 13~14

当社敷地内において、配送車のタイヤ泥除け部分をしゃがんで清掃中、

事務所の方より声が掛かり振り向き立ち上がる際に膝を捻ってしまい、

左膝を負傷した。

73 30209
10～

29

3 16~17

資材置場において、トラックに積んである部材を下ろす際に足の置場が

ない状態で作業したため、誤って部材を踏み足を滑らせトラックより落

ち、近くに置いてあった資材用ラックに右脇腹を強打した。

27 30209 1～9

3 18~19

帰庫点呼完了後、トラックを当社駐車場所定の場所に駐車し、運転席か

ら降車しようとしたところ、ステップから足を踏み外し地面に落下し、

右手を地面につき負傷した。

38 40301
50～

99

3 16~17

トラック荷台に乗り込もうと左足を乗せ、右手で手すりを掴んで体を引

き上げた際、手すりが滑って荷台から落下し、右足から着地したときに

右足を捻った。

42 80209
30～

49

3 16~17
トラックへ荷物の積込中にあやまって足がもつれ、トラックの荷台から

転落、頭部と胸部を打ちつけ怪我をした。
65 40301

10～

29

3 13~14
トラックの荷台にて、荷物の積み付け作業中、下に降りようとした際、

誤って足が滑って落下し、両足で着地したとき踵を負傷した。
46 40301

50～

99

3 8~9

取引先の資材置場にて、10tトラックに積荷作業をしていた際、雨が

降っていたため足元を滑らせ車上で転倒し、車外に落下し、トラックの

脇に置いてあった鉄製の積荷カゴに左脇腹を打ちつけた。

44 40301 1～9

3 8~9
倉庫で荷物を積み込む際に単独でバランスを崩し、2tトラック荷台から

転落して受傷した。
54 40301 1～9

3 7~8

ゴミ収集業務のため、キャブ車に乗車し、担当コース内のゴミ回収・積

込を順次行っていた。 6ヶ所目の収集箇所に到着し、車から降りて荷台

にコンパネという囲いを立てゴミを積み込んだ。 その後、荷台にネッ

トをかけるため、荷台右側のアオリ部分に立ち、コンパネを掴み移動し

ながら作業していたところ左足をすべらせ、それと同時に掴んでいた手

もはなれて転落し、身体の右側を地面に打ちつけた。

50 150109
50～

99



3 9~10
会社の駐車場において、2トントラックにクレーンで荷物の積込作業

中、足を滑らせ落下し、左足を負傷した。
57 40309

50～

99

3 6~7
配送センターで荷物を積み込むとき荷台から転落し、顔・手・腰を強打

した。
65 80109

10～

29

3 14~15

被災者（以下甲という）は就業先において物品の搬入出作業に従事して

いた。 甲は、トラックの荷台から降りる際（荷台に右をついた状態）

に、物品を養生していた毛布に左足が引っ掛かり、捻りながら着地し負

傷した。

36 40301 1～9

3 14~15

被災者（以下甲という）は就業先において物品の搬入出作業に従事して

いた。 甲は、トラックの荷台から降りる際（荷台に右をついた状態）

に、物品を養生していた毛布に左足が引っ掛かり、捻りながら着地し負

傷した。

36 170101
10～

29

3 14~15

本社洗車場において、4トン車の荷台の洗車作業を終え、荷台（高さ約

1.5m）から降りようと左手を壁に添えて、左足をステップに乗せよう

としたが、ステップに足が掛からず、後向きに転落して左手をつき、手

首を骨折した。

44 40301
10～

29

3 8~9

客先で10tトラックの荷台上で、積荷の下ろし作業にあたって、被災者

が積荷の荷解き作業をしているときに、積荷であるコンクリートブロッ

クを固縛するレバーブロックを緩める操作中に、固定されていたレバー

ブロックが急に緩んだため、力をこめてレバーブロックを操作していた

被災者がバランスを崩し、地上約140センチの荷台から転落し、右肩や

肘を打った。

53 40301
30～

49

3 9~10

発電所構内において、ダンプ荷台積載品の飛散防止用コボレーンの上

に、さらにシートを掛け、その上にたわみ防止用のロープを掛け終え

た。 後あおりより下車しようとした所、シートで覆われていたあおり

とコボレーンの隙間に足を入れ、バランスを崩して、ダンプ荷台より転

落した。

35 40301
30～

49

荷主の荷物をおろしに行き、トラックの運転席からおりようとした時、



3 7~8

手すりを握り損ねて下まで落ちてしまった。 毎日の動作の慣れの中で

油断してしまった。 荷物は荷主に手伝ってもらい、会社まで自分で運

転してきたが、そのあと歩くことが困難になり、骨盤にひびが入ってい

ると診断された。

61 40301 1～9

3 8~9

当社配送先の搬入口に於いて、4トントラックのゲート上に荷物（6輪

カートラック台車に冷凍食品を積んでいた）を乗せた時にゲートストッ

パーがきちんと上がっていなかった為、引っ張っていたカートラック台

車と一緒に、高さ1m程より荷物と一緒に地面に落下し負傷した。

60 40301
50～

99

3 11~12

積載車に車輛を積み込む作業をしている際、荷台に登り車輛固定をして

いたところ、誤って荷台上の段差につまずき、荷台より落下し、アス

ファルトの地面に右手をつき右腕を負傷した。

32 11701
30～

49

3 15~16
敷地内でトラックの荷台へ建機の積込作業を終了して、荷台から下りよ

うとした時、誤って足を滑らせて転落し、背骨を強打し圧迫骨折した。
60 40301

10～

29

3 13~14

運搬作業中、会社へ帰る際、トラックに積んだプラスチックの袋がずれ

ていたため直そうとトラックのあおりに乗ったところ、誤ってバランス

を崩し、地面へ足から落下した。

63 150102
30～

49

3 16~17

配達先で両手で商品を持ちトラックの荷台から降りる時、バンパース

テップに足を掛けたが雨で濡れていて滑って落下し、左手首を骨折し

た。

50 40301
50～

99

3 9~10
荷台でシートを引っ張り、雨で濡れていたのでパタパタと上下し、引っ

張ったとき、滑って後ろから落下した。
55 40301 1～9

3 13~14

当社内において、お客様の大型車両（トラクタタイプ）の洗車作業を

行っていた。 作業のため車両の荷台のプラットホームに乗っており、

車両が濡れている状態で、別の場所に移動しようとした際、足を滑らせ

落下した。 落下の際、車両の隙間に足を引っ掛けて肩から落下し、左

肩・右足・背中を負傷した。

58 80202
300～

499

当社自動車整備工場内において、整備のため2tトラックの荷台に乗って



3 15~16 作業をしていた。 荷台から地面に降りようとしたところ、誤って足を

滑らせ、地面に着地した際、右足首を捻って負傷した。

51 11701 1～9

3 12~13

運転手の荷受先駐車場にて、一人でウィング車の荷台で荷崩れしていた

空ケースを整頓しようと、空パレット上に登った時、ウイングのセン

タービームに頭をぶつけてバランスをくずし、荷台から落下し、骨盤と

左手首を骨折した。

45 40301
10～

29

3 16~17

ブロック荷物を3トン車でお客様へ配達し、車から降ろす作業中、ボ

デー上にてボデーの奥にあるブロックを抱えてボデーの端まで持ってき

たところ、よろけて左足をアオリに引っかけてしまい、そのままアオリ

を乗り越えて下に落下し、左肩をコンクリートの地面に強く打ちつけ負

傷した。

45 10901 1～9

3 6~7 駐車場で運転席から降りる際に足を滑らせ転倒し、肋骨を骨折する。 51 40301
50～

99

3 18~19

トラックにラックを積み込み、荷締めするため荷台へあがり、荷台あお

り中間部にある柱に足をかけ、ラッシングベルトを通していた時、足を

滑らせて後ろ向きに地面に落下し、ヘルメットが外れてアスファルトに

打ちつけ、腰・臀部・頭部を打撲し、左手首を捻挫した。

60 40301
50～

99

3 11~12
トラックの荷台に荷物を積み荷台にシートをかけている際に、足をすべ

らせ荷台から転落し、足を骨折した。
65 40301

30～

49

3 4~5

得意先であるダンボール製品の荷卸し作業中、トラック荷台の出口まで

製品を引き出すため製品の下に敷いていた紙を引っ張った。 その際、

引っ張った紙が破れてそのはずみでトラックの荷台から落下し、右側面

を強打し負傷した。

57 40301
10～

29

3 15~16

トンネルコンクリート打設工事においてポンプ車のホッパーに荷卸中、

シュートに留まった生コンを掻き出す棒を下に落としたので拾おうとし

て、配管上の左足をすべらせて手をついたところ、左手首を骨折した。

44 40301 1～9

産廃回収現場において、ゴミ箱の4tフックロールの荷台に乗り写真撮影
50～



3 16~17 後、シートをかけようとして足を滑らせ地面に落ち、左足首を負傷す

る。

45 150102
99

3 17~18

倉庫構内においてトラックに荷を積み終えて、シート掛け作業中、シー

トに足を絡め荷台より1メートル程の地上に落下し、左手手首・顔面・

頭部等を負傷した。

62 40301
10～

29

3 11~12

搬入口においてトラックを昇降台（リフター）に着けて荷降ろし作業を

しようとしていたところ、搬入口の仕様上やむを得ず、トラックの荷台

と昇降台がずれたまま着けていたため誤って昇降台（高さ約1m）を踏

み外し落下し、背部を強打し負傷した。

42 40301
10～

29

3 17~18

事務所構内において2tトラックの荷室で作業をし、後方扉から出た時に

荷台のへりで足を滑らせ、地面まで1mほどの高さから落下した。 ト

ラック荷室の後方扉近くまで多くの荷物を積載していたため、荷室から

出る時に荷台のへりギリギリに足をのせていたこと、当日は雨が降って

いたことで足をすべらせてしまった。 落下した際に地面と胸の間に左

腕があり、その腕が左肋骨に強く当たって骨折・ひびの負傷となった。

45 40301
30～

49

3 10~11
大型トラックの運転席から降りる際に、持ち手が滑り落下した。 災害

の原因は、本人が慌てて車を降りようとしたためである。
42 40302

50～

99

3 13~14

工場内で荷物を降ろし、車上を整理して車から降りようとし、後部ドア

からリヤバンバーに足を掛け下に降りようとした時に足が滑り、地面に

転倒した時に右手でかばったため、右小指を骨折した。

65 40301
10～

29

3 21~22

トラックバースに積まれていた荷物を数えることに集中し、足元を確認

しておらず、荷物の方向を向いたまま後退した時に、トラックベースか

ら足を踏み外し約1.5メートル下に転落し、トラックバースの角に左脇

腹があたり骨折した。

57 170101
10～

29

3 9~10
取引先にて産業廃棄物の積込作業をしている際、バランスをくずしてコ

ンテナの上部より転落し、左大腿骨転子部を骨折した。
64 150103

30～

49

3 9~10
納品場にて積み荷を荷降ろし中、足を滑らし荷台から落下し、右手首を

60 40301
10～



負傷した。 29

3 17~18
1t車の荷台から降りる時に荷台に積んでいたパレットに巻いてあった

ラップで足を引っ掛けてしまい、左足から落ちてヒザを強打した。
44 11209

10～

29

3 13~14
建設現場に資材を届け、荷下ろしが完了し、荷台の上でシートを掛けて

いるときに足を滑らせ、荷台から転落した。
53 40301

10～

29

3 11~12
積み込んだ荷物を移動させる際に、足を滑らせてトラックの荷台から地

面に落花し、左手をついてしまい痛みが生じた。
43 40301

50～

99

3 14~15

屋根のない構内で、客のトラックが産業廃棄物を荷下ろしするため、運

転手がトラック上部の飛散防止のために覆っていたシートの巻き上げ作

業を行っていた。 しかし荷物が少なかった上に雨が降っていたことも

あり、手こずっていたため、見かねた被災者がトラック上部に登り、作

業を手伝おうとしたところ約3.5mの高さのトラック上部から足を滑ら

し、アスファルトの路面上に転落し負傷した。

44 150102
30～

49

3 8~9
トレーラー荷台右前方からトラクタ踊り場へ降りようとした際、右足を

滑らせ地面に転落した。
56 40301

100～

299

3 11~12

道路にて、積載車の荷台に乗り、固定ワイヤの付け替え作業をしてい

た。 作業完了後、荷台から降りたとき着地に失敗して足を滑らせ、転

倒した際に背面から倒れてしまい、尾てい骨と後頭部を強打し、第一腰

椎を骨折した。

77 80204 1～9

3 10~11

資材置場にて大型土のうをトラックの荷台より降ろす作業中、土のうを

重機で吊り上げたものの土のう下部が破損しており、土砂がこぼれ落ち

るので重機運転手が荷を横移動させた時、被災者が避け損ねて土のうと

接触し、トラック荷台から転落して被災した。

64 30109 1～9

3 11~12

積込完了後に出発し、乗務員がシート養生不備に気付き、道路で停車し

シートの手直しをしようとトラクターヘッドとシャーシの間に入り、

シートを引っ張ったところ、手が滑り、地面に落下してしまった。 そ

の際に左手から落ち、左手首を骨折してしまった。

45 40301
30～

49



3 9~10 現場でトラックのシートをかけている時に転落した。 22 40301 1～9

3 9~10

10tトラックの荷台で作業後梯子から降りる時に足を滑らせてしまい、

梯子を握っている右腕に全体重がかかった状態になってしまい、右上腕

部分を負傷した。

61 40301 1～9

3 16~17
積み込み中、積み荷のフックを外しにいった時、トラックの荷台から足

を滑らせて下に落ちた。
63 40301

10～

29

3 6~7

始業時、本人が、水で濡れていたトラック内をほうきを使い、トラック

の踏み台がある後ろに掃き捨てたときに踏み台が濡れた。 その後、荷

物を搬入してトラックから降りる時、濡れた踏み台で滑り、コンクリー

ト地面に落下し、右手をつき骨折した。

65 80109
50～

99

3 17~18

荷物の搬送が終了し、トラック内の荷物を整理して次の店舗に向かうた

め、トラックの荷台から降りようとしたとき、雨でトラックの荷台も濡

れた状態になっていたため、足を滑らせて地面に落ちた。

46 40301
10～

29

3 9~10
資材置場の整備をしていたとき、2tトラック車上（荷台）からバランス

を崩して転落した。
19 30309 1～9

3 8~9

大型トラック（ウィング車）に荷物（主に新建材）の積込がほぼ完了

し、固定して荷締めの作業中に荷締機のギアーが外れ、勢いが余って後

背部より荷台から地上に落下した。（ヘルメット、安全靴着用）

43 40301
50～

99

3 9~10

現場で荷降ろし後、トラック高台に固定（残材）後ろ向きで荷台から飛

び降りたところ、あおりの角に左足をとられ落下転倒し、左大腿骨転子

部を骨折した。

62 40301 1～9

3 0~1

酸化鉄回収現場で作業者Bが車上で積み込みに手間取っていたので、作

業者Aが車上に登り、積み込み作業の応援を行っていたが、応援作業終

了後、車上を移動中にバランスを崩し転落した。

62 11209
10～

29

3 8~9

建設現場の西隣の空き地にて、2台のトラックに積載した木材をクレー

ンで現場に運搬中、後方のトラックの荷台の上で作業していたところ、

クレーンで吊り上げた木材が体の方向にずれて接触したため、トラック 69 30202 1～9



の荷台から押し出されバランスを崩し、落下しないように吊り上げた木

材に捕まったがトラックの荷台から転落し負傷した。

3 9~10 工場内で4tトラックの荷台の片付け中、足を滑らせ後向きに転落した。 57 11209 1～9

3 11~12

会社の倉庫でダンプに積んでいたロープで縛った荷物を降ろす為、力を

入れてロープを解いていた際にロープが外れた勢いで、ダンプから落ち

て骨折した。

53 30202 1～9

3 14~15

出発点呼し飼料の積込作業に従事中、積地に入構し作業を開始した。

積込作業中に一部荷崩れを見つけ、手直ししようと右あおり上に登っ

た。 左手で押さえ右手で荷物を直そうとしたところ足元が滑り、右足

が外れて落下し被災した。 その際に左手と臀部を打ったが、臀部には

問題ない。 なお、あおりの幅は15cmしかなかった。

45 40301
10～

29

3 5~6

事業所から配達に向かう途中、トラックの荷台から音がしたので、路肩

にトラックを止め、荷物を確認しようとしたところ、荷崩れを起こして

いたのでステップに登って荷物を直そうとしたところ、滑り落ちて左腕

から道に落下し、左手首下のあたりを負傷した。

37 40301
50～

99

3 16~17

自社倉庫作業場で、現場から小型貨物自動車で持ち帰った積荷を降ろす

際、後ろ向きに移動中、バランスを崩して荷台より落下し、左手首を負

傷した。

68 30201
10～

29

3 2~3
4tトラックから降りる際、体を支えていた手が滑り、キャビンから落下

して地面に手をつき、体の重心が手に掛かった。
54 40301

50～

99

3 10~11

納品口付近で、納品完了後に空台車回収のために積み込み作業中、下降

中のパワーゲート上で移動しようとして足を踏み外し、70～80cmの高

さから地面に着地した際、衝撃で腓骨上端部を骨折した。

43 40301
10～

29

3 8~9
営業所にて荷降ろしのための検品作業中に、体勢を崩し、大型トラック

の荷台より落下した。
50 40301

30～

49

3 8~9

配送先で荷を降ろしている時、社内の冷凍庫の調子が悪いのに気付いた

ため、他の荷の確認をしていたところ、冷凍品を乗せているスノコに足 59 170209
30～

49



が引っ掛かり、バランスを崩して車から落ち、咄嗟に右手をついた。

3 4~5

出発前点検を終えて、点呼を受けるために運転席から降車する際、3段

目（ステップ）から1段目へ足をかけた時に踏み外し、後ろ向きで着地

した際にバランスを崩して、後ろ側へ倒れそうになった時、隣のトラッ

クバンパーで腰を打撲した。

46 40301
10～

29

3 13~14

セメント工場でフレコンセメントを積み込み後、場内を出て、道路路肩

でシート掛け作業をしていた。 トラックのハシゴを荷物の上に足をか

け、左手を荷台アオリ上部にかけ、右手でシートを強く引いた時、左手

がすべり地面に落下した。

56 40301
10～

29

3 8~9

敷地内にて、コンテナの荷おろし作業中コンテナから約1m下の地上へ

降りる際、後ろ向きでコンテナのステップに右足を掛けたが、雨でス

テップが濡れていた為、右足を滑らせ受傷した。

40 40301 1～9

3 14~15

大型（10t）トラックの荷台上で積み込み作業中、コンパネ（板）を移

動させる為に屈んで引っ張った時に、雨が降っており滑り易い状態だっ

た為、足を滑らせてトラックから落下した。

34 40301
10～

29

3 13~14
重機置場で3tダンプより重機によって積み荷を降ろす際に、右旋回中に

被災者を押し、被災者は転落し、臀部より落ちて全身を強く打った。
62 30199 1～9

3 9~10

生コン車チャーター先の、マンション設現場にて、生コン荷降し後、生

コン車後部のシュート部分を洗浄中に、当日雨であった為、高さ1，2m

程の高さから、生コン車バンパーに転落し、股間をバンパーで打った。

46 10901
30～

49

3 9~10
事業場敷地内にて仕事前の準備中、シートをボディの上に載せて動かな

い様に固定している時に落下し、左側を下にして倒れた。
55 40301

10～

29

4
16～

17

当社足場資材置場において、トラックに資材積み込み作業の際、最後に

資材固定のためトラックの荷台に乗りベルト掛けをしていて、勢い余っ

て高さ約1.5m下の地面に右ひざから転落し損傷した。

32 30209 1～9

4
10～

11

ハウス設置作業中、大型トラックの荷台から足を踏み外し、地面に落下

した。 その際に右腰と右手首を打ち、右第1、2、3腰椎横突起骨折およ 33 80409 1～9



び右手関節月状骨骨折を負った。

4
15～

16

荷主より運搬依頼があった産業廃棄物を収集に出向き、4tトラック荷台

に積込作業中、荷を荷台後方に押し詰めていた時、押した力が強かった

ため力があまって身体のバランスを崩して、荷台上より1m50cm位下の

地面に落下した。

61 40301
10～

29

4
11～

12

大型ダンプの荷台を洗浄するため、車側面のはしごを登っている時、足

を滑らせ高さ約2mより落下し負傷した。
60 30106

30～

49

4
18～

19

会社敷地内において、業務を終え車輌の荷台の不具合を修理しようとし

ていたところ、高さ80cmの荷台から誤って足を踏み外し落下した。
59 40301

30～

49

4 8～9

トレーラーに積まれた牧草（地面からの高さ約3.5m、一梱包重量

30kg）を、フォークリフトのパレットに積み替える作業中、トレー

ラーの上で牧草に手釣をかけ移動させようとしたところ、牧草から手釣

がはずれてバランスを失い、体勢を立て直そうとしたが、体の右側を下

にした状態で転落し負傷した。

27 70101
50～

99

4
17～

18

トラックの屋根（荷台）で空缶回収ゴミを降ろしている最中、ビンが多

く混在している重めの空缶回収ゴミを専用回収コンテナへ投げ捨てよう

としたところ、体勢を崩して屋根（荷台）から落下し、足から着地して

左足かかとを強打した。

31 80209
50～

99

4
9～

10

現場へ10tトラックで山留材を搬入し、荷卸しの準備をする為、足場の

悪い山留材の上に乗って固縛解除作業に入った。 固縛場所は2ヶ所あ

り、前側のレバーブロックを緩め、続いて後方のもう1ヶ所を緩めよう

と後方へ体を回転させた時、足を滑らせ留材の一段目の上（地上より約

1m90cm）から墜落した。

59 40301
10～

29

4
14～

15

自社砂利置場にて、敷鉄板（幅1.5m、長さ6m）をクレーン機能付き

バックホウで10tトラックへの積込補助業務に従事中、吊り上げた敷鉄

板が風に煽られ、トラックの荷台で誘導をしていた被災労働者がバラン

スを崩して転落（地上高1m）し、頭部等を強打した（ヘルメット着

用）。

71 30199
30～

49



4
16～

17

水第老朽管布設工事にて竣工検査を完了し、追加工事のバイパス管撤去

工事現場で作業が終了し、2tユニック車を歩道に駐車して道具を片付け

ていた。 2tユニック車に道具を積み込もうとしたとき、2tユニック車が

後ろに動き始めてしまい、被災者が2tユニック車を止めようと運転席に

乗り込もうとしたが間に合わず、運転席側が横倒れし下敷きになった。

28 30110
10～

29

4
14～

15

ゴルフ場駐車場にて、トラックの荷台上で、テント用資材の荷締め作業

をしていた。 荷締機のフックが外れたはずみで地面に墜落し、背中を

強打し、背骨の一部を骨折した。

52 80409 1～9

4 1～2

野菜売り場前にて、ウイング車（10tトラック）のサイドパネルを開け

た状態で荷直し作業を行っていたところ、周辺の明かりが少なく荷台内

が薄暗かったことと、積荷（約20kgの箱）を両手で抱えていたために

足元が見えづらい状況だったことから、移動中に荷台から足を踏み外し

て約1m下の地面に落ち、左踵を負傷した。

38 40301
10～

29

4
17～

18

お客様構内において、集荷した荷物を荷台にのせている時、荷物の整理

をするために荷台に上がる際にバランスをくずし、後ろ向きに転落し、

左手を地面に打ちつけた。

42 40301
100～

299

4 6～7
荷卸先待機場所に荷台のシートをはがし、キャビン上の台に載せようと

した時、左足がアオリに引っ掛かり転落し骨折した。
59 40301

10～

29

4 8～9
得意先へ商品を納品時、同駐車場にて荷降ろし作業中、誤ってトラック

の荷台から落下し、頭部を負傷した。
59 80109

10～

29

4 0～1

当社配送先センター内において、荷物の野菜を降ろす作業中に、上の方

の荷物を取る際、荷台にあったパレットを踏み台代わりに乗った時にパ

レットが滑り、荷台に落ちて右足を負傷した。

57 40301
30～

49

4
17～

18

商品納品先の荷捌き場で、トラックの車両庫内より菓子ケースを下ろす

とき、後方の足元を確認せずに足を踏み外して左向きに転倒し、左手で

体を支えようとした際に手首を骨折した。

53 40301
100～

299

4
17～

トラックの荷台にシートをかける際に落ちた。 23 40301
30～



18 49

4
19～

20

ドライ配送センターにて、トラック荷台への商品積み込み作業終了後、

テールゲートリフトを格納するために車両を前進させようと、テール

ゲートリフトから段差約15cmのドックに降りた時、左足を捻り負傷し

た。 大したことはないと思い、そのまま業務を遂行したが、痛みが増

した。

52 40301
100～

299

4
14～

15

鉄筋加工工場内にて積込作業中に、荷台上で積込した鉄筋の束から玉外

ししたワイヤーを引き抜こうとした際に、バランスを崩して荷台上から

転落した。 事故当時、ヘルメットのアゴ紐をしておらず、工場アス

ファルトに右側側頭部を強打した。

50 40301
10～

29

4
11～

12

1階構内にて納入先に届けるため製品（高さ1mのロール紙）をトラック

の荷台に積みこんだ後、トラックの後方から降車するためにロール紙の

上から降りようとしたところ体のバランスを崩し、高さ2mの位置より

落下し、左足の踵を骨折した。

48 40301
30～

49

4
11～

12

駐車場にて荷卸し・荷積み作業の際、停車中の2tトラック荷台に腰をか

け両足をステップの上に置いて待機していた。 様子を見るため立ち上

がり降りようとした時、左足はステップ上にあった。 地面との間にも

う1段あると思い込み右足を出したが、なかったため体右側面から転倒

し、右腕・右腰を強打した。

72 40301
10～

29

4 6～7

集配車へ荷物の積み込み作業を行っていた際、荷台から降りようとした

ところ右足がステップを踏み外し転倒し、右腕を地面に強打して、右手

首を骨折した。

62 40301
100～

299

4
15～

16

集荷先のゴルフ場にて、宅配便のゴルフバッグを2t車に積み込むためト

ラックの荷台に上がり、右側面に20本程度を荷台の最後まで並べ、一旦

荷台から後ろ向きで下りようとした際にバランスを崩し、左足を荷台ス

テップから踏み外し、地面に左臀部から落下した。 当初は打撲程度と

思っていたが、左恥骨坐骨骨折だと分かった。

55 40301
100～

299

トラック荷台より荷降ろし中にバランスをくずし、約1.5m下地面に落 10～



4 8～9
下し、右手首・肘・肩を強打し、右肘を骨折した。

41 40301
29

4
19～

20

事務所前で、トラックの荷台から地上に降りる際、荷台に立てかけてあ

るベニヤ板をまたごうとして体勢を崩し、ベニヤ板に足が引っかかり落

下した。

26 40301
30～

49

4
13～

14

フォークリフト2台を得意先へ届けるため、トラックの荷台に乗り

フォークリフトを固定していたワイヤーを荷締器（約5kg）から取りは

ずす作業をしていた際、バランスを崩して1m程下の地面に荷締器を

持ったまま落下し、荷締器の上に左ひざが当たって左ひざを骨折した。

66 40301 1～9

4 8～9
配送先店舗にて、配送終了後にゲートから降りようとした際に足を滑ら

せ、地面に左手から落ちて左手首を骨折した。
44 40301

100～

299

4
15～

16

鉄筋コンクリート造り30階建ての住宅棟建設工事現場で、1階にトラッ

クを駐車して荷台に乗って荷卸中、荷物（クロス）が左足に引っ掛か

り、右足のみで地面に着地してして左足のアキレス腱断裂した。

58 40301
30～

49

4
14～

15

現場前路上に4tダンプを止めて重機にて泥出し積み込み作業中、荷台に

乗り泥を均していた。 アオリが低いため泥こぼれ防止の板をキャビン

に置きアオリに立っていた際、足元が危うかったのでキャビンに逃れよ

うとして板に足を掛けたところ、重さで板が持ち上がり、その勢いで道

路に左腕から転落した。

42 30201 1～9

4 5～6

車両コンテナの荷台にて空箱を降ろす作業をして終わったとき、車両の

荷台から後ろ向きで降りようと左足をステップにかけた時、ステップ上

で滑ってしまい左肩から落下し、左肩の鎖骨を骨折した。

59 40301
100～

299

4
10～

11

コンテナ内の異常有無確認のため、オンシャーシのコンテナに足場確保

をせずに直接コンテナ後方からよじ登ろうとしたため、体勢を崩して後

方に転倒し、手をついた。 原因は、昇降台の使用などの足場確保をし

なかったこと、降雨の影響で足元が滑りやすかったことにある。

47 50201 1～9

住宅建設現場にて、トラック同士を合わせて積荷（建築資材石膏ボー

ド）の積み替えを行っていた際、足場として使用していたトラックあお



4
13～

14
り（あおりを倒した状態で、角材で支えていたもの）が倒れ、あおり上

で積荷を運び移動してた乗務員が、運んでいた積荷とともに落下し右膝

を強打した。

47 40301
300～

499

4
15～

16

構内にてトラック荷台後部より降車しようとしたところ、トラックの後

部のバンパーにあるステップに足が乗らず、後方に転倒するかたちで地

面に落ち、右腕を強打した。

51 50101
50～

99

4 8～9

トラックの荷台に乗り、荷物の整理をし荷台に向かった状態でステップ

に左足をかけたところ踏み外し、勢いよく転落して構内の柱に腰を打

ち、左手に重心がかかった状態で地面についたことで左腕尺骨と橈骨を

骨折、腰は打撲を負った。

59 40301
30～

49

4
14～

15

トイレ休憩のためコンビニへ入ろうとトラックから下りる時、サイドブ

レーキとレバーに服が引っかかり、ステップを踏み外して落下した。
42 40301

10～

29

4
16～

17

当社の資材置場でダンプの荷台を掃除しようとして、運転席側のドアか

ら荷台へ移動する時荷台へ左足を掛けたが、足が滑りバランスを崩して

約1.7m下に飛び降りた所、右足から着地したが転倒して右腿骨を骨折

した。 発生時は、天候が雨で手も濡れ、靴底にも泥が付着していた。

49 40301
10～

29

4
10～

11

当社顧客先構内において、4トントラックから荷物を降ろす作業をして

いた。 荷物を締めていたロープに足が引っかかってバランスをくずし

て地面に落下し、腰と頭を打った。

64 40301 1～9

4
19～

20

集荷先出荷場所において、トラック（4トン車）荷台後部に商品（パ

レットに載せてある部品重さ60kg80cm四方）をリフトで載せ、荷台上

で商品の向きを変える為荷台へ上ろうと後部ジッパーに足を掛け商品に

固定してあったPPバンドに手を掛けたところ、バンドが切れて荷台下へ

転落し、頭部を負傷した。

47 40301
50～

99

4
15～

16

納品先駐車場内で、トラック荷台横扉から後ろ向きに降りようと右足を

サイドステップに掛けた所、滑り外れバランスを崩して右横後ろ向きに

落下した。 尻もちをついたはずみで右肘を地面に強打し、右肘骨折し
43 40301

100～

299



た。

4
9～

10

客先構内にて積み込み作業中、荷物の間に入れる緩衝材が突風にあおら

れ本人に直撃したため、バランスを崩して荷台から転落した。 その

際、右足で着地した後、左足を強打して転倒した。

50 40301 1～9

4
10～

11

取引先で荷物を降ろす為とダンプのシートを外そうとはしごに登ってい

る途中、足を踏み外して転落し、胸を強打しあばらにひびが入った。
69 20202 1～9

4 4～5
商品をトラックに積み込み作業中に足元が滑り、荷台から転落して肘、

手首、お尻などを強打した。
55 80209

10～

29

4
13～

14

客先構内にて、トラックに荷物の積込作業中に、足を踏み外してトラッ

クのアオリから落下して左膝半月板を骨折し、右腕も負傷した。
58 40301

100～

299

4
11～

12

4tトラックに積んであった製めん用の生地を降ろすため、パレット積み

の荷物にかけてあったシートをはがすため荷台に乗り作業をしていた

が、トラック荷台の真ん中あたりにさしかかった際、シートをはがした

勢いで荷台より落下し、右足甲部を強打し負傷した。

65 10109
10～

29

4
19～

20

トラックの荷台で積荷のシートを張る作業中に、足を滑らせトラックの

荷台から地面へ落ち、着地はしたが左足の靭帯を損傷した。
50 40301

30～

49

4
12～

13

バルク車に製品を積込ため積込バースに駐車し、運転席から降りるため

ドアを開け、運転席内に設置されているグリップ（握り棒）を持ちなが

ら降りようとしたが、手が滑り運転席から地面に落下した。 地面に落

下した時の衝撃により、肋骨、腰椎横突起を骨折した。

42 50101
30～

49

4
22～

23

トラックから別のトラックへ荷物の積み替えの為、双方の車両後部を合

わせた隙間に短いローラーを設置し積み替えを行っていたところ、途中

でローラー上に足を掛けた際にローラーが外れ一緒に落下した。

68 40301
50～

99

4
10～

11

倉庫前においてRCラックの積み込み作業を完了し、荷台へのシート掛

け作業を行っていたとき誤って車両から地面に転落し、右膝を強打し骨

折した。

64 40301
10～

29

集荷先で積み込みをするため、荷台上を片付けして地面に降りようとし
100～



4 6～7 たとき、あおりとボディのスキマに安全靴の裏ゴムがひっかかり、バラ

ンスを崩して地面に落ちた。

56 40301
299

4
12～

13

当社でトラックの荷台より積荷を下ろすため荷ほどきをしている際に、

高さ3.5m程の荷台から足を滑らせ落下し、左橈骨遠位端部を骨折し

た。

26 80209 1～9

4
19～

20

トラック荷台から荷物を降ろす作業中にバランスを崩し、腰痛があった

ために踏ん張れず荷台（高さ約1m）より転落し、左手、肩、頭部を打

撲した。

61 40301 1～9

4
17～

18

積荷状態を再確認するため停車し、荷台に乗り点検中に誤って足を滑ら

せ、路上に転落し左脛を負傷した。
44 40301 1～9

4
9～

10

会社内のガレージで、トラックの上で製品の積み下ろし作業中、誤って

荷台から転落し、右足の踵を負傷した。
67 150102 1～9

4
9～

10

荷降ろし作業の際に、トラック荷台後部のあおり開き止めを自身で外し

あおりを倒さずに荷台上にあがり作業を開始し、荷台から下りる際に足

をかけたところ転落し、右手をついて骨折した。

26 170101
30～

49

4
13～

14

事業所内のトラックの荷台で作業中、地面にあった木材の上に転落し、

左腰と背中を打った。
50 150103

10～

29

4
12～

13

当社構内にて、取引先15tトラック（平ボディ）の荷台での荷降ろしが

終わり、被災者は残りカスを掃除しようと荷台に昇り掃除し終え、運転

手はトラックを発進させようとしたが、雨も降りスリップして中々発進

できず、急に発進した反動で被災者はアオリ支え棒にしがみ付いていた

が支えきれず、荷台から約1.5m下に落下した。

43 80109
10～

29

4
16～

17

リフトのパレットに積まれた紙袋を積み込み作業中、紙袋から少量ずつ

粉が流出し足元に蓄積していたため、紙袋を持ち上げた際に足が滑りコ

ンテナより転落し、左臀部腰部を強打した。 紙袋を（約20kg）持った

まま足を滑らせ後方へ転落したため、両手を使って転落をさける動作は

できず、結果左仙骨を骨折した。

31 40309 1～9



4 1～2

自社トラックに乗り、配送先に荷を降ろし、空になったパレットを荷台

（高さ：約1.3m）から降ろす作業中、荷台後部のヘリまでパレットを

移動した際に足が滑り、身体のバランスを失い、荷台のヘリから落下

し、右踵を強打した。

55 40301 1～9

4
16～

17

荷降ろし作業の為コンテナー内に上がろうと車両に右足をかけたところ

踏み外してしまった。 その際、掴んでいた両手が外れ後へ転倒し、両

手で身体を支えたが右手首を骨折してしまった。

48 11209
30～

49

4
14～

15

取引先工場内にて積み込み作業中、荷台へ上がり荷物を移動させる目的

で動かそうと自分の方向へ引っ張ったところ荷物の持ち手が外れ、その

勢いで荷台から地面へ落下した。

59 40301
30～

49

4
11～

12

大豆粕（餌の原料）を積み込み中、トラック（パルプ車）の足場から足

を滑らし落下した。
53 40301 1～9

4
18～

19

倉庫で荷物を積み、外へ出たが、雨風の影響でシートがめくれた為、道

路の路肩にトラックを停めて、シートを張り直そうとキャビン脇のはし

ごを登りはじめた際に雨の影響で手すりから手が滑って地面に落下し、

左肘と右手中指を負傷した。

41 40301
50～

99

4
12～

13

平積みトラックにキャタピラーを2台積み込み点検したところ、キャタ

ピラーの四隅に取り付けられている鍵状のフックにさらにひっかけられ

ていたフックが外れてトラックの板の上に落ちていた。 本来なら、脚

立を用いてトラックに乗り込んで拾わなければならなかったが、そのま

まトラックに足をかけて登ろうとして、雨だったため足が滑り、左を下

にして墜落した。 その際に頭と肩、足を強打し、頭はヘルメットで無

事だったが、左鎖骨を骨折した。

51 40301
50～

99

4
9～

10

資材置場改修工事にて足場用単管資材を移設整理中、4m単管を3tト

ラックに積み込みロープを掛け荷台から降りる際に足を滑らせ落下し

た。 その際に頭部を打ち、外傷性くも膜下出血であると分かった。

54 30203 1～9

トレーラーヘッドのキングピンの不具合をトレーラーヘッドのステージ

に立ち、大バールで修理していた。 力を入れて大バールを操作してい



4
16～

17
た際、はずれてしまいバランスを崩し、タイヤとステージの間に足を挟

んだ状態で落下した。 とっさに頭を右手でかばい、そのまま手をつい

たため、右手首、右ひじを負傷した。

49 40301
10～

29

4
14～

15

当所資材置場にて、ユニック付車で古コンクリート電柱（長さ8m重さ

700kg）を積込作業中、車体のアウトリガーより荷台へあがろうとして

アルミ製ドアに足をかけたが、足が滑り地上へ落下した。

40 40301 1～9

4
9～

10

荷下し作業の際に、トラック荷台後部のあおり開き止めを自身で外し、

あおりを倒さずに荷台上にあがり作業開始し、荷台から下りようとあお

りに足をかけ転落した。 着地と同時に右手をついて骨折した。

26 11301
10～

29

4
12～

13

トラックから棚車を降す時に、棚車のストッパーが足にあたり、ロック

がはずれて動き出し、バランスを崩して棚車と一緒に転落した。
62 60101

10～

29

4
13～

14

店に到着後トラックより降り、車の後方に周りパワーゲートに乗り上昇

し庫内へ入り、荷物を降ろす準備をしパワーゲートに荷物は載せず車か

ら降りようとパワーゲートに乗って降りている途中、パワーゲート左側

の油圧シリンダーが破損していた（目視での点検作業では分からない）

ことでオイルが抜けて圧力がなくなり、パワーゲートが下の地面

（30cm～40cm）に落下した。

46 40301
50～

99

4
10～

11

被災者は、当日荷物の運輸業務に従事中、パーキングにおいて4tトラッ

クの荷台の後方部に上り、積荷の状況の点検及び荷締めを行っていたと

ころ、トラックに荷物がほぼ満載の為、足場となる幅が少なく（約

30cm）、荷締め作業（ラッシング止め）をする際に体勢が不安定とな

り、荷台から地面（約110cm）へ落下した。

53 40301
30～

49

4 2～3
荷箱の中で商品の整理中、後方不確認により地面へ落下し、足・腰・手

をつき右手首を骨折した。
53 40301

10～

29

4
9～

10

トレーラー荷台プロテクター部分より頭から転落した。 その後、通常

通り勤務していたが気分がすぐれなくなり、手術を受け、頭部に溜まっ

ていた血を抜いた。

42 11209
10～

29



4 8～9

構内にて車両整備するために、タンクローリー後方に設置してある梯子

にてタンクローリー上部へ昇っている時に、足を滑らせバランスを崩し

て転落し左肋骨を骨折した。

53 40301
50～

99

4 5～6
当社駐車場内にて、始業時間前に2tトラックの荷台で準備のため掃除を

していた際、荷台後部より足を踏み外して落下し、腰椎を骨折をした。
52 40301

100～

299

4
15～

16

会社駐車場にてダンプトラックの荷台を清掃後、トラックから降りよう

と荷台側のハシゴを下りているときに足を滑らせて、左足ひざから前の

めりに地面に落ち、左足ひざを負傷した。

48 40301
10～

29

4
19～

20

始業ミーティング実施後、始業前実施の為に駐車場に向かう。 始業前

点検中に突発の私用が発生した為に点検作業を中止した。 帰宅する為

に車両より下車しようとした時に、ステップに掛けようとした左足を滑

らせ尻もちをつく形で転落、第1腰椎圧迫骨折した。

65 40301
10～

29

4
12～

13

車両後側上部修理中、脚立の足が滑り、地面に転落して両足を骨折し

た。
41 40301

30～

49

4
14～

15

人参の積み込み作業中、誤って荷台から足を踏みはずし地面に落ち、左

足を先について全体重が左足にかかり、動けなくなった。
54 40301

10～

29

4 3～4

物流倉庫で配送を終えて帰社し、荷下ろし作業終了後に運転席に戻り、

再び下車する際に誤って運転席より約1m40cm下の地面に転落した。

意識を失って倒れていたところを他のドライバーが発見した。

61 40301
100～

299

4
16～

17

納品先にて、積荷（台車）を荷解き中に台車の上に乗り、ラッシングベ

ルトを外した際に台車が転がり、台車と共に荷台下に落下し、右手を受

け身に着いた時に右鎖骨を負傷した。

46 40301
10～

29

4
9～

10

センター内で空車になったトラックの荷台に入り残荷確認を行ったあ

と、トラックから降りようとした際、トラック荷台の角に足が引っ掛

かって落下し、地面にて左足膝を強打した。

44 50101
50～

99

4
15～

16

得意先で車輌の荷台に乗り材料を積み込みしていた。 荷台へ前から積

み込みをしていたが、まだ後方にスペースがあると考え、後退した際に 49 150102 1～9



荷台から落ちて負傷した。（後方確認不足）

4 4～5
積地にて待機中、積込合図がありキャビンから降りようとしたら足を滑

らせて落下し、着地時15cm位の石をふみ左足を骨折した。
51 40301

100～

299

4 4～5

発送先に於いて、パワーゲートを使用して荷卸し作業中、パワーゲート

が接地面30cm程の高さの所で後ろ向きに飛び降り際に、誤ってパワー

ゲートのストッパーを踏んだため積荷カード車（重量158kg）が動きだ

し、とっさに落下を防ごうと支えたが支えきれず、一緒に落下転倒し、

両足がカーゴ車の下敷きとなった。

53 40301
50～

99

4
17～

18

荷主敷地内において積み込み完了後、車上にてシートをかけている時、

後方に注意がたりず車上から落下し、足首を負傷した。
62 40301

10～

29

4
16～

17

被災労働者は構内でトラックの荷積み作業中、荷を揃え荷台から下りる

際に足を踏み外し、右足が荷台の落下防止アングルに引っ掛かり、右足

を残したまま落下し、体重が左脛にかかって骨折した。（10tトラッ

ク）

32 40301
10～

29

4
14～

15

路上でトレーラーヘットが故障した為、トレーラーヘットを運搬用セル

フの荷台に乗せトレーラーヘットから降りる時、雨に濡れたステップに

足を滑らせ、高さ2m位より落下し頭部を負傷した。

62 40301
50～

99

4
13～

14

構内の荷物積込場所にて7トントラックに荷積し荷締め作業をしようと

トラックの荷台に登ろうとし、アオリに足を掛けたが滑って、弾みで約

1m下の地面に落下した。

64 40301 1～9

4
9～

10

会社敷地内でトラッククレーンの荷台で資材の片付けをしていた時、荷

台から下に降りる為、左側のアオリに足をかけた際、アオリのロックが

はずれており、アオリが開き、バランスを崩して転落し右手と顔面を

打った。

55 30209 1～9

4 7～8

取引先敷地内にて貨物コンテナから引っ越し貨物をパワーゲートトラッ

クに積み込む際、雨の日により足を滑らせ、高さ約40cm下に右膝から

転落し、ゲート上で右手首と腰を強打した。

39 40409
50～

99



4
23～

24

市場にて荷卸中、ジョルダーを引っぱっていたところジョルダーの棒が

抜けてしまい、バランスを崩して後ろ向きで荷台から落ちた。
54 40301

50～

99

4 7～8

早朝に出社し、紙類の配送を開始し、配達2店目に到着し、荷台で紙類

の取り出しと積み替えを終了し、荷台から降りようと荷台を背にして右

足踵を車輌備付のステップに乗せたところ、滑って体を捻りながら落下

した。 そのあと左肘と肋骨に痛みを感じたが、配達作業を完了した。

42 40301
30～

49

4
11～

12

角材（100×100×4.5、約1m800）を4本横に並べて室外へ出そうとク

レーンを使用し移動していた際、角パイプ上に右手を乗せていたため、

移動中に角パイプが集まり右手親指を挟んだ。 対策として、クレーン

使用時には手を乗せたりせず、角材を移動する時は重ねて移動すること

とした。

32 30209 1～9

4
9～

10

社内で4tトラックに資材を積み込みトラック荷台に乗り、荷締め機をし

ようとしたところ足元が滑り、腰から落下した。
35 30209

10～

29

4
11～

12

車庫にトラックを駐車し10トントラックから降りる時、取手より手を滑

らして落下し、腰を強打した。
64 150102 1～9

4
11～

12

生産用椎茸原木玉切り、山上部より下し2tダンプへ積み込み搬出作業に

従事していた。 被災者が原木を2tダンプに積み込み、積み上げ作業中地

上より1.9m地点で足元のバランスを崩し転落した。

36 60201 1～9

4
17～

18

現場休憩所横に4tユニックを停車させ、荷台上で積んでいた道具類を下

ろして作業を終え、荷台から降りようとした際にバランスを崩し、うつ

伏せ状態で地面へ落ちた。

62 20201
10～

29

4
20～

21

場内にて自車荷台上で車体の横に積み上げた木製パレットに荷物を移す

作業中、荷物を持って荷台からパレットに足をかけたところパレットの

板の隙間に左足が落ちて体のバランスを崩し、荷台（高さ135cm）より

下の地面に左半身から転落した。

37 40301
30～

49

4
13～

14

荷卸し作業中、荷台から降車した際に後向きに降車すべきところ前向き

に降車したため、ステップで足を滑らせ、手をつき左月状骨を骨折し 52 150109
30～

49



た。

4
11～

12

資材センター内ホーム前でテスト運転していた際、冷凍コンテナの電源

を抜くためトラックのあおりに足を掛けて荷台に上がり、手すりを掴も

うとした時に掴みきれず倒れ、体の右側面から地面に落ち、右肘腰顔面

を強打して5分程度意識が薄れた。 右肘に痛みがあり、その後、結果右

肘頭の骨折が判明した。

46 50201
100～

299

4
11～

12

生コン荷卸し終了後、現場内で洗車作業中にシュートバック内に溜まっ

た洗浄水をドラムに戻す作業をし始めたところ、後部ステップの1段目

に足をかけようとしたタイミングで手摺から手を滑らせたため、バラン

スを崩し地面に落下した（落下高さ約1m35cm）。 左足から着地して

両足が開く状態で膝をついた際、左股関節あたりを痛めた。

56 10901
10～

29

4
13～

14

自社ヤードにて玉掛け作業終了後、トラックの荷台から降りる時にス

テップがあると勘違いして踏み外し、左足かかと骨が割れる等の負傷を

した。

49 30199
50～

99

5
15～

16

会社の工場内で普通貨物（4tユニック）車検整備中に運転席より手を滑

らせてコンクリートの床に後ろ向きに転落し頭と背中を打ち（ヘルメッ

トなし）、一瞬気を失うもすぐに気付き、動いていたら両手にしびれが

出てきた。

47 11701 1～9

5
14～

15

給食麺納品用箱の回収作業を終え、運搬用のトラック荷物積載内部（荷

台）から外へ出る際、後部ステップに足を乗せきれず踏み外し、上半身

から地面方向へ落下して左肘に直撃し、右膝を強打して転倒した。

34 10109
100～

299

5
13～

14

当社敷地内において、ゴミを片付けるためにトラックの荷台に乗って作

業していた際に、バランスを崩して荷台から落下し、左手等を強打し

た。

66 30209
30～

49

5
14～

15

トレーラーの荷台の上で積荷（H鋼）に落下防止のワイヤーを掛ける作

業中、バランスを崩して荷台から落下しそうになり、積み荷のH鋼（長

さ約3m、高さ約30㎝）につかまった際にH鋼と共に落下し、下敷きに

なって腹部を圧迫され、出血性ショックにより死亡した。

57 40301 1～9



5
10～

11

農場堆肥場にて鶏糞をおろした後、ダンプ後方で清掃し、開閉部に右足

を掛けておりようとしたところ足を滑らせ転倒し、開閉部に右腕と右肋

骨を強打した。

41 70101
10～

29

5
9～

10

お客様敷地内にて配達作業中、荷台に上がり奥の荷物を手前へ引き出そ

うとしたところ、足を踏み外して荷台からアスファルトの地面へ背中か

ら落ちる。

52 40301
30～

49

5
19～

20

貨物ホームにてトラックの荷台から荷物を持ち後ろ向きに荷運びしてい

たところ、トラックとホームの隙間を踏み外し、地面に落下した。
31 50101

30～

49

5 4～5

納品先に到着後に玉子を納品する際、パワーゲートの天板に商品をのせ

て下降しようとした時、ゲートの天板が急に下がった為、商品と一緒に

滑り落ちた。 パワーゲートの天板は上下するのが通常であるが、今回

はストッパーがずれていたため下降と共に先端部分が先にチルドが下

がってしまい、商品と一緒に落下した。

53 40301
50～

99

5
15～

16

当社敷地内にある洗車場にて車両を洗車中、車両フレームの汚れを落と

すため荷台を上げフレームの上に登り洗車機で洗車中に足を滑らせ、左

腕からフレームの上に落ちた。

49 40301
30～

49

5
13～

14

駐車場において、雑パレットをトラックに積み込む作業をしている時、

積み上げたパレットの上部がはみ出ていることに気付き、荷台に上がっ

て手で押して直そうとしたところ右足を踏み外し、高さ約1メートルか

ら右足付け根を下にした状態で落下し、右大腿骨を骨折した。

40 80109
300～

499

5
15～

16

コンクリートミキサー車の洗車中、ミキサー車の後方のステップに右足

を乗せて、左足でシュートを跨ごうとしたところ、右足が滑って落下

し、地面に右手をついて骨折した（高さ1m程）。

48 40301
10～

29

5
12～

13

トレーラーに原木を積み込む際に、原木を積み終わり、ワイヤーロープ

にて荷物を固定するため、トレーラー後方上部よりワイヤーロープを下

に垂らし、先端を荷台外側のフックに掛けるため後方より降りようとし

た。 その際に手を原木に掛けて支えようとしたところ、その原木が不

52 40301 1～9



安定であったため転落して、左足踵を骨折した。

5
18～

19

社内退勤後、車庫駐車場にて被災者の判断により車両ミラー振れ止め作

業を開始した。 梯子を使わずバンパーステップ（高さ約50㎝）に両足

をつけ、左手をフロントパネル上部の取っ手にかけ、右手はミラーから

取っ手にかけたゴムを掴んでいた際に、バランスを崩して地面へ落下し

た。

51 40301
10～

29

5 8～9
荷卸しの準備をしていた時、荷台に上がろうとして掛けた足を滑らせて

しまい、荷台から地面に落下し、右手首を骨折した。
36 40301

50～

99

5 2～3

店へ運転者と同乗し納品中、補助者である被災者が、自車のパワーゲー

トで台車を載せ搬出作業をしていたところ、被災者が思い違いをしてパ

ワーゲートが上っているものと勘違いをし、荷台から踏み外し転落し

た。

66 40301
50～

99

5 7～8

住宅メーカーの部材を建売住宅地内に運び、荷降ろしの最中に、足をか

けたトラックに荷台のあおりからバランスを崩し、1.2m下に落下し負

傷した。

56 40309 1～9

5
9～

10

被災者は、当社駐車場において、アームロール車（4t）荷台にシート掛

けをした車に付属の梯子を使って降りていた際、一段目に右足が引っ掛

かってしまい、膝から地面に落下してしまった。（高さ50㎝、ヘルメッ

トあり）

19 150102 1～9

5
16～

17

会社に戻って、4t車の荷台の荷物を片付けていた時、4t車の側面からバ

ランスを崩して後ろに転倒し、落下場所に材木が積んであったため、側

頭部を打ちつけた。

53 60201 1～9

5 7～8

事業所構内にて荷物を仕分しトラックに積込み作業中、2tトラックの荷

台に荷物を積付けする為ステップに上り荷台に足をかけた時、足を踏み

外し約60㎝の高さから落下し、腰と腕を打撲した。

42 40301
50～

99

5 8～9

当日荷主先（被災地）にて10tトラックに廃石膏ボードを積み込み、荷

台上でシート掛けの作業中、荷台後方でシートを引っ張り荷台のふちに
40 150102

10～



足をかけていたところ、雨で足が滑り落下し（約3.2m）、全身を強打

負傷したものである。

29

5
10～

11

清掃工場プラットホーム内において、ごみ収集車の後方で投入口付近の

清掃をしていた職員にごみ収集車のリヤゲートが接触し、約8m下のご

みとピットへ落下し、腰椎を骨折した。

62 150109
10～

29

5
16～

17
自分の担当車を洗車しようとしたところステップから落ちた。 37 10901

10～

29

5
13～

14

個人宅解体工事現場において、4tアームの荷台で、木屑を積み込み作業

中に誤って荷台から落下し、右足・右股関節・右手を強打した。
74 30209 1～9

5
11～

12

建物解体工事において、解体をした材料をバックホー（0.7t）を使用し

て大型コンテナ車（10t）に積み込む時、解体材がコンテナ車より長

かったので解体材がコンテナ車に接触し、コンテナ車が大きく揺れて、

その際コンテナ車に積み込まれる解体材をきちんと並べるのを確認する

為、コンテナ車の縁に待機をしていたとき、コンテナ車（高さ2m位）

から転落して負傷した。

40 30202
10～

29

5
17～

18

倉庫内でトラックの荷物を積みシートを掛けようと荷台のふちを歩いて

いたら足を踏み外し、2.2m下へ転落した。
57 40301

10～

29

5
12～

13

事業場敷地内において、業務用トラックの洗車作業中に、濡れていた荷

台から足を滑らせて地面に転落し、股関節を骨折した。
39 150102

10～

29

5 8～9

ロジスティックセンター内で荷物の積み込みが終わってトラックの荷台

から降りようとして、雨で荷台が濡れていたため、滑って落ち、左足か

かとを骨折した。

58 40301 1～9

5
10～

11

荷卸し中にシートのゴムを外し左側よりシートを外そうと引っ張ったと

ころ、右側のゴムが貨物の上段に引っ掛かり荷台に乗って外した。 そ

のまま荷台上部右側より後方へと移動し、後方で降りようとしたところ

足を滑らせ落下してしまった。

41 40301
10～

29

10～
積荷の降ろし作業中に手伝う為に安全確認して荷台の上にのぼった際に

10～



5
11

積荷に躓き、バランスが保てず荷台から転落し、右手から地面についた

らしく右手を受傷した。

68 40301
29

5
13～

14

車庫でトラックにプレカット材木の積込作業中に、足を踏み外してト

ラックの荷台からアスファルトの地面に転落して右脚を骨折した。
68 40301 1～9

5
18～

19

トラックの荷台の横からサイドステップに右足を掛け後ろ向きで降りる

際、サイドステップを踏み外し落下した（約1m）。 尻もちをつく状態

で転倒し、無意識に右肘を強打したと思われる。 直後は特に痛みを感

じなかったが、しばらくして肘にしびれが出てきた。

28 40301
30～

49

5
16～

17

工場内洗車場にて、洗車をするため、バックで洗車場に駐車し、エンジ

ンを止めて運転席から後ろ向きで降りる際、ステップから足を滑らせ、

約2m下のコンクリート床に転落し、腰、背中を打撲、骨折した。

44 170101
10～

29

5
10～

11

配達作業中に車両の降車の際、車両設備であるロープに躓きそのまま車

外へ転倒した。
52 40301

30～

49

5
16～

17

トラックにて配達中、トラックの荷台に上がるため、右横にあるステッ

プに右足を乗せ上ろうとした際、足を滑らせ落下し、右足首を捻ってし

まった。

46 80209
50～

99

5
11～

12

顧客先の敷地内において、回収したパレットの積み込み作業中、トラッ

ク荷台より落下し左肘、左踵、腰部を打撲した。
54 40301

100～

299

5 8～9

構内にて、トレーラー停車後、降車する際左足の長靴の履き口と足の隙

間に、座席シートのスライドレバーが引っ掛かり左足をとられ腰部から

地面へ落下した。 落下を防ごうと抵抗した際に、トラックボディに両

足指を強く打ちつけ負傷した。

53 40301
10～

29

5
15～

16

荷主様倉庫において、商品（リーチフォーク）を配送するため、トラッ

クの荷台に積載し、ラッシングベルトで荷締めをし、荷締め具合を確認

するためにラッシングベルトを左右に揺さぶったところ、マスト上部の

ラッシングの帯がリーチフォークの後方にずれて緩んでしまい、バラン

スを崩して荷台から落ち、着地した際に右足かかとを床面に打ちつけ負

42 50101
30～

49



傷した。

5
11～

12

荷主様の敷地内にトラックの左側車輪を乗り上げ駐車をした。 荷台か

ら降りる際に、道路と敷地の段差部分に左足を着いた為、足首をひね

り、剥離骨折してしまった。

50 40301
10～

29

5 6～7

道路上で荷物を下ろし、その後シートを掛けるため荷台にのぼりシート

を引っ張り、アオリに足をかけ降りる時に雨で足が滑って荷台上に落下

し、アオリ上部に胸部右側を打ちつけた。

55 40301
10～

29

5
18～

19

配送先路上にて、トラックの荷台より下におりようとした時に荷台から

足を踏み外し、地面に落ちた時に手をついて左手首を骨折した。
46 40301

100～

299

5
14～

15

自社車庫で、荷締め作業中に手が滑り荷台から落下した。 原因として

荷締め機操作時の作業姿勢が不十分であった。
39 40301 1～9

5 5～6

当社倉庫内において、トラックに積荷（プレカット）を積載後ヘルメッ

トを着用し荷締めのため荷台へ乗り荷締め具を閉めたところ、荷締め具

（フック式）と荷台フックの接続部が外れ、荷台上部より（高さ約

3m）地面へ足から転落後、転倒した。

56 40301
10～

29

5
17～

18

客先構内にて集荷中、荷台後方に荷物を積み上げていたところ、ステッ

プに掛けていた右足を滑らせ転落し、右膝をステップの角に強打した。
50 40301

50～

99

5 4～5

荷卸し中、荷台最後尾の助手席側に角材やシートを重ねていた所に足を

掛けたところ、足場が不安定だったためバランスを崩し、地面に着地し

た。

51 40301
30～

49

5
9～

10

駐車場でトラックの荷台から降りようとした時に足を滑らせ荷台から転

落し、左手をついた。
67 150102 1～9

5 8～9
資材置場において、工事資材の積み込み作業完了後、ふらついてトラッ

クの荷台から落下した。
65 30199

10～

29

5
10～

11

調理場地内にて、学校給食を取りに車の運転席から降りた際、足を捻り

痛みがあった。
69 40301

10～

29

14～ 当社の駐車場内にて、クレーン付きトラックで荷降ろし作業中、雨で荷 10～



5
15 台が濡れており、誤って足を滑らせ荷台から落下した。

49 40301
29

5
16～

17

壁面パネルを倉庫に搬入後、パネルの繋ぎを取る時にトラックの荷台に

上がり作業を行っていた。 一部作業を終え、社外大工がトラックを移

動する旨、声を掛けたが、被災者が気付かず、荷台に座ろうとしたとこ

ろトラックが動き、はずみで転落した。

42 10501
10～

29

5
14～

15

積込み先で製品の積込みをしていて、荷台から降りようとしてリアバン

パーに足を掛けた際に滑ってしまい、落下した時に地面に着いたところ

右手首を骨折した。

49 40301 1～9

5
18～

19

客先にてトラックに荷物を載せ、バンドで固定する際、荷台でバランス

を崩し転落した。
67 11209 1～9

5
13～

14

当社構内作業場において、派遣社員の作業員が荷をトラック（コンテ

ナ）に積み込んだ後、その荷台（1m位の高さ）から飛び下りた際にバ

ランスを崩してアスファルトの地面に落下した。 その際に右足を地面

に打ちつけて靭帯を損傷し、左手を捻挫（軽傷）した。

34 170101
30～

49

5
13～

14

派遣先構内作業場において、派遣社員の作業員が荷をトラック（コンテ

ナ）に積み込んだ後、その荷台（1m位の高さ）から飛び下りた際にバ

ランスを崩してアスファルトの地面に落下した。 その際に右足を地面

に打ちつけて靭帯を損傷し、左手を捻挫（軽傷）した。

34 80401 1～9

5
15～

16

車両後室の荷物を納品するために、手を掛けて奥から荷物を手前に引い

てきたが、重なっている部分が外れ荷物がずれたので、瞬間的に手を離

したが、体重を後に掛けており、車両後部にいたため荷室から落下し

た。 その際に受け身をとるために右手をつき、手首を負傷した。

49 40301
30～

49

5
12～

13

納品先物流センター内でトラックの荷台から空箱を搬出作業中、左足を

踏み外して後ろ向きで荷台から落下し、左手首を骨折した。
51 40301

10～

29

5
11～

12

現場で2tダンプ車で廃棄物の収集作業を終了し、車両横（荷台外側）の

梯子に上がり、荷台のあおりを固定するストッパーを外そうとした際、

足を踏み外して約150㎝落下し、踵から着地して強打した。

42 150103
100～

299



5
11～

12

トラックの荷台より荷物を抱え前向きに降りようとした際、ステップを

踏み外し落下し、足首を捻ってしまう。
20 40301

30～

49

5
14～

15

トラックの荷台から後ろ向きに荷物を持って降りようとした際、ステッ

プに足を乗せたつもりが踏み外してしまい、そのまま地面まで滑り落

ち、顔面を強打、左足をステップで打撲、あばらをステップで骨折し

た。

47 40301
30～

49

5 7～8

取引先の構内で荷下ろしをする前に、荷台の後部に空きスペースがある

かを確認するため、荷台前方の梯子を使いアオリ最上部まで登り後方を

確認中に足を滑らせ、地面に背中から落下してしまった。

39 40301
50～

99

5
16～

17

会社の車庫で積荷の固縛中に、足元が不安定で荷台から落下し、尻から

落ちて腰を強打する。
68 40301 1～9

5
18～

19

帰社後4tトラックより降車する時、車内にて安全靴よりサンダルに履き

替え、両手に自分の荷物を持ち、小雨が降っている状況で助手席より降

りようとした。 両手がふさがった状態で後ろ向きに降りようとしたと

ころ、足を滑らせて後ろ向きに転倒し、身体の右側から地面に落下し、

頭部も打撲した。

33 40301
50～

99

5
11～

12

お客様敷地内にて、トラックにフォークリフトの積荷作業中、先に積ん

でいたフォークリフトの荷締めをしようと、トラック荷台右前部のアオ

リに左足を掛けた際に足を滑らせ地面に落下（1m位）し、左足の甲と

左足首側面の骨を骨折した。

40 40301
50～

99

5
13～

14

トラック荷台上で、アオリ部分に左足を掛けた際にバランスを崩し地面

へ落下した。 足から落ちたため着地時に左足を捻り骨折してしまっ

た。

42 40301
50～

99

5
22～

23

建設資材（外装材）配送センターにて、一人で荷降ろし後、荷台を片付

ける為にあおりに手を掛けたが雨で濡れていたので滑って地面に右手か

ら落下した。

56 40301
30～

49

9～
構内に停車中の3tトラック荷台内にて、荷物が載ったパレットを引っ張

50～



5
10

り棒で引き出そうとしたところ、棒が外れ、その勢いで乗務員だけが荷

台から落下した。

47 40301
99

5 1～2

トラック発着プラットホームで荷物の移動や荷卸し作業を行っている

際、トラック荷台前部に残ったパレット荷物を卸そうとトラック荷台に

入り、トラックとプラットホームの間に鉄板を引き渡すためのクッショ

ンゴムを設置しようと荷台後部へ近付いたところ、派遣先運行社員が荷

台の状況やトラック周りの安全確認をせずにトラックを発進させ、ト

ラック荷台とプラットホームの隙間から転落し、左肩をコンクリート地

面で打撲した。

67 40301
100～

299

5
22～

23

配送時、店舗到着後に運転席から降車する際に、右足を車輌ステップに

掛けたところ滑り落ち、踵を地面に強打する。
47 40301

50～

99

5
14～

15

得意先構内で、トラック荷台に乗り、荷物の間に緩衝材を挟む作業を終

え、そのまま荷台から飛び降りたところ踵から着地し負傷した。
45 40301

100～

299

5 1～2

当社派遣労働者が派遣先のトラック発着プラットホームで、荷物の移動

や荷降ろし作業を行っている途中、当該トラックの荷台前部に残ったパ

レット荷物を降ろそうとトラック荷台に入り、トラックとプラットホー

ムの間に鉄板を引き渡す為のクッションゴムを設置しようと荷台後部へ

近付いたところ、派遣先運行社員が荷台の状況やトラック周りの安全確

認をせず、当該トラックを発進させ、トラック荷台とプラットホームの

隙間から転落し、左肩をコンクリート地面で打撲負傷する。

67 170101
300～

499

5
10～

11

トラックの荷台の上で作業中に足を滑らせ2m程下に落下し、地面に左

手と左膝を打った。
48 80209 1～9

5
9～

10

被災者は、場内にてトラックの荷台に乗ろうと足を掛けた際、滑ってお

尻から転落した。
48 80109

10～

29

5 6～7
納品中、トラックの荷台より荷卸しをしている時に手が滑り、体のバラ

ンスを崩し転倒した際に荷台より落下した。
61 40301

100～

299

5 6～7
店舗にて納品中、トラックの荷台より荷卸しをしている時に手が滑り、

61 170101
50～



体のバランスを崩し転倒した際に荷台より落下した。 99

5
17～

18

当社資材倉庫で、ダンプトラックの荷台の上で鋼材の荷下ろし作業中

に、足を絡ませて荷台から転落し、落下地点に塩ビ管があり、塩ビ管に

胸部を強く打ちつけて負傷した。

51 30110 1～9

5
10～

11

取引先にて納品作業中、2tトラックの荷台（高さ約1m）より誤って転

落し負傷した。
46 10602

10～

29

5
16～

17

ホームにてトラックに積んである空シッパー（容器）を降ろすためホー

ムに接車し、ホームに登るためトラックの荷台（1.2m）からホーム

（1.5m）に足をかけた時バランスを崩しホームとトラックの隙間に、

後ろ向きに落ちてしまい、左大腿骨頚部を骨折した。

51 40301
100～

299

5 6～7

配送先にて、トラックから長尺の荷物を降ろすため、荷台上で持ち上

げ、トラック後方のステップを使い、後ろ向きに降りようとしていた

際、右足を踏み外してしまい転倒し、その際に右足首を捻った。 当初

は大したことがないと思いそのままにしていたが、痛みが取れなかっ

た。

44 40301 1～9

5
14～

15

当社ヤード構内において、4tトラック荷台扉の開閉作業時に足を滑らせ

て荷台から落下し、右手首を複雑骨折した。
50 50101

10～

29

5
11～

12

倉庫で空のコンテナを運ぶため、荷台に積み上げロープで固定し、ロー

プを引っ張ったところ、反対側の引っ掛けからロープが外れ、車の荷台

から転落し、肩を脱臼した。

66 60101 1～9

5
15～

16

工場へ配送後、空きコンテナにシートを掛けていて、足下をよく見てい

なかったので荷台から落ちて左肘と右踵を負傷した。
44 10909

50～

99

5 8～9

配達先の工場で、H型鋼材の荷降しの準備の為、15tトラック荷台を片

付け中トラック側面より足を滑らせ、空中で体が一回転し、腰から落下

する。 左腰を強打し両足にしびれが出る怪我（腰椎捻挫、腰椎椎間板

ヘルニア）となった。

42 40301 1～9

5
15～ 構内に駐車中の車両より荷物を取り出し、後ろ向きに降車しようとした

56 40301
30～



16 ところ、ステップを踏み外し後方へ転倒し、右肩を地面に強打した。 49

5
16～

17

商品を配送し、店内に搬入作業中、トラック荷台の中よりトラックゲー

トまで商品を入れたカート2台（1台には200㎏程のビール20ケース、も

う1台には145㎏程の水12ケース）を、両手で1台ずつ持ち後ろ向きにな

り引っ張るように移動していたところ、後ろに下がり過ぎゲートより落

下し、持っていたカートも体の上に落ち背骨を骨折した。

25 40301
50～

99

5 5～6
弊社車庫内で空台車を積み込む作業をする際、バランスを崩しパワー

ゲート車のゲート部から転落し、左脇腹を強打する。
46 40301

30～

49

5 8～9

工事完了に伴う敷鉄板返却の為、資材置場に搬入し4tトラックの荷台の

鉄板下に木片を入れようとバールにてこじ開けようとしたところ、バー

ルが外れ、その反動で後方へ転落し、腰付近を打撲した。

65 30109
30～

49

5
23～

24

構内にて洗車をしていた際、バンパーの上（地面より約80㎝）にのぼ

り、移動時にバランスを崩して地面に飛び降りるような形で足から着地

し、右足かかとを強打した。

51 40301
100～

299

5
14～

15

作業場において、4tトラックから製品をおろす作業中に足を滑らせて転

落した。 その際、地面にあった枕木に強く当たり骨折した。
66 11209 1～9

5
16～

17

事務所の前に入庫になった2tダンプの走行距離を確認に入った際、ス

テップに上る途中で足を滑らせ転倒し、その際に右手を地面につき、右

手首を負傷した。 当日は雨が降っていたため、滑りやすくなってい

た。

54 170209 1～9

5
15～

16

営業所内の車庫でパレットに積んである荷物を、トラック後方より

フォークリフトを使って積む際、パレットをトラック荷台の高さに合わ

せ、左手をトラックの横の壁に掛け、右手でパレットを掴みトラックの

荷台に上がろうとした時、雨が降っていて横の壁が湿っていたため手が

滑り、左肩より地面へ転落し、両手首・左三角骨骨折、両手関節外傷性

血腫を負った。

60 40301
30～

49

道路清掃の作業で、道路脇の泥等を撤去し、トラックの荷台に載せる作



5
9～

10

業を南側車道付近でしていた。 雨が降るので雨よけシートを荷台に

覆っていた際、荷台の後部まで来ていたのに気が付かず、落下して負傷

した。

61 150109
10～

29

5 7～8

トラック荷台にて合材シートが落ちそうになっているのを直そうと荷台

へ上ろうとした時に、雨だったこともあり、誤って足を滑らせて転倒し

た。 しばらく様子を見ていたが痛みが引かず、肋骨骨折であると分

かった。

47 30199 1～9

5 8～9

標識車への規制標識の積み込み作業が完了した為、右手で規制標識を掴

み、あおりに足をかけて荷台左側から降りようとしたところ、規制標識

がぐらついた為に体勢を崩して背中から地面に落下した。 肩に痛みが

あったが、その後、痛みが治まらなくなった。

65 170201
10～

29

5 7～8

荷卸先にて、庫内で荷物をフォークリフトに積み替えていた時に、庫内

から降りようとしたところ、本来プラットフォームがある所での作業が

多いため、プラットフォームがあると錯覚してしまい、高さ1m10㎝～

1m20㎝下の何もない地面に誤って落下した。

47 40301
30～

49

5 8～9

トラックの荷台に古紙（下段、上段）を積み、古紙にシートを掛けるた

め荷台後方より、鳥居の方へシートを引っ張りながら古紙の上を歩い

た。 鳥居にシートをかぶせようと右足を鳥居にのせシートを引っ張っ

たが、シートが古紙に引っ掛かりシートがこちらに来なくてバランスを

崩し、古紙と鳥居の間に滑り落ちた。 その時に右足がシートとから

まった為、右足の膝を損傷した。

36 40301
100～

299

5
11～

12

荷積先構内において、低床大型トラックに積荷・荷固め終了後、前方へ

移動中に積荷に掛かっていたナイロンシートが濡れており、足を滑らせ

アオリに足が引っ掛かり、地面に腰から落下し骨折した。

46 40301
30～

49

5 6～7

汚泥搬出運搬車のタンクのタラップを使い登りタンク内部の点検作業

後、タラップを降下中にタラップの階段で足を滑らせて足を踏み外し、

滑るように落下し、左胸をサイドバンパーに打ちつけた。

60 150101
10～

29

会社駐車場内で現場に向かう前の朝のトラック点検をしている際、中の



5 8～9 点検を終えて外に出ようとした時にステップから右足を踏み外し、左側

から地面に落下し、腕を負傷した。

48 30106
10～

29

5
11～

12

コンクリート工場の敷地内で、洗車場にてミキサー車後方のドラムを洗

浄する為、安全帯を装着し上の位置に掛け変える為ステップをのぼって

いた。 右手は手すりを持っていたが、足を滑らせて2mの高さから、コ

ンクリートの地面に転落し、左腕と腰を打撲した。

36 40301 1～9

5
10～

11

配送先において、トラックの荷台に乗り、荷台に積んでいたドラム缶か

ら配送先に設置されているタンクにオイルを移す作業をしていた際、リ

フト式の荷台リヤゲートを移す作業をしていた際、リフト式の荷台リア

ゲートを半分程下げ（地面から30㎝程上げた状態）、階段状にして、地

面に降りようとしたところ、足元がふらつき、右肘から地面に落下し、

右肩と右膝を負傷した。

54 80204 1～9

5
10～

11

トレーラー荷台を片付け中、穴に躓き荷台より下に落ちた。 当日は重

機の輸送をしており、ヘルメットは着用していた。
56 40301 1～9

5
11～

12

工場内で生コン車の洗車中に、不安定な姿勢でブラシを使用して生コン

を落としていた時にバランスを崩してバンパーより転落し、洗車袋掛け

のフックで右側胸部に刺さり負傷した。

72 40302
10～

29

5
14～

15

集出荷施設構内にて、当日発送の荷物を積み終わりトラックの荷台から

降りる為、右手でトラックのドアの蝶番部分を握り、次に荷台の床の端

部分（ステンレス）に左足を置いた時に左足が滑ってバランスを崩し、

荷台の下の地面（コンクリート）に右肩から落下し、気を失った。

66 40301
50～

99

5
10～

11

工場でフィルムの積み込み作業終了後に製品を固定するため、アオリの

キャッチを外して、アオリと製品の間に段ボールと発泡緩衝材を入れる

作業をしていたが、発表緩衝材が足りなかったのでアオリの外にある発

泡緩衝材をアオリ越しに取ろうとした時、アオリと一緒に高さ1mから

転落し、右膝と両手を地面に当てた。

58 40301
10～

29

20～
荷卸しの準備中、トラックの荷台から降りようとした時、トラックのア



5
21

オリの留め金を外していることを忘れアオリに跨ったため、アオリが倒

れそのまま落下し、座骨を打撲し、踵を骨折した。

50 40301 1～9

5 8～9

道路構内において、10tダンプの荷台の上で積荷に合材シートを掛けて

いる時に、荷台後部にてしゃがんでシートを伸ばす時に後方を確認せず

に作業をしていたため、後方にバランスを崩し荷台から落下し、背中、

腰を強打した。

50 40301
30～

49

5
13～

14

工場から排出される飛灰を最終処分するために、飛灰の入ったBOX（鉄

製）をフォークリフトで2t深ダンプに積み込んだ。 いつもは、ワイヤー

をシャックルでBOXに掛けてからダンプに載せるのだが、この日は掛け

忘れていた。 掛け忘れていることに気付き、ダンプの荷台に上がり1点

目を掛け、2点目を掛けてシャックルのネジを回している最中に足を滑

らせダンプの荷台から落ち際にとっさに手が出てしまい、左手から落ち

て体重が左手1本にかかり、左手首を骨折した。

48 170209 1～9

5
9～

10

処理場に向かう途中、コンビニの駐車場でトラックの荷台を整理してい

たところ、雨が降っていて足元が滑り、ガソリンタンクと共に荷台から

落下し、右手を骨折した。

53 30209 1～9

6
16～

17

日報を現場事務所に届け、控えをもらい車輌に乗車したが、当社の庸車

車輌から日報控を現場事務所からもらって、当会社に届けるよう依頼の

無線が入り、再び降車しようとした時、手摺りの握りが不完全だった

為、ステップを踏み外し、頭部を打撲し、脳震盪を起こした。

47 40301
10～

29

6
10～

11

配達先に伺う為、トラック荷台より後ろ向きで降車しようとした際、ス

テップを確認したが踏み外し、腰から地面に落ちたはずみで頭部を打っ

た。

50 40301
50～

99

6
13～

14

工場に帰荷の積み込みに入る。 午後から積み込みを始め、荷締めをし

てる時、車両のフックにワイヤーが掛かっていると思い、背を車両の外

に向けて引っ張ったところ、ワイヤーが外れていて車両の下に膝から落

ちた。

39 40301
100～

299

納品完了後、車輌車内で次の納品先分荷物を準備して庫内から外部に出



6
9～

10
るため、荷台端に右足をついた際、床が温度差で結露し濡れていて滑

り、そのまま地面に落下し、右手、右肘、顎、左膝を負傷した。

50 40301
50～

99

6
13～

14

コイルを積みワイヤーを掛けていた際、荷台の端にいて作業をしていた

ため、滑って地面に落ちた。
43 40409

10～

29

6
16～

17

トラックの荷台にてシート掛けをしていた。 荷台の上を移動する際、

シートで隠れていた足の踏み場のない所へ足を置いてしまい、そのまま

転落した。

57 40409
10～

29

6
15～

16

就業場所にて、残水を捨て終わり、大型ミキサー車の上部のホッパー脇

のステップから降りる時、一番下のステップで足を滑らせ、手で手すり

を掴んでいたが支えきれずに落下してしまった。

52 10901
50～

99

6
9～

10

当社本社営業所従業員は、降し先にて荷台の荷物の上に上がり、シート

を剥がしている最中、前方から後方へシートを引っ張っていたところ、

雨により濡れていたシートにより手が滑り、荷台からアスファルトの地

面に落下し負傷した。

70 40301
50～

99

6
14～

15

民家解体現場で、脱着式コンテナ庫に廃品を積み、飛散防止用シートを

掛けようとコンテナ車の台座（50㎝位）に上ったところ、雨が降ってい

たため足が滑り落下した。 右足のつま先を地面に打ち、安全靴を履い

ていたため、右足指の基節骨を骨折した。

48 150102
10～

29

6
15～

16

現場にて4tトラックに塩ビ管を積み、荷台から降りる時、あおりを留め

る金具にズボンが引っかかり、落ちた時に左手手首を負傷した。
45 30199 1～9

6
15～

16

自社トラックの車検を行っている会社で、クレーン故障箇所を説明する

ためトラックの荷台に上がり、説明しようとタイヤに足を掛け乗ったと

ころ、ブレーキが利いておらず、ぐるっと回転して自分の右足で左足の

指を踏んで蹴ってしまった。

66 10909 1～9

6
16～

17

コンビニ駐車場にトラックを停車させて運転席から降りる際、身体を後

ろ向きにして降りようとしたところ、足を滑らせ転落した。 その際、

左手から地面に着き、その上に自分の体が乗ったことにより、左手首橈
51 40301

10～

29



骨を骨折した。

6 7～8

事業所駐車場にて業務の準備中に、シートを取り付けるための作業の

後、トラックの荷台を降りる際に、誤って足を滑らせてしまい、頭部と

左足に受傷した。

57 40301
10～

29

6
17～

18

配送先の積み込み待機中に呼ばれたため、運転席から三点支持で降りよ

うとした時に、足を滑らせて落下し、左手を地面について被災したもの

である。

35 40301
30～

49

6
16～

17

トレーラー荷台から降りようと昇降台に足を掛けた時、足を踏み外して

地面に転落した。 転落の際に、右肘が最初に地面に着いた為、右肘脱

臼骨折を受傷した。

52 40301
300～

499

6
11～

12

倉庫からトラックに米を積み込み中、トラックの荷台から足を踏み外

し、1.5ｍ下の地面に落下した。 その際に左側頭部を打ち、出血してし

まった。

51 40301
50～

99

6
11～

12

本社敷地内の堆肥捨場にて、堆肥を一輪車にてトラックに積み込む際、

足を踏み外して転倒し、腰を打ちつけた。
46 70101

10～

29

6
10～

11

4tダンプトラックの上で荷役作業中、長い丸太に足を引っかけ転落し、

右手首を負傷した。
39 30199 1～9

6
15～

16

荷降し中に、トラックの後ろに行き過ぎて足を踏み外し、下に落ちた時

に、脇が台車の枠に当たり、骨折した。
64 40301

10～

29

6
17～

18

配達の荷物を積み込み、2tトラックの荷台に乗り、荷物にシートを掛け

ている時、雨で荷台が濡れていて足が滑り、荷台から落下した際に腰を

負傷した。

61 40301
30～

49

6
12～

13

事業場の倉庫からトラックに荷積みして、倉庫のバースから少しトラッ

クを離して荷台の積み荷を確認した後、荷台から後向きで降りる際に、

手は取っ手を握って、足をステップにかけたところ、足を踏み外してし

まい、尻もちをつくように後向きに倒れてしまった。

47 40301
10～

29

顧客先において荷卸作業中、トラック荷台とプラットホームをつなぐ



6
10～

11

ローラーを取り付けようと、ローラーを抱えながらプラットホームから

荷台に移動したところ、誤ってプラットホームと荷台の隙間に左足を落

とし、左足甲を負傷したものである。

37 40303 1～9

6
13～

14

現場で車の上に物を積んでいる時に、荷締めベルトが切れて、その反動

で車体から落ち、怪我をした。
22 30309 1～9

6
23～

24

駐車場内で荷下ろし作業中、トラックの荷台より降りようとして、足を

滑らせて落下し、左足首の靭帯を損傷した。
26 40301

10～

29

6
16～

17

トラック陸送業務中、納車先に大型車を停め、運転席から降りる際にス

テップに足を引っ掛けてしまい、頭から地面に落ちた。 反動で左足も

地面に強く打ちつけ、かかとの骨が折れた。 救急車で病院に搬送され

たが、意識はあり、脳に異常などは見られなかった。 翌日病院でCT等

の検査を行い、右足の骨折が判明した。

46 80202
30～

49

6
16～

17

トラック陸送業務中、納車先に大型車を停め、運転席から降りる際にス

テップに足を引っ掛けてしまい、頭から地面に落ちた。 反動で左足も

地面に強く打ちつけ、かかとの骨が折れた。 救急車で病院に搬送され

たが、意識はあり、脳に異常などは見られなかった。 翌日病院でCT等

の検査を行い、右足の骨折が判明した。

46 170101
30～

49

6
15～

16

当社車庫にて、ポンプ車に乗車する際、ポンプ車のステップから足を踏

み外し、左脹脛を負傷したものである。
54 30209 1～9

6 6～7

トラックに荷物を積んで降りる際に、右足をリアバンパーにかけたとこ

ろ、端を踏んでしまい、背面から仰向けに地面に落下した。 右手は内

部の壁を触っていた為、左肘が最初に地面に接触し、骨折した。

48 40301
30～

49

6 5～6

食品を発送する過程で、配送先スーパーマーケット店舗駐車場で、ト

ラックの荷下ろし用のゲートを使用して荷下ろしをしている最中に、

ゲートが最上段にある状態で荷台奥からゲート上に荷物を移動させた

際、カートの前輪がゲートのストッパーを越えてしまい、荷物と一緒に

地面に落下した。 落下してきた荷物と地面に左足首を挟まれ、骨折し

た。

56 40301
10～

29



6
10～

11

被災者は作業車荷台の上で、撤去したPHSアンテナが高所作業車から降

ろされてきたため、ウインチロープフックから取り外しを行った。

フックの取り外しが終了し、作業車荷台の右後方から降車を始めた。

降車時、荷台あおりの手すり部を両手で握り、あおりを跨いだ。 左足

を後輪タイヤの上に乗せ、右足を車道部より一段高い歩道部へ置こうと

したが、誤って歩道部と作業車との間（段差20㎝）に降ろし、体勢を崩

して右足首を負傷した。

30 30209
100～

299

6 8～9
荷下ろしの為、コンテナ車両の荷台に上がった際、足を滑らせ荷台から

転倒し、床面に転落した。 その際、右膝を強打し負傷した。
49 10909

50～

99

6 8～9

派遣就業先の工場作業場1Fにて、荷下ろしの為にコンテナ車の荷台に上

がった際、足を滑らせて右側に転倒し、そのまま下の床に転落した。

その際、左膝、右手、右頬を負傷した。

49 170101
100～

299

6
11～

12

自社工場内において、2tトラック荷台1.5mの高さで、木工パネル等の

廃材を積み込み作業中、荷が崩れて足元のバランスを崩し、フロアーに

転落した。 その際、頭部・左肩・腰を強打し、同部を負傷し、救急車

にて搬送された。

44 170209
10～

29

6
16～

17

作業場内で、現場から引き取ってきた荷物の荷降ろしをする際に、4t

アームロールあおりより400㎜程上がっている荷物の上に乗り、レバー

ブロックを外したところ、板物の荷物が滑り、一緒に4tアームロールの

荷台から地面に落下してしまった。

61 11001
10～

29

6
15～

16

ミキサー車の後部に上り、シュートを清掃していた際、足を滑らせて後

ろ向きで転落し、尻もちをついてしまい、怪我を負った。
56 40309

10～

29

6 5～6
本社営業所にて出庫する際、荷台から降りようとしたところ、バランス

を崩し、1.07m下の路面に落下し、左肘を骨折したものである。
48 40301

30～

49

17～

配送先の店の搬入口にて商品の搬入中に、トラックの荷台（高さ約90

㎝）の後部横扉からステップに足をかけ、手すりを掴んで車中に上がろ

うとしたところ、手すりを掴んだ手が滑り、地面に落下した。 その際
30～



6
18

に頭部を打ち、負傷したものである。 負傷当時、頭部を打ったため検

査と経過観察で1日入院したが、異常無しとの診断であった。 被災者が

用心のため自宅近くの病院で再度検査をしたところ、そこでも異常無し

との診断であった。

61 40301
49

6
12～

13

トラックの積み荷搬入中、荷台に乗って荷物を手前まで持っていったと

ころ、足場があると見誤って、荷物を持ったまま受け身が取れず、1m

位のトラックの荷台から落下した。

39 11709
30～

49

6
9～

10

荷台上の荷物にシートを掛けるため、荷物に乗っかって前方から後方へ

シートを引っ張っている最中に、シートがワイヤーロープもしくは荷物

に引っかかり、そこで止まってしまった為、重心が後ろにあった体が投

げ出され、地上に落下し、左ひじ・左手首を負傷した。

50 40301 1～9

6
22～

23

商品納品先の路上にて、トラックの荷台より降りようとしてバランスを

崩し、足を踏み外して落下した際、右大腿骨転子部を骨折した。
51 40301

100～

299

6
11～

12

木造物置を解体中、4tダンプ荷台上に乗り、積まれた材を本人が一人で

揃えていたところ、釘が見えて危ないと思い避けた時にバランスを崩

し、1.5m位下へ落ちて動けなくなり、肋骨を折ってしまった。

69 30209 1～9

6
16～

17

本社営業所にて点呼を取り、支店様へ向かった。 支店様へ到着し、構

内で積み込みを開始した。 パレットに積まれた扇風機をトラック荷台

後方部分にフォークリフトで積んでもらった。 ラップが巻かれていな

い状態だったので、注意しながらラップを巻いていたところ、荷台後方

部分で突然切れてしまい、そのまま転落した。 その際、腰から落ちて

しまい、大転子骨折を負った。

56 40301
30～

49

6
15～

16

配達先店舗で荷物を降ろす為、荷台前方に積んであった商品を荷台後方

へ移動し、荷台から降りる際、左足をステップに乗せようとしたが踏み

外してしまい、そのまま地面へ落下した。 その際、左肘から倒れ、左

肘と左後頭部を地面に打ち、意識が朦朧としていた為、店長が救急車を

手配し、病院へ搬送された。

59 40301
100～

299

14～ 就業場所から車庫へ向かい、車庫にて4tダンプから降りる際に足を踏み



6
15 外し、地面に着いた衝撃により怪我をした。

49 40309 1～9

6
13～

14

当社事業所において、トレーラーの上の荷材（長さ8650㎜、幅2770

㎜、高さ180㎜、重さ4600㎏）をクレーンで荷卸し中、吊っていた荷材

がバランスを崩し、揺れたため避けようとトレーラーの上から飛び降り

たところ転び、下にあったパレットの上にあったバルブに頭部上額部を

ぶつけ、裂傷した。

35 50101 1～9

6
20～

21

鉄工所内で、被災者はトラックの荷台で積み込みした鉄骨製品を荷台上

でチェックをしていた。 チェックが完了したので、下へ降りる為に荷

台から飛び降りようとした時に、荷締めをしてあったワイヤーに右足を

引っ掛けてしまい、バランスを崩すような形でお尻から地面に転落し、

右足脹脛と膝付近を捻り受傷した。

24 11209
50～

99

6
16～

17

マンション植栽剪定工事の現場で、トラックの荷台に道具を積み込み作

業中、熊手に足を引っ掛けて荷台から落下した時、腰を強打した。
46 60101 1～9

6
11～

12

生コンクリートミキサー車ホッパー（生コンクリート投入部）の上部に

のぼって、洗浄を終えて降りようとしたところ、車のステップの高さ

1m位の所でバランスを崩し、左足の踵から落下した。

45 10901
10～

29

6
11～

12

自社プラント内洗車場にて、タンク車の上に乗って作業をしていた。

タンク車上部にある鉄の蓋を開けて作業していたところ、後部にある栓

を閉める為、上部蓋を閉めたが、閉まりきっておらず開いた。 その

際、開いた蓋が腰に当たり、車両から落ちた。 体のあちこちをぶつけ

ながらも、下に落ちる前に右手で車両を掴み、地面への落下は防いだ

が、右腕等を負傷した。

51 10909
10～

29

6 8～9

積荷を手直ししようとして、トラック左側の梯子に手を掛け登っていく

途中、雨天でもあったため手が滑り、地面に右側の胸の辺りから後ろ向

きて転落し、負傷した。 当時、ヘルメットは着用していた。

56 40301
100～

299

15～

当社資材置場において、足場材料をトラックの荷台に積みこむ作業中、

被災労働者は、トラックの荷台の上の材料の上に乗り、下から持ち上げ



6
16

られた材料を受け取って積みこんでいたところ、誤って足を滑らせてし

まい、高さ約1.5～2mからアスファルト地面に落下した。 その時、咄嗟

に左手を地面についたところ、落下の衝撃で手首を骨折してしまった。

26 30209 1～9

6
22～

23

会社車庫にてキャリアカーに車を搭載した後、上段に搭載した車の中に

置き忘れた携帯電話を取りに行き、降りようとしたところ足を滑らせ、

地面に勢いよく右足を着いた際に右足関節を負傷したものである。

51 40301 1～9

6
13～

14

取引先納品場所において、空カートの積み下ろし時に、空カートがバラ

ンスを崩ししたので支えようとし、4tトラックの荷台から落下した。 落

下時に体勢を整えようとしたが、足のつき方が悪く、アキレス腱を切っ

てしまった。

41 11209
10～

29

6
11～

12

当社資材置き場でトラックの荷台から型枠材を降ろす作業中、誤って足

を滑らせ（高さ2m程）転落し、地面へ胸を打ちつけ負傷した。
55 30209

30～

49

6
10～

11

プレカット部材倉庫敷地内において、トラックに住宅床材を積み込んだ

後、荷台に上がりシートを掛ける作業中、シートを広げ荷台左後方から

降りようとしたところ足を踏み外した。 その際、左足首が荷台アオリ

部分に挟まり、固定された状態になりバランスを崩した為、左膝を軸に

左横方向へ落下し（荷台高さ約1m）、背中を地面に打ちつけて打撲し

た。 その時に左足が無理な方向へ曲がり、膝骨に亀裂骨折を負ったも

のである。

46 40301
50～

99

6 8～9

トラックに積まれた鉄枠を固縛するため、積み荷の状況確認中、荷台上

（高さ1m8㎝）で、手で触り揺すってみた時、突然自分側に積み荷が崩

れ落ちてきた。 避けようとした瞬間、荷台から落ちてしまい、地面

（コンクリート）に全身を強打し、その際に全身を打撲負傷してしまっ

たものである。

59 40301
10～

29

6 1～2

納品作業後、回収物積み込みを終えPGを閉じ始めた際に、検品用ハン

ディを荷台へ置き忘れたことに気づいた。 PG操作を中断し、PGの端に

手を掛け、ジャンプして片足をPGの端に掛け、勢いをつけて立ち上が

ろうとした時に足が滑り、バランスを崩して後ろへ落下した。

34 40301
30～

49



6
16～

17

当社構内において、古紙をトラックに積み込み作業中、積み込んだ古紙

にラベルが貼り付いていたため剥がそうと、古紙と左側面に立ててある

バタ板の間に体を入れ進もうとした際、バタ板がロックされておらず倒

れてしまい、その拍子にバランスを崩し、トラック荷台から地面に落下

し、左肘を地面に打ちつけ負傷した。

34 80109
10～

29

6
14～

15

鉄板（3m×1.5m×12枚、重さ約9t）を10tトラックへ積込作業を終

え、荷台の上でワイヤーで荷締め作業をしている時、手袋に油が付着し

ていたため手が滑り、バランスを崩してトラックの荷台（高さ約1m）

から後ろ向きで地面に落下し、左足踵を骨折してしまった。

49 40301
10～

29

6
14～

15

積載車から商品車を降ろす際、固縛を外す工程に移ろうと、ブースネッ

クに左足をかけようとしたが、手が滑り、右足かかとを地面についた。
53 40301 ―

6
14～

15

車庫にて、シャーシと連結し、トラクタ踊り場から降りようとした。

サイドバンパーに足をかけたところ、雨が降っていたこともあり、滑っ

て転落した。 その際、両手と片足で着地し、左手手首を骨折した。

33 40301
10～

29

6
13～

14

本社の車庫内で、トラック2台が並んだ状態（間隔は70～80㎝程）で荷

台から足を踏み外してしまい、そのトラック2台の間に落ちた。 両足で

着地した際、右手で持っていたワイヤー引っ掛け棒がトラック2台の荷

台に引っ掛かった状態だったので、右手が挙がったままとなり、肩・首

を負傷した。

43 40301
30～

49

6 6～7
市場の駐車場でトラックに青果物を積み込み中、雨で足元が滑って荷台

より落下し、後頭部と肩を地面で打った。
72 80109 ―

6
14～

15

当社倉庫前で廃材をトラックに積む作業をしている時に、トラック荷台

上から廃材を受け取ろうとしたところ、足を踏み外して落下し、左足踵

をアスファルト地面に強打し骨折した。

54 170209 1～9

6
11～

12

倉庫にて、トラック上で木材を荷台から降ろす際、トラック後方に積ん

である他の木材に体が引っ掛かり、バランスを崩して落下した。 落下

した際の衝撃で、両足踵を負傷した。

65 80209
10～

29



6
11～

12

トラック荷台後部から段差50㎝位のホームに荷下ろし作業中、荷物を抱

えた状態で左足を踏み外して転落し、負傷した。
49 40301

50～

99

6
9～

10

4tトラックにて配送先で荷物を引き取り後、配送先の駐車場でトラック

荷台の側面に乗り、トラックシートの具合を引っ張って直そうとした。

その際、シートを引いた手が滑り、そのはずみで体が荷台から地面に落

下した。 荷物の整理積載の手間を惜しんだことにより、足場の少ない

荷台側面で無理して作業を行ったことが事故の主要因と考える。

63 10409
10～

29

6 8～9

被災職員が、遠方から到着した大型トラックの運転手の荷物を回収する

ため、運転席側から座席に登り、当荷物を探していた際、誤って運転席

から落下し、約3m下のアスファルトに倒れ、頭部を負傷した。

52 110101

1000

～

9999

6
11～

12

工場構内設置のコンテナ倉庫内の在庫調査のため、コンテナ扉を開け、

高さ約1.3mのコンテナ床面までよじ登ろうとした時、手を滑らせて頭

部より地面へ落下したため、頭部を打撲し、一部を裂傷した。（擦り傷

の酷いものであり、縫ってはいない。） 頭部より落下したため、意識

は正常だったが救急搬送し、CTスキャンの結果は異常なしであった。

40 10502
100～

299

6
14～

15

工場敷地内にて、トラック荷台上で積み荷の荷ほどきをして、荷下ろし

作業をする為に荷台から降りようとした時、固定されていると思い込ん

だアオリに体重をかけた為、固定されていなかったアオリが下に開き、

一緒に荷台から落下して左足を負傷した。

53 40301
10～

29

6
14～

15

荷物をチェックする為に、トラックの荷台に乗っていた時、ズボンの裾

がフックに引っ掛かり、落下して左足踵を骨折し負傷した。
58 40301

10～

29

6
9～

10

荷崩れの恐れがあったため、シートを外そうと荷物の上に乗っていた

際、段差に足をとられて、トラックの上からシートと一緒に落下した。
54 40301

10～

29

6
15～

16

コンテナヤードから搬出するコンテナのドア開閉作業中、滑車付ステッ

プを使用してドアを開けようとしたところ、ハンドルが曲がっていたた

め、バールを使って曲がりを補正しようとしたが、バールがハンドルか

ら外れ、その勢いでステップから転落し、右胸部を打撲し負傷した。

58 50209
100～

299



6 7～8

15tトラックで運んで行った巻き取り紙を、倉庫構内において荷卸しす

る為、掛けていたシートを巻き上げて外そうとしていたところ、姿勢を

崩して足から転落した。

37 40301
50～

99

6
16～

17

ダンプの荷台上で機械の積下ろし作業をしている時、暑さで頭がボーッ

とした状態があって、意識がなくなり、地面に転倒した。
61 11702 1～9

6
14～

15

荷主様の倉庫構内で、荷物の積み込み作業中、トラックの荷台より転落

した。 その結果、頭部と右肩を打ち負傷した。
54 40301

50～

99

6
9～

10

車庫でクレーン作業中、フックに玉掛けが終了し、荷物をクレーン（ユ

ニック）で操作するため荷物の上から移動する際、雨で荷物が濡れてい

たため滑って、トラックの荷台上の荷物の上から転落した事故である。

57 40301
30～

49

6
15～

16

当社車庫内で、荷台のシート掛け作業の準備をしている時に、荷台の後

部へと移動中に製品に躓き、バランスを崩して地面へ転落し、全身を強

打し、右手首を骨折した。

55 40301
10～

29

6
16～

17

駐車場で、大型ダンプを駐車して降りる際に手が滑り、落下して腰部を

強打し負傷する。
65 50101

10～

29

6
13～

14

資材倉庫にてトラックに型枠資材を積み込み作業中、最上部に積んだパ

イプサポート材が斜めになっており、荷締めの為に向きを整えようと、

積み荷の上に登り移動中に、足を滑らせバランスを崩し、約2m程の高

さから地面に飛び下り着地した際に、左足踵に負担がかかり負傷した。

63 30209 1～9

6
10～

11

工場内で、持ち込みのトラックの上にシートを掛けていた時に足がふら

つき、荷台（高さ1.7m）上から転落し負傷した。
55 11209 1～9

6
14～

15

雑貨集配先で、作業を急ぐあまり、トラック運転席から不注意にも飛び

降りてしまった。 勢いがついたまま着地してしまったため、地面に左

足を打ちつける感じとなり、左足親指付近を骨折した。

46 40301
10～

29

6 7～8

タンクローリーへの小麦粉積み込み作業の際、タンクローリー上部より

タンクローリー側方梯子を使って地上へ降りようとしたところ、左足を

滑らせて約1.7mの高さより地面へ後ろ向きに転落し、腰部及び臀部を
53 40301

10～

29



強打したことにより、右足大腿骨付け根を骨折したものである。

6 8～9

社内倉庫より1tトラックへ片袖机を積み込み作業中、足を滑らせ荷台よ

り転落し、腰を骨折し、頭部も殴打したようである。 目撃者もなく、

本人も覚えていない状況からすると上記内容だと思われる。

60 80109
30～

49

6
15～

16

砕石採取場において、被災者の運転するダンプトラックが、採取場から

原石を積載して運搬経路に従って砕石プラントへ運行する途中、運搬経

路右側の転落防止の土堤を乗り越えて前進したため窪みに脱輪し、さら

に前進してバリケードとロープを乗り越え、バランスを崩してそのまま

右側に傾きながら、15m下の小段道に転落し、運転席（左ハンドル）を

上にし、最終的には真横の状態で止まった。

57 20201
10～

29

6 8～9

荷主指定待機場にて、積み荷の配置換えのため、積み荷（石膏ボード）

を二人体制で動かしている作業中、積み荷（石膏ボード）に押される形

でユニット内から落下した。 その際に手から落下し、損傷した。（高

さ1m）

25 40301
50～

99

6
10～

11

事業所の車積み込み作業場にて、車の積み込み作業を行っていた。 3台

積のキャリアカーで、2台目の車を積み込み終わり、3台目を積み込むた

めにキャリアカーを降りる際、バランスを崩して足を滑らしたため荷台

より落下し、左肘と胸を強打した。

62 40301
10～

29

6
13～

14

荷主倉庫内で、H鋼（12m、214㎏）を出荷するためトラックに積み込

み作業中、トラックのキャビン上部でH鋼を固定するため、荷締機で固

定中にバランスを崩し、地面に落下した。 落下した時はなんとか両足

で着地出来たが、左足の踵を負傷してしまった。

46 40301
10～

29

6
10～

11

タンクローリー上部踊り場に設置されたバルブを点検するため、タンク

ローリー後部の梯子を登る際、左手に持っていた携帯電話を落としそう

になり、そちらに気を取られ、手を滑らせて車両後部に落下し受傷し

た。

50 40301 1～9

6
9～

工場で、大型トラックの荷台（地面から約1.78ｍ）にて鉄骨の積み込み

作業中、荷締めしようと荷台の端に立った時に足を踏み外して落下し、 60 11209
10～



10
右足の踵を強打した。

29

6 6～7

食品配送先荷受場所に停車中のトラック庫内から降りようとした時、庫

内にできた結露により靴底が濡れたため、足を滑らせてアスファルトの

敷地にうつぶせ状に落下し、左胸と膝を強打した。 また、落下の際に

手をついたので左手骨を骨折し、転倒した反動で頭を打ち、左目の上を

切る怪我を負った。

63 40301
30～

49

6 6～7

食品配送先荷受場所に停車中のトラック庫内から降りようとした時、庫

内にできた結露により靴底が濡れたため、足を滑らせてアスファルトの

敷地にうつぶせ状に落下し、左胸と膝を強打した。 また、落下の際に

手をついたので左手骨を骨折し、転倒した反動で頭を打ち、左目の上を

切る怪我を負った。

63 170101
30～

49

6
16～

17

トラックの荷台を片付けている時、雨が降っていて、荷台から降りる時

に誤って足を踏み外し、足首を負傷した。
68 150102

50～

99

6
9～

10

古紙回収用の2tトラックの荷台の上で、荷物にシートを掛けようとした

際、誤ってトラックより落ちてしまい、体を強く打ちつけて、腰とあば

らを骨折した。

67 80109
10～

29

6
13～

14

会社土場において、トラック（8t）に原木を積み込み作業中、ステッキ

のチェーンを掛けるため材木の上に登る途中、手が滑り落下した。 午

前中の雨で滑りやすくなっていたことと、木の皮も剥けていたことが原

因と考えられる。

54 60209
10～

29

6
14～

15

機械置場にて建設機械の修理中に、トラックの荷台の上の工具箱を取ろ

うと荷台の上に登り、工具箱を持ったまま降りる際にバランスを崩し、

後ろへ転倒し、腰を強打した。 左腰と左脚に痛みと痺れを感じた。

25 11702
10～

29

6
15～

16

解体工事の際に発生した有価物（アルミサッシ）を資材倉庫に運び、ト

ラックから積み降し作業をしていたところ、足を踏み外し、トラック

（高さ1.5m）から落下し、手をついたため負傷した。

69 30209 1～9

21～ 荷下ろし中、バランスを崩してトラック荷台から転落し、左足踵骨を骨



6
22 折した。

48 40301 1～9

6
17～

18

当会社主催のバーベキュー大会を、当会社本店の駐車場内で実施した。

その際、本人が挨拶の弁を述べる為、臨時のお立ち台代わりの2トント

ラックの荷台（高さ0.9m）に上る際、踏み台を使用せず勢いをつけて

上がった為、勢い余って荷台より落下し、着地した時に左足の踵部分を

強打し、痛みがはしった。 その後、痛みが治まらず骨折が判明し、入

院加療することになった。

50 80109
30～

49

6
14～

15

当社第一工場計量機付近で、廃品回収の雑誌などを降ろしている最中、

トラックのコンテナからホイールローダーに移動している時、足を滑ら

せてホイールローダーのバケットの中に落下し、右手首がバケットの鉄

角に接触して骨折した。

21 150102
30～

49

6
14～

15
トラックへ積み込み作業中、誤って足を踏み外してしまい、落下した。 60 40301

10～

29

6
14～

15

トラック荷台において、荷物をラッシングベルトで締める際、ベルトの

端がトラックフックに十分にはまっていなかった為、力を入れた時の反

動でトラックから転落し、右大腿部を骨折した。

47 40301 1～9

6
10～

11

駐車場で停車したトラックの荷台上で積み荷確認作業をした。 作業終

了後、座席に戻るため、積み荷の上からシート載せに飛び移り、運転席

天井より、梯子を使い降りようとした。 荷台の積み荷から、シート載

せに飛び移った時にバランスを崩し、地面に転落した。

61 40302
10～

29

6 0～1
敷地内でトラックから降りる際、ステップを踏み外して転落し、着地の

際に右足首を捻って骨折した。
43 40301

30～

49

6
15～

16

車庫で担当者の車点検部品交換（ジョイント）取り替えのため、取りに

行く際にステップに足を乗せて降りたところ、足を滑らせ転倒し、左手

をついて怪我をした。

60 30309 1～9

6
18～

19

集荷先で積み込み作業を終え、トレーラー台車後方より降りる際、踏み

台で足を滑らせ転落し、頭部を地面に打ちつけた。
48 40301

100～

299



6
11～

12

生コン車を会社敷地内に停めて、生コン積込口を洗おうとし、生コン後

部の階段から上っていたところ、手摺りを掴み損ねて落下し、尻もちを

ついた。

70 10901
10～

29

6
15～

16
翌日の撤去準備のため片付けの際、ダンプの荷台の上から落下した。 49 30202 1～9

6
16～

17

ダンプトラックを運転中に左膝に違和感があった。 ダンプトラックを

降りた際、左膝に痛みがあり歩行が困難な状態になっていた。
63 30106 1～9

7 10~11

資材積込後、荷を固定する作業中、4t車アオリに左足を掛けて、ベルト

の固定を確認しようとしてバランスを崩して地面に滑落し左手首骨折、

及び前歯を損傷した。

49 30199
10～

29

7 15~16
トレーラーの荷台に積んである製品の合番を見るために製品にのった時

（のぼろうとした時）、すべって地面におちた。
61 11209

50～

99

7 4~5
石炭の積み込み輸送するためにダンプカーで待機していた。 ダンプか

ら降りる際に足を踏み外し転落し、背中を打ち負傷した。
38 40301

10～

29

7 15~16

営業所敷地内で、他のドライバーが集荷してきたメロンをトラックの後

ろをあわせた状態で積み替えていた。 積み終えつけていた他車の天板

の上にいたところ足を滑らせ自車側の荷台にむかって落ち、荷台に両手

と胸を打った。 痛みがあったが仕事をこなし、様子を見ていると胸の

痛みがなくなったので、手の痛みもとれると思っていたが、痛みは取れ

ず腫れてきた。

28 40301
100～

299

7 9~10
当事業所内の加工場にて、清掃作業中に通路で足を滑らせて転倒し、左

大腿骨頸部を負傷した。
59 60101 1～9

7 7~8
人参畑にて、トラックの荷台で作業を終え、荷台から地面に降りた際、

膝を痛め負傷した。 膝に違和感があった。
41 30209 1～9

7 5~6

積荷のため訪れた取引先の農場内で、生鶏輸送トラックの空籠をおろす

準備のため、籠を固定するために張ってあるワイヤーロープを外す作業

を、後ろタイヤに乗って行っていた。 その際に手が滑り身体を支える 47 40301
10～

29



ために掴んでいたワイヤーロープを放してしまったため、地面に落下し

た。 落下の際地面に打ちつけた左手首に痛みがあった。

7 11~12

消石灰粉の荷積作業が終了し、荷積蓋を閉めて安全帯フックを外し、車

両付属の昇降はしごに安全帯フックを掛けずに両手ではしごを握り、1

段目に左足を掛け、2段目に掛けるつもりで降ろした右足がまったく2段

目に接触することなく、右足から地面に落下した。

50 40301
50～

99

7 12~13
建設現場にて集荷後一度現場を出たところで荷止めの作業中、降雨の影

響で足を滑らせ転落し、右大腿部を強打した。
45 40301

10～

29

7 9~10

構内において、荷おろしの準備中に汗をかいたので保護帽を脱ぎ、ト

ラック助手席側からトラック内に置いていたタオルを取ろうとした際、

雨天で長靴を履いていたため足元が滑り転倒した。

61 40301
10～

29

7 16~17

当事業所構内において、7tトラックの荷台から鉄類等の荷卸し作業中、

足元の確認を怠り、荷台から後ろ向きに転落し、背中と頭を打撲。 当

日は安静にしていれば良くなると思ったが、だんだん痛みが増した。

33 80209
10～

29

7 9~10

工場の敷地内で4トントラックに紙オムツの詰込み作業をするために、

トラック側部のサイドバンパーに足をかけ登ろうとしていたところ、右

手が滑り、左足を踏み外し、バンパーと巻き込みの間に左足が落ち、ふ

くらはぎまで入ってしまい、足は抜けたが地面に落下し（1m）怪我を

したもの。

64 40303
10～

29

7 16~17

積み込みのため、ホームへ接車後に階段を使わずにホーム上へあがる

際、トラックのリアバンパーへ足を掛け、バランスを崩し左足くるぶし

付近を骨折した。

48 40301
50～

99

7 19~20

荷降し先での作業中、カゴ台車に約200kg（11kg×18ケース）の荷物

をトラックから引っ張り出す際に、トラックの荷台が倉庫の床より

15cm位高かったため、鉄板を敷いて段差を無くしたが傾斜ができてし

まい、カゴ台車ごと転倒し左足大腿部を骨折してしまった。

50 40301
30～

49

養豚場で豚の死骸の回収作業中、回収用鉄箱からはみ出していた豚の足



7 14~15
にロープを縛り、鉄箱に入れるため、トラックの荷台に乗りロープを

引っ張ったところ、ロープが抜け、そのはずみで足を滑らせて荷台から

落下し、負傷したものである。

43 150103
30～

49

7 5~6

納品先駐車場で4tトラック庫内からカゴ台車を引いているときに、パ

ワーゲートの端まで引きすぎて落下し、バランスを崩してアスファルト

の地面にジャンプして落ちて、右足を負傷した。 入社2日目である。 所

定労働時間まで仕事をした。

59 40309
10～

29

7 9~10

当社、車庫内にて10t車荷台に荷物のコンクリート（1.8m×2.0m）重さ

約600kgを積載荷台の後方アオリの天場に乗って荷物を固定するためワ

イヤーを通す作業中、ワイヤーが手から滑り離れ体のバランスを崩し落

下、着地時に右かかとを着き負傷してしまった。

52 40301
30～

49

7 10~11

工事現場にて、間知ブロック1個を積工し易いように単独で並べる作業

中、慌てていたため誤って隣の同ブロックとの間に左示指・中指を挟ん

でしまい負傷したもの。

46 40301
10～

29

7 8~9

マキシコンオイルを保管していた場所から製造場所へ移動したところ、

マキシコンオイルが置いてあった保管場が、マキシコンオイルの油で床

が滑りやすくなっていたため、清掃しようと洗浄室へバケツを取りに

ゆっくり歩いていた際に、床が滑って左肩と腰を打った。

39 40301
10～

29

7 11~12
食堂前廊下にて巡回中に、清掃員が施設内消毒のため、消毒液を散布し

て濡れている床の上を歩き、足を滑らせ転倒する。
50 40309 1～9

7 11~12

営業所へ当社、廃棄物中間処理場で使用する重機の修理点検が終了した

ため、回送車にて向かい、車に積み荷台上の重機より降りた際に機械の

手摺につかまりそこないバランスを崩し、飛び降りてしまい負傷した。

67 150102
30～

49

7 16~17
当社駐車場にてトラックから降りようとしたとき、足を滑らせてしま

い、トラックのアオリに左脇腹を打ってしまった。
35 50101 1～9

7 11~12

被災者は、トラックで得意先に行き家具の積込作業中、荷台の右後ろで

家具にシート（12000×600030kg）をかけるためにシートを引っ張っ 57 40301
30～

49



ていた時、手が滑って外れ荷台右後方に落下負傷する。

7 22~23

自社倉庫内でお客様宅から回収してきたリサイクル洗濯機をトラックの

荷台から降ろす作業中、洗濯機の持ち手部分を持って荷台から降ろす

際、持ち手部分が破損したため、バランスを崩しトラックから地面に転

落、転落した際に左手をついたため負傷、痛みが引かなかった。

24 40301
50～

99

7 19~20

物流会社の倉庫内で、鋼材の積込作業をしているときに、トラック助手

側の荷台前方へ2m位移動する際に、荷台の端を歩き足を滑らせ地上

1.2m位の荷台から転落。

52 40301
10～

29

7 16~17

荷主様構内に於いて大型トラックにフォークリフトにて材木を積み、荷

崩れしない様に、ラッシングベルトで固定するため材木の上に登り、作

業をしようとした処、バランスを崩し、地面に落下、右足かかとを負傷

したものである。

46 40301
10～

29

7 13~14

資材センターにてトラックに上がり下の方に手渡しのため階段を積み込

み材から0.3m持ち上げ180度向きを変えようとした時、バランスを崩し

階段と一緒に転落した。

24 30202
10～

29

7 18~19

物流センター敷地内駐車場にて、トラックへ荷物の積み込み後、シート

掛け作業時にトラックのあおりに足を掛けた際にバランスを崩しトラッ

ク荷台から落下してしまい、右脚くるぶしを強打し骨折してしまった。

35 40301
30～

49

7 21~22

納品先にて、荷降ろしをする際、傾斜している所に駐車し、作業を行

う。 庫内から荷物を出したところ、パワーゲート車のパワーゲートの

上から、バランスを崩し荷物ごと転落。 落下時に手をついて骨折とな

る。

61 40301
50～

99

7 13~14

工場内駐車場にて、3t車両コンテナ上部の不要物を取ろうとキャビン上

部に乗った時、不要物を取った後にキャビン上部から地上へ降りる際に

被災した。 右足かかとを骨折し、全治8～10週間と診断された。

39 40301
30～

49

7 8~9

ダンプのバンパーに両足を乗せて荷台のセメントを引っ張り下ろそうと

したときに、左足から地面に降りたが、地面のアスファルトまでの距離
62 30209 1～9



が思ったよりもあり、つま先立ちになってしまい、左足に体重がかか

り、足を痛めてしまった。

7 14~15

回収した資源物（ペットボトル）を処理施設に移送するため、飛散防止

ネットを装着する際足を滑らせトラックの荷台から落下し、頭と腰を打

撲した。

50 150103
50～

99

7 4~5
有限会社置場敷地内において、敷地内車庫点検作業にダンプ荷台から

誤って足を踏みはずし転倒した。
65 40302 1～9

7 7~8

バックルームにおいて作業中、棚卸し準備のため商品の栄養ドリンク1

ケース約15kgを積み上げていたところ左肩に痛みがはしった。 右肩

は、3年前に手術を受けたため左肩に過度な負荷をかけてしまった。 様

子をみていたが痛みが引かなかった。

64 40301
50～

99

7 7~8

1回目終了後に次回ショーの準備を行うため、機材置場に向かい歩いて

いる途中、女性ゲスト（2人組）とすれ違った際、突然左肩を殴られ

た。 女性ゲストとの距離はお互いが難なく通行できる程度の幅は空い

ていた。

64 170101
100～

299

7 7~8

本社駐車場内で、2tトラック（保冷車）の台車2台分の積み込み作業を

終えて降りる際に、トラックのステップを踏み外したため、右から転倒

し、受傷したものである。

65 80109
10～

29

7 21~22

当社工場にて大型トラックへ木材を載せた際、後方扉より一部の木材が

出ていたため、木材を荷台へ押し込むため扉から登り、作業後降りる時

に過って手足を滑らせ、1m位の高さから落ち踵を負傷してしまった。

30 150102
30～

49

7 9~10

トレーラーの荷台にて、荷下ろし作業の準備をしている際に、庫内に立

てかけていた荷下ろしに必要な備品に足をひっかけてしまい、バランス

を崩し高さ1.5mの荷台後方より転落した。 その時身体をかばい左手か

ら地面に落ちたため、左手首を骨折してしまった。 ※作業中はヘル

メット・安全靴は着用していた。

46 40301
50～

99

伐採現場で剪定及び枯損木伐採により発生した枝葉を2tダンプの荷台の



7 15~16 上下で受け渡し中に雨で濡れていた枝に足を滑らせ落下した。 その際

右手を着き右手首を打撲した。

46 30199 1～9

7 14~15

得意先からゴミ回収のため工場へ行き、確認したところ少量であったた

め回収せず、事業場へ戻るため軽トラにて移動。 雨が降りそうだった

ので路上に車を止め荷台のシートを全面に掛けようと荷台に乗り煽りに

腰を掛け引っ張ったところ、毛布を入れてあるボックスの下に挟まって

いたビニール部分が突然取れ、その反動で路上に落下。 その際頭部を

打ち負傷。

58 11709
10～

29

7 12~13

荷台に積まれた木材を段積みするのに枕木を置くため、木材の上を歩い

ていたところビニールシートで空洞になっている部分が見えず、足が挟

まり、バランスを崩して荷台から落下した。 背中から落下したため、

地面に着いた際にヘルメットが脱げ、左側頭部を打った。

36 40301
50～

99

7 11~12

受傷者は、当社ホームにて集荷荷物を荷卸し後、車を前に出した後、荷

台に上がり荷台の整理作業をした。 作業終了後、荷台から後ろ向きに

降りようとし、左足をステップにかけたが、左足のつま先しか載ってい

なかったため、足元が滑りバランスを崩し、後方に転倒した際に、右手

を強く地面につき、骨折したもの。

50 40301
50～

99

7 8~9
トラックの荷台に配達をする荷物を置いていたところ、誤って荷台から

落ちてしまい、右腕を負傷した。
48 11209

30～

49

7 7~8
営業所駐車場において作業現場へ向かう際、トラックに乗り込む時に、

誤って足を踏みはずし転倒。地面に後頭部を打ちつけ、脳挫傷となる。
69 40301

10～

29

7 7~8

現場でパレットを吊り上げる際、パレットと隣のパレットが密着してお

り、パレットのフックに吊り具をはめることが出来なかった。 そのた

め、パレット間に隙間を作るため、パレットの横穴に鉄の角棒を差し込

み、てこの原理でパレットを横ずらししていたが、角棒を差し込む場所

が悪く、横穴から角棒が外れ、その勢いで角棒ごと体もトラックの荷台

から転落し左肩を強打した。

44 40301
10～

29

同業である協力会社へ貸与した足場仮設を回収し、資材置き場にて2tト



7 16~17 ラックより積み下ろし中に、雨で資材や荷台が濡れていたため、荷台か

ら滑りとっさに左足で着地した際にかかとを骨折したもの。

35 30201 1～9

7 14~15

荷受先工場内で、トラックの荷台で鉄筋を積み込みその後シートを掛け

る作業中、トラックの荷台横のステップに足を乗せながらシートを引っ

張っていたところ、雨で濡れたステップから足を滑らせ約1メートル下

の地面に勢いよく落下転倒したもの。 なお、被災者はヘルメットと安

全靴を着用していた。

61 40301 1～9

7 11~12

工事現場へミキサー車を運転して生コンを輸送後、現場でミキサー車を

洗浄中、雨で濡れていたステップで足を滑らせ、地面へ落下した際、左

肘をついてしまい骨折した。

62 10901
10～

29

7 11~12

取引先の倉庫内で自車のトラックから荷物を下ろす際に荷台のあおりの

上から（地上から約1m30cm）から足をすべらせて頭から地面に落下し

て右前頭部を打撲した。

64 40301 1～9

7 8~9

商品の荷受けの際、トラックの荷台同士を着け荷移しを行っていた際に

車輌同士の隙間に足を踏み外し背中から車輌隙間に落ち背中を強打。

肋骨を骨折した。

45 80209
50～

99

7 17~18

営業所構内にて、積み荷にシートを掛け作業を行っていた。 大型ト

ラック（14t）のキャビンの上で、シートを引っ張っていたところ、足

元に掛かっていたシートで右足が滑り、助手席側に転落した。 （高さ

3m）右かかと部分、腰部を負傷。

49 40301
50～

99

7 10~11

配達先にて、クレーンでトラックに鉄骨を積み込み作業中、鉄骨の上

（高さ2.5メートル）に上がろうとしたところ、踏み外して転落、その

際頭を打った。

66 40301
10～

29

7 11~12 会社にてトラックの荷台で製品を整える作業中に転落し負傷した。 59 10209 1～9

7 13~14

H鋼を土場で積み終え確認をする作業中、H鋼の上から降りようとした

際に足が滑り、約1mの高さから転落した。 床に右半身を打ちつけ負傷

した。 その日は作業を続けたが、痛みが引かなかった。

54 30201
10～

29



7 15~16

当社作業場にて、資材をユニックを使用して積み込み作業をしていた

際、位置を合わせるために後退した時、配置してあった敷角につまずき

荷台から転落し、全身を強打した。

77 10402
10～

29

7 15~16
荷物の間に緩衝材を入れている時に、足を滑らせ地面に着地して踵を骨

折した。
38 40301

30～

49

7 11~12
工場内でミキサー車の運転練習を行い、運転席から降りようとして持っ

ていた手すりから手が滑ったため背中から転落したものである。
44 40301

10～

29

7 2~3

荷卸し作業を開始しようとした直後に、自分のトラックと積み替え車輌

との間に30cm位隙間があり、隙間に右足が膝くらいまで落ち、積み替

え車輌の荷台の後ろのステップに右足の親指から落ち、右足の親指を末

骨骨折した。

26 40301
100～

299

7 15~16

積み荷の締め直しのため路上にトラックを止め、荷台で荷物の移動をし

ていたところ、小さい型枠材（パネルの加工材）を大きいパネルと勘違

いし、足を置いたところ天秤になりトラックの荷台から転落、身体を支

えるため右手を着いたときに右手首を骨折した。

25 30209
10～

29

7 14~15

本社倉庫内で、トラックにビール、ジュースのカゴ車を積み込む際、ト

ラックのパワーゲートのストッパーをするのを忘れていたため、カゴ車

ごと転落し、両足と頭を地面にぶつけて負傷した。

56 40301
10～

29

7 10~11

店納品後、配送車両後室内から外へ出ようとした際に足がもつれそのま

ま前のめりに倒れ込んで地面に落下し、左腕を地面に強打した。左腕骨

折が判明した。

51 40301
100～

299

7 10~11

荷台の片付け中、コンパネを荷台前方部に固定しようとラッシングを

引っ張った際、ラッシングのフックが外れて身体のバランスが崩れ、荷

台から転落した。

27 40301
10～

29

7 7~8

営業所構内において、荷物の仕分け、積み込み作業を行い、車両荷台か

ら降車する際に車両ステップを踏み外し前のめりで落下、反射的に右手

で支えたことにより右手首骨折となる。

55 40301
50～

99



7 11~12

取引先の一店内にて、脚立でトラック荷台に乗って荷物を降ろし引き出

そうとした際、トラック後部のドアのキャッチ（ドアはバネ式）が完全

にはまっておらずそのまま荷台から転落し頭部を打撲したもの。

69 40301
30～

49

7 15~16
客先構内において4トントラック荷台上で荷締め作業後荷台から降りる

際、バランスを崩し着地時に右ふくらはぎを捻った。
57 40301

30～

49

7 7~8

トレーラー荷台の商品を納品し、シートをたたんでいた時に、シートの

ゴムに足を引っ掛けてバランスを崩し荷台より約1.5m下に落下転倒し

た。

45 40301 1～9

7 11~12

当社構内にて、木材を配送する準備の作業中、2t、トラックに木材を積

み込みロープで、荷物を固定するため、ロープを引っ張った際、ロープ

の先端がフックにしっかり掛かっていなかったため、トラックの荷台約

1m位の所より落下、後頭部を打撲、コブの傷ではありましたが、頭部

のため、受診した。 頭部には、検査の結果、異状はなかったが頸部か

ら、背中に痛みがあり、暫く矯正に通院する事になった。

38 10401
10～

29

7 6~7

納品先である駐車場で納品作業終了後、トラック庫内の整理を終わらせ

トラックの庫内から降車しようと後部ステップに右足をかけたところ前

日からの雨で濡れていたため右足が滑り左足から地面へ落下。 足と腰

を打撲し動けなくなった。

60 40301
100～

299

7 12~13

工場建屋内の指定の荷卸場に車両を停車、荷卸作業を開始した。 最後

の製品（鋼材製品）の荷卸時に運転席側（右側）に荷卸をすることか

ら、当該乗務員（被災者）は、助手席側（左側）に退避していた。 ホ

イスト操作者が荷卸のため吊り上げた製品が、乗務員の方に振ってきた

ので、とっさに製品にしがみついたが、手が離れ、車両の荷台から地面

に右肩（背中側）を打った。

67 40301
30～

49

7 10~11

仕事の手伝いをするために敷地内で荷物を確認する作業をしようとして

ダンプから下車した時に荷台ステップに足を踏みはずし、背中から落下

した。 ダンプは10トン車で2mの高さから落下した。

60 30199
10～

29

生コン車で配達に行き現場の敷地外の空地より前進すべきところ操作ミ 10～



7 8~9
スにより後方へ車両が動き10m下に転落した。

43 10901
29

7 5~6

荷卸し現場近くにてシートのゴムを外してホテルに上ろうとして、はし

ごを登っていた時に手が滑りバランスを崩し、地面に左足を強打し、踵

を骨折。

69 40301
50～

99

7 10~11

木造住宅解体工事現場で、4トンダンプに丸太の束（約30本）を積載す

る作業において、被災者が丸太のワイヤーを外そうとしたとき、バラン

スを崩して約2.5メートルの高さから地面に転落した。 背中から転落

し、頭部と右肩を打撲した。 痛みが酷くなった。第七頸椎の骨折と判

明した。

36 30209
50～

99

7 8~9
待機場所に運転手が早く着いたので待機、車輌点検中、10tダンプの荷

台から降りようとしたとき足を滑らせ転落した。
63 170209

50～

99

7 13~14

荷物の配達のために停車中のトラックの荷台の中で冷蔵庫を降ろすため

に荷台の端まで運び、一度仮置きしようとした際に足を踏み外し荷台か

ら落下、着地した際に足を捻ったものである。

21 40301
10～

29

7 13~14

会社敷地内で車輌の荷台を片付け中、荷台の上で足をふみはずし、車輌

周辺に置いてあった機材の上に左側を下にする形で、転落した。 （本

人談） 発生時には周囲に誰もおらず、推定30分後に、代表者が発見し

た際、本人はその場にうずくまっていた。

64 30309 1～9

7 5~6

当会社の敷地内で、被災者が大型トラックの荷台に上がり、荷物をパ

レット積みしていたところ、足を踏み外してバランスを崩し、荷台から

転倒し、右肩を強打した。

44 40302 1～9

7 23~24

市場にて、トラックの荷台からフォークリフトのツメへコンパネを運ん

でいる際に、開けているウィングにコンパネが当たり、バランスを崩し

落下。 荷台から落下する時、フォークリフトのツメに左脇腹を強打、

その後左太ももをフォークリフトのツメに擦りながら、顔面から地面に

落下。

40 40301
10～

29

配達先の倉庫で荷降ろし作業を終え、ローラーを片付けるため、ウイン



7 10~11
グシャーシの後部からローラーを手に持って、パレットに移動する際に

右足をパレットにかけたが、かかりが浅く滑って右足から落下、右足を

負傷した。

44 40301
50～

99

7 18~19

工場内で、作業終了後、車の運転席からドアを開けて降りようとした

時、ステップの踏み外しによりバランスを崩して落下し、肘と頭を強打

し被災した。

53 10901
30～

49

7 15~16

車庫内にて荷台の上のリン木を整理している途中、リン木を持って前の

方へ移動していた時、下に置いていたリン木に足が乗り、リン木が回転

してバランスを崩し、荷台より落下し腰を打った。

70 40301
30～

49

7 14~15
車庫でタンクローリーを洗車中、助手席の洗車道具を取って降りようと

した際、ステップから足を踏み外し、転倒して後頭部を強打した。
53 40301

30～

49

7 16~17

集荷作業中に、車両後部パワーゲート上から転落した。 荷物の重さに

より先端が下向きになり、荷物と共に右斜め向きに落下し、地面に腰全

体を打ち、怪我をした。

57 40309
300～

499

7 16~17

タンクローリーから地下のタンクへの重油補給が完了したことを確認す

るため、タンクローリー上部へのぼり油面の確認後、タンクローリー後

ろにあるはしごから下りる際にバランスを崩し、ふらついて尻餅をつい

た。 その際、右手をついて右手親指のつけ根を骨折した。

64 150101
50～

99

7 11~12

被災地において引越し作業中、梱包用資材をトラック荷室から持ち出

し、地面に降りようとトラック荷室の端に足を掛けたところ、足を滑ら

せて臀部から落下し、着地の際に手をつき負傷した。

35 40301
100～

299

7 7~8

畑でキャベツの収穫をして2tトラックから軽トラにキャベツ入りのコン

テナを積みかえしている最中、トラックと軽トラの間から足をふみはず

し、右胸部を打撲した。 （トラックと軽トラの間は30cmほど）

58 60101 1～9

7 8~9
活魚車水槽上で荷物の整理中に水槽段差で足を踏み外し、2.2m下に転

落、右足踵を骨折した。
47 80109 1～9

フレーミングの敷地内にトラックを止めて荷物を積んだ後、荷物にシー



7 13~14
トを掛けようとしている時、雨が降ってきてたので荷物が濡れないよう

気を取られているうちに、荷台から足を踏み外し、約2m下に顔面から

転落し、顎と左頬を骨折した。

60 40301
10～

29

7 10~11
工場内で飼料を積み込む作業を終え、バルク車の荷台の梯子を下りる

際、誤って足を踏み外して転落し、右手を負傷した。
36 40301

30～

49

7 10~11
会社の倉庫前広場でトラックを止め、部品を助手席側で探し、降りる際

に足を滑らせ膝をついて骨折した。
62 10109

10～

29

7 6~7
トラックの荷台に荷物積み込み作業中、荷台から降りる際、ステップを

踏み外し転倒した。
55 40301

50～

99

7 7～8

農家にて麦科ロールの積込を終えた後、トラック横のハシゴを使い荷台

から降りようとしたところ、足を滑らせ落下した。 落下は先にかかと

部が地上に着いたがバランスを崩しそのまま後方に倒れた時に右肘を着

いた。

52 40301 1～9

7 8～9

当日注文のあった生コンクリートを納入するためミキサー車で現場に出

向き生コンクリートを荷卸し、注文数量を納入し終え、ミキサー車後方

の車上ステップ2段目から下りようとしたところ誤ってステップを踏み

外して高さ80㎝から地面に落下、その時地面についた右手首を負傷し

た。

68 10901 1～9

7 8～9

事務所モータープール内でパネルバンセミトレーラー荷台の清掃作業を

し荷台から降りる時に、乗降用のはしごを掴み損ねて地上高約3mのと

ころから転落しバランスをくずして、トラクターの踊場に落ちその際工

具箱に左手を打ちつけて負傷した。

46 40301
10～

29

7
15～

16

ダンプに石炭を積んで30分の休憩を取ろうと埠頭の敷地内にダンプを止

めて運転席から下りた際に足を滑らせ、転倒し頭を地面に打ち頭を打撲

負傷する。

64 40301
10～

29

7
16～

17

当社敷地内にてミキサー車の洗車作業中後部車体と5段目ステップで

誤って足を滑らせてしまい高さ2ｍ位の所から地面に落下して負傷した 62 10901
30～

49



ものである。

7
13～

14

西側搬入口において酒類の搬入時業者のドライバーが荷台からパワー

ゲートに移動中、移動に苦戦していたところ本人がパワーゲート部分に

乗りカートラックを引いて手伝った際に荷物の重みでパワーゲートが後

方に傾き、後退したときにストッパーを踏み120㎝下に荷物と共に落下

し、荷物とカートラックハンドルが足に落ちた。

39 80201
50～

99

7
17～

18

場内の水路にて、散水車に給水作業をしていた。 給水作業が終了し、

給水車のタンク上の蓋を閉め、給水用ホースを持ってタラップを降車中

に、バンパーに両足をかけたところ足を滑らせて80㎝下の地面に着地

し、両足かかとを受傷した。

55 30109 1～9

7
11～

12

自社敷地内置場にてヒアブを操作する為運転席に登る際、正しい順番で

登らなければならない所を登らず誤って足をすべらせて落下した。 ト

ラックの鋭角な部分で右足を捉り12針縫った。

38 150102
30～

49

7
16～

17

土砂運搬終了後、翌日は砕石（中詰石）の運搬予定だったので、荷台に

付いた土砂を取り除こうとダンプの荷台に登ろうとし、ダンプのサイド

バンパー1段目に左足を掛けた時にバランスを崩して、転落し負傷し

た。

34 20201 1～9

7 7～8
会社の車庫でトラックに乗り降りする際に、ステップから足を踏み外し

転落した。
51 40301 1～9

7
15～

16

仕事が終り運転席から降りようとした瞬間、へんに滑り地べたに落下し

てしまう。
57 40301

10～

29

7
16～

17

2tダンプの荷台上で、現場で発生したゴムシートをカッターで細かく切

り分け作業中、作業が完了し、荷台から降りる際に、切り分けて山に

なったゴムシートと荷台のアオリ部に右足が滑り込む形で挟まったまま

体制を崩して転落し、一時宙吊りになり、右足を骨折した。

59 30309 1～9

7
15～

16

事務所内にてトラックの荷物の積み込みのため、荷台で作業していた

際、ほうきにつまずきバランスを崩し荷台より背中から落下した。 落 45 10901 1～9



下した先にフォークリフトがあり背中全体を強打した。

7
17～

18

取引先工場において、製品の積荷作業を行っていた。 台車で製品を運

び荷台に載せ、再び製品を取りに行くために荷台からおりようとした際

に、誤って足を踏みはずして荷台から落下し、後頭部を負傷した。

55 40301
10～

29

7 0～1

4tトラックからアイス8ケース（500g×8）を台車に載せ、後ろに引っ

ぱって荷物を降ろすためのゲートに載せようとしたところ、ゲートを出

し忘れていたため、台車ごと50㎝下のアスファルトに落下した。

59 40309
30～

49

7
18～

19

車の車内から荷物を取って降りる際に、トラックのステップで足が滑り

降下して、右手を地面についてしまい骨折した。
59 40301

10～

29

7
18～

19

当社取引先の構内において積込作業時に、トラック荷台後方で後ろ向き

で作業をしていた際、足を滑らせ荷台より落下した。 その際、落下し

た衝撃で左足を負傷した。

45 40301
30～

49

7
15～

16

中間処分場にてタンク車を洗車中、安全帯は着装していたが、フックを

付け忘れて落下し、両側踵骨骨折、右腓骨骨折をした。
47 150102 1～9

7 7～8
現場にて荷下ろしの準備をしているとき、トラックの荷台に足をかけな

がら作業をしていて、足を滑らせて転落し、背中を強く打ちつけた。
37 40301 1～9

7
18～

19

配送先でトラックの荷台に登るため、ステップに足を掛けて配達商品を

取り出そうとした際、昏倒（急に意識が無くなる）し、背中から後方に

落下し、頭部裂傷（5針縫合）と仙骨（尾骨）を骨折したものである。

33 40301
10000

～

7
22～

23

店の構内で、10tトラックに荷積みを終え、荷台の状況をチェックする

ため荷台に上り、チェックを終えて荷台から降りるとき、バランスを崩

して落下した。 右足から着地した際に痛みを感じるも、通常通り業務

を終了した。 翌日も痛みと腫れがあったが、支店まで回送し業務を終

了した。

52 40301
30～

49

7
15～

16

納品先で、トラック後方より商品を専用台車へ降ろそうとしたときに転

倒した。 その際、右手を地面に突いたときに手首を負傷した。 原因と

しては、トラック庫内の商品が高く積まれていて降ろしづらかった事 44 50101
100～

299



と、専用台車が動いてしまいステップから降りた時に右足が専用台車の

上に乗っかりバランスを崩してしまった事が考えられる。

7
18～

19

同業荷主の車庫（置場）にて、積載して来たウェイト（11t）を下すた

め、荷台アオリのフックを外したことをうっかり忘れ、それに足を掛け

たときにアオリが下り、飛び降りて転倒した。

65 40301 1～9

7
14～

15

配達先の倉庫の待機場にて荷卸待ち中、荷台に上がり積荷の確認を終

え、運転席に戻るとき、自分の前の車が出て行ったので慌てて積荷の鋼

板をよけた際、右足を踏み外して荷台から落ち、右腰を打った。

47 40301
10～

29

7 8～9

住民の粗大ごみ収集場所において、2tトラックの荷台の上にある粗大ご

みの上に登り整理を行い、地上に降りようと粗大ごみ上から荷台最下部

に左足を着いた際、下り坂で目測を誤り、また、不安定な物の上に足を

乗せたため踏み外してしまい、そのまま1m下の地面に左膝から落下し

た。 かなり痛みがあったが無理をして作業（運転）を行っていたとこ

ろ、激痛のため歩行も困難になった。

53 40301
50～

99

7
14～

15

コンビニエンスストアで、荷締めの緩みを確認するために下車した。

荷締器を一旦全て外すため、アオリの上に立ち作業を開始した。 再

度、荷を締め直す作業中、右足を少しずらした時にアオリから右足が外

れ、右足踵から地面へ落下し、右足踵骨骨折をしたものである。

37 40301
50～

99

7
10～

11

トラックの荷台で荷卸し作業のため、パレットに引っ掛け棒を掛けて手

前に引いた際、棒がパレットから外れ、その拍子に荷台から仰向けに落

下し、背中と腰を強打した。

62 40301
100～

299

7 8～9

構内にて、引越し荷物を4t車から2t車へ積み替え作業中、Lサイズのダ

ンボールを持って4t車荷台から2t車荷台へ移動した際、雨で2t車のテー

ルゲートが濡れていたため左足が滑り、バランスを崩して右足が4t車と

2t車の隙間に落ちて、右足脛と股間を負傷した。

66 50101 1～9

7
12～

13

路上でトラック（2t）より別車トラック（3t）に荷物を積み替え中、3t

車の荷台より足を滑らせ前方より落下した。 その際に左手で体をか

ばったため、左手首を骨折した。

65 40301
10～

29



7
11～

12

荷主先にて荷物の積込み作業を終えたあと、車両周辺の点検を行ってい

たときに意識がもうろうとして、足元がふらつき転倒し、顔面を地面に

強打し負傷した。

63 40301 1～9

7
10～

11

営業所の車庫内で、自車（大型トラック）に乗り込むため、右足（1段

目）、左足（2段目）とステップを登り、右手で運転席脇にある手すり

を握り損ない、そのまま下に落下し、右足踵を地面に強打した。

44 40301
30～

49

7
16～

17

大型トラック低床四軸車両車検整備終了後、修理工場内より出庫のた

め、ガレージジャッキ10t用にて車両を地面に降ろすとき、前方から四

軸目ジャッキ面が上げている車両デフケースが滑り、ジャッキフレーム

上に落下したときに、車両フレームに付いている鉄製の工具箱に体が当

たり怪我をした。

40 11701 1～9

7
13～

14

平ボディトラックにコンテナを積もうとしたところ、側面アオリにコン

テナが引っかかり積めないため、側面のアオリフックを外し、隙間を空

けて積み込んだ（後部アオリと繋ぐフックは掛けてていた）。 作業が

終わり、荷台から飛び降りようと足を側面アオリにかけたところ、フッ

クが外れたままであったためアオリが傾き、バランスを崩して荷台から

落下した。 荷台から飛び降りようとしたこと、フックを掛けていない

のにアオリに足をかけたことが発生の原因である。

47 150102
100～

299

7
9～

10

U字溝をユニックに積込み時、積込み後に荷台から降りようとしたと

き、巻込み防止に足を掛けて降りようとしてバランスを崩し、咄嗟にU

字溝を掴んだが、発生材のU字溝だったので、モルタルが付いており、

それが剥がれて転落した。 転落したときに右足を着いたが、勢い余っ

てそのまま転倒した。

63 30106
10～

29

7
9～

10

当社配車センター前において、4tダンプの運転席に乗り込もうとしたと

き、ステップに掛けた右足を滑らせて地面に着地した際、骨盤に衝撃を

受け、はずみで尻もちをつき、右後臀部を打撲した。

66 40301
30～

49

トラックターミナル内で、廃棄物（木製パレット）を2tトラックへ積込



7
14～

15

中、荷台後方で木製パレットを移動して引きあげようとした際、足場が

狭かったためバランスを崩し、2.0m位の高さから落下し、右足踵を骨

折した。

48 150102
30～

49

7
12～

13

車庫に停めてある車両運転席（大型車）より降りる際、運転席側下方の

昇降用ステップより足を踏み外し、また、手すりを握っていなかったた

め、地面へ落下した。 その際、右手首を地面についたため骨折に至っ

た。

50 40301
10～

29

7
15～

16

構内でミキサー車のフロントガラスを洗車するとき、前面バンバーに足

を掛けて乗ろうとして、上部のステップ（取っ手）に手を掛けたとき、

その取っ手が腐食（劣化）していて取れてしまい、高さ1m位から落

ち、腰を打撲した。

65 10901
10～

29

7
14～

15

整備センター工場内にて、4tダンプより荷物（リース品）を荷降ろし作

業中、4tダンプ荷台（高さ約1.5m）から滑り落ち、体勢が悪いまま落

下したため、着地の際に左膝に負荷がかかり、左側に倒れる様に転げ落

ちた。

36 11702 1～9

7
14～

15

他の車両から荷物を取り出すために荷台へ登り、荷物を探していた。

発見後、荷台から降車する際にステップを踏み外して転倒し、コンク

リートに腰の部分をぶつけ、腰椎圧迫骨折した。

50 40301
50～

99

7
13～

14

パレットローダーを使用して、商品をトラックの荷台から荷降しすると

き、トラック後部ステップにかけた左足が滑べり、右足から地面に落下

し、右足を負傷した（右リスフラン関節脱臼骨折）。

50 40301
30～

49

7
13～

14

コンテナヤード内にて、40F実入りコンテナのインチェックを行う際、

前部のツイストロックが外れなかったため、バールにて解除を試みたと

ころ、左側は外れたが、右側が完全に外れなかった。 ヤードフォアマ

ンに依頼する前に、再度試みるため、トラクタヘッドの踊り場に上り、

ツイストロックレバーに上部からバールを差込み、前後に動かしていた

ところ、バールが外れ、その勢いで路面に落下し、左腕を負傷した。

36 40301
10～

29

荷主構内にて、荷卸し作業中、トラック荷台より降りようとしたとき、



7
10～

11
荷台に積んであった荷物に足が引っ掛かり、バランスを崩して地面に落

下し、左手をつき負傷した。

36 40301
30～

49

7 6～7

当社工場にて、車両の乗り替えをしていたとき、大型トラックの運転席

に乗ろうとしてバランスを崩し、落ちてしまった。 その際、右身体腰

ベルトに付けていたデジタルカメラをかばい、地面とカメラの間に手首

を挟み骨折した。

44 30201
10～

29

7
18～

19

運転席仕切りを開け、左足を通路に着けようとした途端に躓き、ステッ

プの方へ倒れた。 乗降扉に左手でつかまろうとしたが握れず、車外に

落ちた。 その際、駐車場路面に肩の辺りから落ちて、おでこを強く

打った。 しばらくその場で座っていたが、痛みをこらえて運転席に戻

り、事業所へ連絡を入れ、救急車を呼び病院に搬送された。

43 40202
100～

299

7
17～

18

車庫にて、トラクタ踊り場から降車するとき、足掛けから足を踏み外

し、支持していた右腕に負荷が掛かり、右肩を脱臼した。
55 40301

50～

99

7 7～8

営業所構内で、荷台へ荷物の積込みをしているとき、荷台から下へ降り

ようとしたところ、前向きに降りようとして足が滑り、そのまま地面に

右手・右膝・左頬を打ちつけた。

54 40301
30～

49

7
16～

17

自社管理している駐車場において、草刈・片付け作業中、トラック荷台

から落下し、右足踵および足首を骨折した。
54 80209 1～9

7
9～

10

取引先に集荷に向かうため、駅構内にてトラックに空コンテナを積み込

み、コンテナ内部を清掃後、コンテナから降りるときに誤って足を滑ら

せ、顔面から落下し、左膝・額・顎を負傷した。 その際、前歯1本が折

れて下唇に刺さり、裂傷を負った。

44 50101
100～

299

7
10～

11

配達先にて、荷下ろしを終えてトラックの荷台から降りようとステップ

に足を掛けたところ、踏み外して転落した。 その際、右側から地面に

落ち、右手首を負傷した（右手首骨折、ギプス装着1ヶ月）。

45 80209
50～

99

7
14～

得意先工場において、プレカット木材をトラックへ積込み作業中、積み

終わり後の荷締めを行おうと荷の上に登ったところ、誤ってバランスを 62 40301 1～9



15
崩し、約2.5m下へ落下し、右足踵を骨折した。

7
13～

14

客先の荷降ろしバースにて、パレットに積んである荷物を降ろしてい

た。 10tトラックに対して、降ろすバースの高さが2tトラック用のバー

スの高さの場所で、バースの先にはリフトの転落防止用の留め具がつい

ていた。 トラックの荷台の中から降ろしているとき、トラックとバー

スの段差を忘れてしまい、荷台から足を踏み外し転落した。 その際、

リフトの転落防止の留め具に全体重をかけてしまい骨折した。

55 40301
50～

99

7 7～8
会社の作業場で、トラックから荷物を降ろす際に、トラックのあおり付

近で足を滑らせ転倒した際、手をついて手首を捻挫した。
42 80209

50～

99

7
9～

10

鉄骨荷下ろし作業時、トラック積荷の上体が反対方向だったため、地切

後、荷を回転させながらゆっくり荷下ろししようとしたとき、荷を掴ん

だ手が滑り、落ちそうになったので飛び降りた際にバランスを崩し、左

肩から墜落した。

30 30309
10～

29

7 5～6
大型トラックの運転席から下車する際、ステップに足をのせたときに足

を踏み外し、地面へ転落し、右腕と右脚を地面に打ちつけ負傷した。
36 40301

100～

299

7 8～9

客先へ向かう途中、コンビニ駐車場でシートカバーを外し、荷台でシー

トを畳もうとしたとき、途中までシートを内側に折り込み中に、1本だ

けゴムが荷台に引っ掛かっていたため、引っ掛かっているゴムを外すた

めに再度荷台から降りる途中、誤って負傷した。 転落した際、咄嗟に

受け身の動作をしたので、腰ではなく胸部を打った。

63 40301
10～

29

7 6～7

3tトラックの荷台で、箱の入ったカーゴを降ろす作業をしていた。 本来

は、下降リフトがトラックの荷台の位置に到達したことを確認して降ろ

す作業をすべきところ、確認せずに後ろ向きで後方にあるカーゴを前方

に移動していた。 その際、荷台から下降しているリフトに落下した。

（高低差97㎝）

66 10109
30～

49

7
13～

路上にて、10tトラックに荷積準備のため、荷台のパレット整理をして

いた際、パレットを持ち上げようとしたときに誤って手が滑り、そのは
52 40301

10～



14 ずみでトラックの荷台から地面に落下した。 その際に左手を地面につ

き負傷した。

29

7
12～

13

工場内にて、搬入車両（平ボディ車）の荷台の上で、カートを降ろしや

すい位置に移動する作業中、誤って足を踏み外して転落し、左肘を負傷

した。

18 10109 1～9

7 6～7
車両荷台で積み込み作業中に、荷台から降車しようとしたところ、ス

テップを踏み外して落下した際、地面で右手を強打し負傷した。
51 40301

50～

99

7
16～

17

資材置場にて、庫内資材整理のため、仮設足場材をトラック搭載型ク

レーンを使用し、荷降ろし作業中に、積み荷の仮設足場材（単管パイプ

の束）の上に乗って玉掛作業をしようとしたところ、バランスを崩して

足を滑らせ、そのまま背面より荷台の上から転落し、打撲および骨折を

した。

18 30199
30～

49

7
12～

13

当社作業場において、トラックの荷台から廃棄物の入ったフレコンバッ

クをユンボでつかんで降ろす作業中、フレコンバックのフックをユンボ

に掛けようと荷台に上がっていたところ、誤って足を踏み外し、トラッ

クの荷台より体の右側から落ち、右腕を受傷した。

65 150102 1～9

7
11～

12

本社の東側車庫で、ダンプ運転席に置いてある携帯電話機を取ろうと

し、ステップに足を掛けて運転席に上がろうとしたとき、右手で握って

いた手すりから手が外れたため、ステップから落ちて転倒した。 その

際に右手でかばったため、右手首の骨折と右膝の外側を擦り剥いた。

53 40301
30～

49

7
13～

14

第1センター内で、空商品を降ろすときに、パワーゲート手前で上げて

バックするところをパワーゲートを下げて扉を開けようとしたため、

滑って落ちた。

61 40301 ―

7
14～

15

足場資材をリース会社に返却するために、足場資材をトラックに積んだ

あと、積荷の上に管リベルトで荷締めの作業中に、締め込むために

ジャッキに体重を掛けたとき、ベルトに掛けている金具が外れ、トラッ

ク最上部から後方（背中、後頭部）へ墜落した。 その際に後頭部を強

打し、直ちに救急車で搬送された。 尚、被災当日はヘルメット着用の

20 30209 1～9



徹底指導が出来ておらず、また、体重をあずけたジャッキの締め方につ

いては何度か注意を行っていた。

7
23～

24

積込み後、伝票を運転席に置き、輪止めを外すために運転席から降りる

際、右手で運転席ピラー下部の持手部を持ち、後ろ向きでステップ最上

段に右足を掛けたとき、つま先の掛かりが少なくて滑り、そのまま地面

に落下し、転倒した。 落下の際、右手の平を地面についたが、支えき

れずに右肘を強打した。 その後、痛みが少なかったので納品先まで

行ったが、道中で痛みが酷くなったため、納品後に受診したところ、骨

折が判明した。

53 140301
100～

299

7 2～3

当社資材置場ヤードにて、トラックの荷台の荷下ろし作業中、荷台上で

玉掛けをしワイヤーを通すため、鉄骨を広げようとしたところ、バラン

スを崩してしまい背中から地面に転落した。 その際の反動で右足が大

きく振られ、右大腿骨を骨折した。

51 40301
50～

99

7 2～3

車庫にて、ラジエーター点検するためにフロントタイヤに登ったとき

に、急に熱湯が吹き出したため、足を滑らせ地面に落ち、左肩と肋骨を

強打した。

55 40301 1～9

7
22～

23

店舗に到着し、後室商品を取り出そうと荷台に上り、商品を手前に引っ

張り出し、荷台から（後ろ向き）降りようとしたところ、後方ステップ

に右足を掛けた時に滑ってしまい、そのまま後方へ倒れた。 後方へ倒

れるときに、倒れるのを防ごうと右足で踏ん張ったが、踏ん張りがきか

ず、そのまま後方へ倒れた。 その際に右足に負荷が掛かり、怪我をし

た。

36 40301
50～

99

7
11～

12

トラックの荷物のラッシングを外したとき、その反動で足を滑らせ落下

し、胸を強打した。
41 10401

30～

49

7 6～7

コンビニ駐車場にてシート剥ぎ作業を行っていた際、車上に上がり、

シートの端をつかむため移動しているときにシートゴムに引っ掛かり、

飛び降りたところ、両膝を路面に打ちつけた。

59 40301
10～

29



7 3～4

大型トラックの右ウイングを開きアオリを開けた後、他のパレット荷物

を横からリフトで積み、その後、荷台上にあったパレット荷物をハンド

リフトで後部より引っ張りこみ、中央付近で回転させていたときに、ハ

ンドリフトの手元のタイヤが荷台より落ち、その振動で動いた荷物に押

される状態となった。 その際に左足がタイヤに引っ掛かり、右頭部か

ら落下し負傷した。

45 40301
30～

49

7
17～

18

自社構内において、トラックへ荷物の積込が終わり、積荷の状態を確認

していたときに、誤って荷台後部のあおりから足を踏み外し、地面に転

落して負傷した。

68 40301
10～

29

7 8～9
トラックの荷台の上で道具の片付けを行っているときに躓いて、トラッ

ク荷台から落下した。
42 40301

10～

29

7
17～

18

営業所工場内で、トレーラーの荷卸し作業後、トレーラーの後扉を閉め

る際に、扉とあおりに右手の人差し指と中指を挟まれ負傷した。
35 80109

10～

29

7
19～

20

夜間工事の準備中、10t車に載せていたバックホウを点検・確認し、降

りようとしたときに足を滑らせ、約2.0m下に転落し、左手首・左臀

部・額を打撲した。

53 30106
10～

29

7 7～8

荷物を積み終わり、配送先に向かって出発しようと荷台から降りる際、

トラックのリアバンパーを踏み外し、後方に倒れた。 その際に右手薬

指を強く打ち、救急車で病院に運ばれた。

53 40301 1～9

7
16～

17

被災者は、ダンプで浚渫工を運搬完了後、作業場となる敷地内で、ダン

プについた土をエンジン式高圧洗浄機で洗浄していた。 左側の洗浄を

終え、上げているベッセル下に洗浄機ノズルを置き、反対側に回って

引っ張ろうとしたところ、何かに引っ掛かり、引っ張れなかったので、

後輪タイヤに上がって思いきり引っ張ったところ、反動で後方に倒れ、

タイヤ上から転落した。

70 40302 1～9

7
15～

構内において、リフトマンが荷台へ材木を積み上げる際に、上で誘導作

業をしていた。 1段積み上がり、シートを掛け終わったとき、材木の間

が窪んでいたのに気付かず、そこに左足がはまってバランスを崩し、右 50 40301
10～



16
側へ2.5mの高さから落下した。 両足で着地した際に、右足から鈍い音

がした感触があり、右足の踵を骨折した。

29

7
14～

15

トラックの荷台でパイプの束をワイヤーを掛けて吊り上げていたとき、

パイプの束がフックから外れて、パイプが流出した地点にいたため、ト

ラックから落ちて怪我をした。

54 40301
10～

29

7
13～

14

トラックの荷台に上がり、野菜のパレット（縦1.1m、横1m、高さ

2m）をジョルダー棒で引っ張っていたとき、ジョルダー棒が抜け、そ

の反動で荷台後部から転落し、腰の上辺りを打撲した。

33 40301
30～

49

7
11～

12

本社敷地内にて、トラックへ荷物を積み込み、荷物の固定作業中に、固

定器具が外れて、トラックの荷台にある荷物の上約2mから落下し、右

肩甲骨と右肋骨を骨折した。

47 40301 1～9

7
11～

12

シート掛けをしていた際に、ゴムが切れて後向きに倒れた。 荷台から

落ちたものではなく、地面に立ってシートに付いているゴムを引っ張っ

ていたところ、ゴムが切れてしまい、後向けに倒れたものである。 そ

の際、ヘルメットを装着していたので頭部への重篤な負傷はなかった

が、頸部を負傷したとのことである。

55 40302 1～9

7
15～

16

事務所敷地内において、社員全員で4tトラックの整理作業を行なってい

た際、被災者は4tトラックの上で荷おろし作業を担当していた。 鉄板

（800㎏）を降ろすときにバールで隙間を作っていたところ、バールが

跳ねて、それを避けようとしてバランスを崩して、トラック上より飛び

降りて、右足踵を負傷した。

44 30309
10～

29

7
14～

15

配送が終り、2人で乗務していたので助手席乗務員より交代の話があっ

たが、途中で5分位休憩をとったあと、運転乗務員は早く帰社した方が

いいと思い、交代しなくてよいと伝えた。 その際の助手席乗務員の返

事は不明である。 そのあと20分位走行していたところ、インター手前2

㎞付近で突然、助手席乗務員が走行中と気づかずに助手席を開け、転落

して負傷した。 助手席乗務員は仮眠していたようで、起きたとき、す

44 40301
10～

29



ぐに交代しなくてはと思い行動したのでないかと思われる。

7
16～

17

当事業場工場内にて、4tローダー車での荷卸しを終え、荷台のコンテナ

（8立方メートル）部分のウイングの蓋を閉めようと車体に乗り、その

蓋に付いている紐（繊維を編んだベルト、約2㎝×50㎝）を引っ張った

とき、その紐が劣化していたのか突然切れて、約1m下の地面（コンク

リート）に落下し、左腕を強打し、左肘を骨折した。

26 80109
30～

49

7
11～

12

荷主先にてコンテナ内でパレットに積み付け中、コンテナ内の残りの製

品番号が見える側で確認しようとしたとき、コンテナと架台の隙間に落

下して肋骨を骨折した。

56 40302
10～

29

7
18～

19

荷物の積込みが終わり、積込み場を出たあと、コンビニの広い駐車場で

改めて荷物の荷締めを点検していたとき、荷台の一番後ろを通るときに

荷台の長さを見誤り、荷台から下に落ちて左の腰を打った。

57 40301
10～

29

7
10～

11

トラックの運転席から降りようとして、ステップに足をかけて補助カ

バーを握ったとき、滑って後ろ向きのまま落下した。
61 40301

10～

29

7
14～

15

得意先にて自動販売機の空缶を回収し、車両の天井に上り整理を行った

あと、後方の車両梯子を使って降りるときに、滑り止めシートが剥が

れ、右足が滑り転落した。 転落時に梯子を咄嗟に掴み、右胸を梯子で

強打し負傷したものである。

40 80209
30～

49

7 7～8

営業先のホテル入口付近において、シーツ類の回収物がのった手押し台

車をトラックにのせるため、トラックのリフトにのせて昇降後、両手で

台車を引いたとき、足を滑らせて地面へ落下し、左背面を強打した。

51 11703
10～

29

7 8～9

荷卸し場所で製品の荷卸し準備作業中、養生用毛布を取るとき、トラッ

ク荷台のアオリに足を掛け、製品に手を掛けていたところ、製品が動い

たため体勢が崩れて地面に転落し（高さ1m60㎝）、左足踵を強打し

た。

58 40301
10～

29

7
12～

13

積み込み場所で、トラックの荷物を積んで、荷締めをするためトラック

荷台から下りるとき、荷台の横のドアに足を乗せたところ、ドアが開 44 40301
10～

29



き、落下した。

7
15～

16

大型トラックに貨物の積込みをしていた際、自分の積込みが終わり、同

僚のドライバーが隣でトラックに貨物の積込みを行っていたので、手伝

いをした。 手伝いの最中にトラックから降りようとしたとき、足を滑

らせ地面に落下し、右肩と右腕に打撲および靭帯損傷の怪我を負った。

69 40301
50～

99

7
9～

10

工場敷地内で荷台の後片付けをしているとき、角材（縦30㎝×横30㎝

×長さ60㎝、重さ約10㎏）を置いたあと、次の行動をとったときにバ

ランスを崩し、高さ120㎝から地上へ落ち、荷台の端に左胸を強打し、

左肋骨1本にひびが入る災害が発生した。

40 40309
30～

49

7
9～

10

配達先にて、車両後部荷台より降りる際に、右側より左手で取っ手を掴

み、前向きに降りようとしたが、ステップに左足つま先を掛けた途端に

滑ってバランスを崩し、取っ手を握るはずだった左手も空を切り、その

ままの状態で前向きに倒れ込んだため、左手をつき骨折した。

32 40301
30～

49

7
11～

12

荷積先工場敷地内において、積荷後、シャーシ前方（助手席側）の積荷

上部にある緩衝材を取ろうと荷台に乗ったとき、足を滑らせて仰向けに

転落した。 その際、防火用の砂を納める箱（ブロックの様なもの）に

肩を強打し、左肩甲骨を負傷した。

48 40301
50～

99

7
10～

11

被災者は、停車中トラックの荷台の上で、棒を引き抜く作業をしてい

た。 その際に足を滑らせてしまい、荷台の上に尻餅をついた。 尻餅を

ついたのが荷台の角であったため、荷台から右半身を下にして落下し、

地面に叩きつけられ、右大腿部を骨折した。

55 40301
10～

29

7 8～9

場内にて、生コン車に生コンを積込み後、ホッパ及び洗車用ノズルガン

を取ろうとしてステップを登ったとき、急にめまいがして、コンクリー

トの地面に落ち、左足を捻り骨折した。

64 10901
10～

29

7
11～

12

場内でユニックの荷台からコンテナを下ろす作業中に、コンテナにフッ

クを掛けて荷台から下りるとき、足が引っ掛かり落ちた。
65 150102

10～

29

9～
弊社工場前にてトラックで商品であるトラクターの納品作業中にトラク

10～



9
10

ターを降りる際に、雨が降っていた為足が滑ってトラックの荷台から落

下した。 落下時に膝を打ち転倒し、左膝を骨折した。

39 80209
29

9
16～

17

被災者は、2トン集荷台に積み込まれた資材を確認後、テールゲートを

渡って高床ホームに戻ろうとしたが、テールゲートは既に下げられてい

たのに気付かずテールゲート上（およそ40cm）に転落した。 ドライ

バーは、高床ホームでの作業を終え、2トン車助手席側後部よりテール

ゲート上に人が乗っていないことを目視で確認し、テールゲートを下げ

る操作を行った。 その後、2トン車後部扉を閉めながら、荷台の中を確

認しようとした所、被災者が転落してきた。

63 40301
100～

299

9
10～

11

倉庫の前で、フォークリフトで芋の入った鉄のコンテナをダンプの荷台

に移す作業中、鉄のコンテナのロックを外すため、被災者が荷台の足場

に登り、ロックを外し、降りる際に体勢を崩して落下し、左の大腿骨を

骨折する。

53 10109 1～9

9
9～

10

当社製造野沢菜の塩漬けをコンテナ詰めをして（1コンテナ25袋30kg）

をパレットに24コンテナ積み合わせ、ビニールラップでくずれないよう

にしばり、リフトにてトラック荷台に積み込みジョルダーを使用して移

動400コンテナを積み込む、荷台の上で移動の時前に傾斜してあるが人

手で押して移動する。 その際、本人が足をすべらせバランスをくずし

落下した。 下はアスファルト高さ1.2～1.3m程だが、腰、脇腹を打って

しまった。 何年も作業していることで油断があったのかもしれない。

39 10103
10～

29

9 7～8

組合の土場で、トラックに荷物を積んだあと荷台に上がり、シートをか

けている時、荷台の後方より足をふみはずし、3mくらい下のコンク

リートの土場にうしろ向きで落下し、骨盤と右ひじの骨折、後頭部に傷

を負い出血した。

58 40301 1～9

9
11～

12

ユニック付大型トラックのクレーンで積込作業中、積み上がったバック

の上に上がり残りのバック積込の為、クレーン操作をしていてバック吊

りに足をかけてしまい、荷台から地面へ落下、その際、左手をついた為

左手首を骨折した。

55 40301 1～9



9
22～

23

農場で、生鳥のカゴを積込終了後にトラック後部のパワーゲートにロッ

クをかける為、バンパーにのりロックをかけた後、降りる際に、パワー

ゲートを固定していた角材に左足が乗ってしまい、左足をひねってしま

い骨折した。

49 40301
10～

29

9
16～

17

荷物を積むホームで、使用しなくなった緩衝材を荷物の上にあげようと

した時、トラック荷台アオリ柱下段フックに足をかけのぼって緩衝材を

あげようとした。 バランスをくずし60cm下のプラットホームに転落し

右手首を骨折した。

39 40301
10～

29

9
14～

15

大型トラック荷台の前と後に二列ずつ外壁材の製品を天上クレーンで積

載後、荷締めのため場所を移動し（同敷地）荷締めを終了、製品に下掛

けシート（本シートを掛ける下に敷くシート）を後荷に掛け、前二列に

掛けるため、前荷に移動（巾数+Cm、段差数+Cm）した際、前荷に積

載していた厚さ6cmの製品に爪先が接触。 体型を崩し左前方トラック

助手席側地上に両足から落下（飛び降りた状態）（地上から約2m）し

た際、左足くるぶし付近を骨折負傷したものである。

63 40301
50～

99

9
10～

11

集配先にて、荷物を荷台から降ろす際に、奥に積まれていた荷物を手前

に寄せ、降りようとしたときに荷物に接触。 そのまま倒れ、地面に落

下するのを咄嗟に防ごうとして荷台につかまった時、右肩を脱臼したも

の。

43 40301
10～

29

9 8～9

貨物積込完了後にシート台からシートを降ろすため、荷物の上に乗り

シートを持ち上げて後ずさりした所、左足を踏み外して床に落下した。

その際にトラックのアオリ部分に、左脇腹を打ちつけてしまった。

56 40301
30～

49

9
9～

10

公営住宅建設現場で石膏ボードを荷卸するため、シートをはがし荷台か

ら降りる際、雨で足が滑りサイドステップから地面に着地した際に、右

足小指を脱臼した。

34 40301 1～9

9
13～

14

型枠を使用する材料を取りに4tユニックで資材置場に行き材料を積み終

り、資材置場から100m走りだした時バンドが緩みそうになり、直そう

としてトラックに上がり足がすべり、トラックの荷台から2m下に落ち
44 30199

10～

29



た。

9 8～9

取引先堆積場で荷卸し作業をしているとき、トラックの荷台から地面に

降りようとした際、足もとが滑ってバランスを崩し、転倒して左腕を負

傷した。

63 80109
10～

29

9 8～9
国道脇側道で固縛を確認作業中、荷台前方プロテクターに立って作業

中、足を踏み外しプロテクターに腹部をぶつけて受傷した。
57 40301

30～

49

9
13～

14

会社の倉庫内にて、トラックの荷台上でシートを剥がす際、足をすべら

せ荷台から地面に落下し右肩を打った。
52 40301

30～

49

9
11～

12

3t車荷台へわら積み込み作業中、荷台の後方へ下がりすぎて、わらと共

に落下した。 その時、身体を支えようとして、右手ひじを骨折した。
37 80109 1～9

9
10～

11

当社営業所内において、建機の回送作業を終えたところ、大型回送車の

運転手より声をかけられたため、被災者は回送車の助手席側よりステッ

プ上段に足をかけて登り、助手席窓越しに対話していた。 運転手との

話が終わり降りる際、足を滑らせ着地に失敗し、右足に全体重の負荷が

かかり負傷した。

47 80409 1～9

9 8～9

当社作業置場で、4トン車の荷台にあがろうとしたところ、足をすべら

せ、バランスを崩し、後背部から地面に落ち、肩のうしろ、腰、臀部を

強打した。

58 40301
10～

29

9
9～

10

入庫した鋼材をトレーラ荷台からの荷降ろし作業を3名で行っていた。

被災者荷台で玉掛け、作業者A:地ホイスト作業、作業者B:玉掛け、被災

者は玉掛け作業完了後、トレーラ荷台最後部の一時待機場所へ移動し

た。 作業者Aは被災者が一時待機場所へ移動したことを確認したが、ホ

イスト作業をするため、再度被災者を確認したところ、姿が見えなかっ

た。 ホイスト作業を中止し、トレーラ後方を確認したところ、仰向け

で倒れている被災者を発見した。

62 11409
500～

999

9
16～

17

取引先の工場内において、運搬した荷物を運び出そうとした際、荷台の

上で荷物の上で荷物の向きを変えようとしたところ、トラックの荷台の 57 40301
30～

49



アオリを下げていた状態だったため、転落し負傷したものである。

9
11～

12

積み降ろし作業の為、出庫口のプラットホームに冷蔵車をバックで停

め、荷台のゲートをホームに接続し作業をしていた際、ゲートから落ち

てしまい頭部（右耳辺り）を地面で打ち骨折負傷した。

67 10101
10～

29

9
11～

12

製品の納品及び材料の引き取りのため出張作業中、トラックの荷台に材

料を積み込む際に、材料の袋を引いたときに手がすべり、荷台から後方

に転倒し、地面に体を打ち負傷した。

67 11502 1～9

9
15～

16

構内に於いて、従業員が4tトラックの荷台後方で荷物の積み込み作業の

手伝いをしている際、荷台に敷いてあった台木に足が引っ掛かり、荷台

後方（荷台の高さ約1.2m）から背面で落下し、頭部及び腰部を打撲、

負傷したものである。

69 40301
50～

99

9
9～

10

工場の構内で、荷物を降ろすためトラックのあおりの留め具を外し荷台

に昇った。 荷台内のラッシングベルトを外し、荷台上を移動する際、

バランスを崩し、あおりに寄りかかってしまい、あおりが倒れた。 支

えがなくなってしまったため、一旦はウィング扉に手をかけて体勢を立

て直そうとしたが、耐えきれず、左側を下に地面に落下し、左肘を骨折

した。

48 40301
50～

99

9
15～

16

営業所ヤード内にて、大型ダンプの作動確認のため、運転席に乗り込ん

だ。 作動確認が完了したので、運転席から下り、一つ目のステップに

足をかけて、二つ目のステップに足をかけようとしたところ、踏み外

し、地面に後ろ向きから落下し、後頭部負傷した。（高さ150cm位）

その後、自力で事務所に行き、止血し救急車を呼んでもらった。 その

約3週間後、頭痛が続いたので病院へ行ったところ、手術が必要とな

り、入院することとなった。

47 80409 1～9

9
13～

14

集荷施設で、小松菜の入ったコンテナを2トントラックから荷降ろし作

業中に、荷台の後方から誤って足を踏み外し転落した。 そのとき右手

手首を骨折した。

50 60101
10～

29

被災者は駐車場内にて改修工事中に出たごみの片づけを行っていた。 2t



9
11～

12

トラックの荷台にゴミを積んでいてトラックの荷台に上がったところ、

足を滑らせふらついた際、駐車場内にたっている鉄柱に後頭部をぶつ

け、そのまま荷台から落下してしまった。

22 30209
10～

29

9
9～

10

敷地内トラック陸送業務の為、工場内に大型車を停め運転席を正面にし

て後ろ向きで降車する際、左足をステップ置き、右足を運転席側からず

らして次のステップへ移動させようとしたものの、足をひっかけてしま

い、バランスを崩し1.5m位の高さ腰から地面に落下する。 地面に強く

打ちつけ身動きが取れず、救急車にて搬送し治療を受ける。 意識は有

り脳に異常などは見られなかったが、身動きが全く取れない為、そのま

ま入院になった。

47 80202
50～

99

9 8～9

トラックに材料を積み、コンビニに停車中材料の確認のため、荷台に

登ってパイプなどの数を確認している時に、足を踏み外してしまい、パ

イプなどと一緒に転落、左腕を骨折した。。

21 30201
10～

29

9
12～

13

当会社の駐車場で、8tトラックの荷台に積まれた仮設材上（高さ、地面

より約2m）で積み替え作業中、足を滑らせ転倒し、地面に落下し負傷

した。

54 40301
10～

29

9
14～

15

積地で積み込みを完了して荷締めをしようとレバーブロックで固定して

たところ、いきなりレバーブロックがフリーになり荷台から落ちた。
48 40301

10～

29

9
9～

10

トラック輸送業務の為、工場内に大型車を停め運転席を正面にして後ろ

向きで降車する際、左足をステップ置き、右足を運転席側からずらして

次のステップへ移動させようとしたものの、足をひっかけてしまいバラ

ンスを崩し1.5m位の高さ腰から地面に落下する。 地面に強く打ちつけ

身動きが取れず、救急車にて搬送し治療を受ける。 意識は有り脳に異

常などは見られなかったが身動きが全く取れない為、そのまま入院に

なった。

47 170101
30～

49

横持ち車両への承認積み込み作業に於いて、コンテナ内で罹災者が管理

帳票を探していた際、当該車輌のドライバーは罹災者がコンテナ内にい

る事を気付かずコンテナの扉を閉める為に、出荷バースから車両を前進



9
21～

22
した。 急に車両が動いた事から、罹災者は慌ててバースに飛び移った

が、足を滑らせ背中よりバース下に落下し、腰・背中・頭を強打。 事

象発生後、センターにて救急車両を手配し、近隣の病院へ搬送。 病院

にて背中と腰に骨折とヒビが確認された為、即入院となる。

44 50101
100～

299

9
20～

21

荷役作業の際、トラックに荷物を積んでいたところ、誤ってトラックの

荷台から足を滑らし落下して左足を強打した。
52 40301 1～9

9 4～5

駅前店の駐車場に於いてトラック（2t）の荷台から納品の為、前向きに

降りる際、大雨が降っていた為足を滑らせ高さ1mの荷台から背中より

落下、左肘、肋骨、肺を受傷した。

60 40301
10～

29

9 7～8

商品積込時、順次前より積み込みをしていて、荷台の後ろの積み込みを

している時、誤って足を滑らせ、体の左側より転落し、左肘の骨折と手

首を打撲する。

56 50101
10～

29

9
15～

16

荷物の積み込み中、トラック助手席側アオリの上に乗り台木をセットし

ていたところ、アオリ上から足を滑らせ、右足から地面の上に置いて

あった鉄骨の上に落下、右ふくらはぎ、左太もも、左脇腹を負傷する。

65 40301
50～

99

9
9～

10

被災者は、午前中に搬出車輌（4t車）荷台上で型枠材（単管3.5m×50

本）1束を積込中、積込位置を調整するため、玉掛者がタワークレーン

に合図を行い揚重したところ、補助員として手伝っていた被災者側へ吊

り荷が振れたので、手で荷を押さえたが耐えきれず、荷台上の型枠パネ

ル上かわ（荷台上0.8m）から、後向きの状態で約1.8m下の地面に飛び

降りて被災した。（トラック荷台の高さ1.05m）

46 30201 1～9

9
14～

15

上記日時頃、解体工事現場に於いて、ダンプトラックの荷台に乗り、廃

材積み込み作業中、地面に落下、悪天候（雨）の為、足元が不安定にな

り、落下の際、左膝と右肘を強く打撲した。

45 30309 1～9

9
11～

得意先の依頼で船橋港の荷扱い先で積み置きする為に入り、運転席右側

の荷台あおりを下ろし、自分は後から降りようと左足を後部バンパーに

掛けて、そのあおりに手を掛けて降りた時、助手席左側のあおりを朝の
55 40302

10～



12 荷下し現場の職人の方があおり止めを掛けてくれたと思いこみ、自分の

右足をバンパーに掛けて降りようとしたら、そのまま後部あおりごと落

ち、強打した。

29

9
9～

10

ユニック車からの荷下ろし作業中、荷物の確認作業を行っているとき、

トラック荷台でバランスを崩し、地面に転落した。
42 11702 1～9

9
10～

11

トラックで配送業務中、店舗に着き、荷台の中の商品を荷台の後部まで

引き出して、右足から荷台を降りようとしたとき、ステップの板のない

部分に足を降ろしてバランスを崩し、地面に右臀部から落ち負傷した。

そのときは、さほど痛みを感じず配送業務をしたが、椅子に座れない状

態になり、配送業務を中止した。 普段乗っている車両のステップは角

まで板があるが、当日は別の車両で角まで板がないステップで角まで板

があると思って足を降ろした。

57 40301
50～

99

9
10～

11

トラックの荷台にて、乗せた雑草がこぼれないように、コンパネをト

ラック荷台の後部に立て荷台から降りる時、側面よりコンパネを跨ぎ荷

台の横アオリの上部に足をかけ（1.2m位）そこから飛び降り、着地の

際に被災した。

64 170209
10～

29

9 7～8
倉庫前の駐車場でトラックの荷台に上がり、シートをあけている時、足

を滑らせてしまい落下、右の肋骨を3本骨折した。
33 80109

10～

29

9
19～

20

荷捌き所に到着し、商品を降ろしている際、荷台の奥から商品（酒）が

入ったコンテナを3段積で手鍵に掛けて引いていたとき、足の運びがう

まくいかずに躓きこらえようとしたが、左足を荷台の最後尾から踏み外

し、仰向けに地面に落下、その際、頭を打たないように左手から落ち

た。

47 40301
300～

499

9
16～

17

荷卸を行うために荷物の固縛を解除した、固縛解除が完了し、トレー

ラー台車の荷台の上から降りようとした際にバランスを崩したため地面

に飛び降りた。 着地した際の体勢が悪く左踵から着地、飛び降りた際

の衝撃が左踵にかかったため左踵骨骨折となった。

46 40301
10～

29

解体・他工事の現場にて、大型ダンプの荷台上で、コンクリートがらに



9
17～

18
混入している異物を手作業にて除去する作業中に、荷台の枠に足をかけ

た際、踏み外してそのまま地面に転落し、左手を負傷した。

28 30209 1～9

9
11～

12

粗大ごみの収集業務を行っていた。 荷台に積んだ積荷の状態が気にな

り、もう一度車のステップへ足をかけ、手直しを行ったが、その車のス

テップから地上へ降りる際、右足から着地し、踵に損傷を負ったもので

ある。

59 150103
30～

49

9
17～

18

工事箇所に接した道路上において、舗装作業終了の小道具、転圧機械の

トラックへの積込作業時に発生した。 ローラーを所定の位置に格納

後、車輪ロックが掛からないので、再度エンジンを始動して小さく前後

進をした際、誤ってトラックから転落した。 ローラーも転落して、ハ

ンドル部分が胸部を圧迫した。

42 30109 1～9

9
16～

17

当社構内に於いて、10tトラックに積んである荷物を降ろす為、フォー

クリフトに荷物を載せたのを確認し、荷台からフォークリフトに戻る

際、右手を荷台の床について地面に降りようとした時に、右足が引っ掛

かり、高さ1.2mから地面に落下し、腰部、左手、右足を強打し打撲負

傷したものである。（エンジン停止） 対策として荷台から降りる時は

コンテナを用意して段を作って、降りるように指導した。

57 40301
50～

99

9
15～

16

配送先顧客の構内において、納品の為にトラックの荷台（高さ約1メー

トル）から降りるとき、誤って足を踏み外して地面に転落し、地面に手

をついたときに左手首を骨折負傷した。 荷物は持っていなかった。

54 80109
30～

49

9
13～

14

送電線の電線張替作業において、当人が積載型トランククレーンの荷台

に積んである資材と機材を下すため、玉掛けしようと荷台に上がる際に

足を滑らせ体勢を崩して転落し受傷した。

54 30301
10～

29

9
9～

10

新築工事現場で積み荷のALC板を荷下ろし作業中、トラックの荷台上に

いて、50cmほどクレーンで釣り上げたとき被災者側にALC板が来たた

め、手で止めようとしたが止めきれず、手を離したときにバランスを崩

して落下し、地上に下したALC板の角当て部分に脚部を打ち付け負傷し

63 40301
10～

29



たものである。

9 3～4

コンビニエンスストア駐車場において、荷台後部の荷物の荷締めが気に

なり、再度点検と荷締めをして左足を左方向に踏み出したところ、左足

が荷台の床から外れ荷台の左側から地面方向に転落し、右手首を負傷し

た。（夜間で暗くて視界が良くなかった。）

50 40301
10～

29

9
23～

24

本社から大型トラック（13.7t）で運送するため高速道路を利用して走

行中、夜中に休憩するため、トラックから降りようとしたところ、通常

後ろ向きに降りるべきところを前向きに降りようとし、またステップ

（乗り降りするための段差）が湿気で濡れていたため、右足を滑らせ体

のバランスを崩し約1.5mの高さから転倒し、右手から右肘をコンク

リート上の地面に強打した上、腰部をぶつけて骨盤を骨折したものであ

る。

63 40309
30～

49

9
15～

16

トラックの荷台から前向きに降りる際、ステップを踏みはずし、右足を

捻り負傷したものである。
35 40301

50～

99

9
11～

12

介護の送迎車の不具合が発生し、車の修理点検のため、会社で点検を受

け、事業所に帰る際、車に乗り込もうとした時に足を滑らせ、駐車場に

転落し、右大腿骨と右肩を強打した。 あいにく雨天で滑りやすい状態

であった。

56 130101
10～

29

9
14～

15

当社工場内、トラックの荷台に乗り、幌骨にライトチューブを巻く作業

中、後ろを確認せずにトラックの荷台の上を後退し、閉めた状態だった

リヤバッタリに足が当たり、そのまま転落し、負傷した。

48 11701 1～9

9
14～

15

工場内でL字型のPC板を積込中、荷台に乗っていたクレーンが近づいて

きて、手前で止まると思っていたが、止まらないので荷台から飛び降り

た際、足から落ち膝をついて、右手の肘を負傷した。 病院に行き、右

肘の骨折とわかった。

54 40301 1～9

9
11～

12

路上において、トラックのシートを掛け直そうとトラックの側面にある

足掛けに足を掛けて作業をしている時、足が滑り背部より落下、その

際、左手を強く着いたため左肩・腕を負傷したものである。

53 40309 1～9



9
13～

14

センター内で、パワーゲートを開きホームに接車し、各店舗別にカゴ台

車に仕分し、積み込みが完了して、ゲート上でラッシングベルトを締め

ようとした時、ラッシングレールの止めが、片側が外れ、中腰で一端尻

餅をつきそのまま肩、頭から落下し、負傷する。

48 40301
30～

49

9
13～

14

当社工場、第3工場トラックヤードにて、4トントラック荷台から降りよ

うとしたときに踏み外し荷台から落下、荷物を荷台に載せるために駐機

していたフォークリフトの爪部に顎が当たってしまい裂傷、打撲したも

のである。

40 11209
10～

29

9
14～

15

車両コンテナからプラットホームへ移動しようとして目測を誤り、コン

テナとプラットホームの隙間に落下、左脚の膝を骨折した。 （コンテ

ナの高さは、約130センチ、コンテナとプラットホームの隙間は60～70

センチだった）

42 40301
10～

29

9
14～

15

当該運転手がトンネルに差し掛かった際、先方に倒木処理をしていた車

輌が2台停車していた。 その際、処理中の車輌から声を掛けられて、援

助するために当該車輌から降りた。 そして、ダンプ運転席ステップに

立ち、当該倒木にロープを掛けようとしたところ、足を滑らせ落下、両

足で着地したもの。 その際の衝撃で両足（踵）を受傷した。

71 30106
10～

29

9 6～7

当社倉庫に於いて、ゴミを車から回収ボックス（3.5m×2m×1.5m）に

投げ込む為、車（1.5t）のバタ板（地上からの高さ0.7m）に乗り作業し

ていた所、足を踏み外し駐車場に転落し、左上半身を地面に打ち付け、

首の周りを負傷した。

66 80209 1～9

9
19～

20

構内にて、トラック故障の為荷物の積替作業をしていた。 その際にリ

フトも故障して動かなくなった為、手作業で荷物を運ぶ事になり、リフ

トとトラックに足を掛けて荷物を移動していたところ最後の1つを移動

した時に、先に置いてあった荷物に当たり、バランスを崩して荷台から

落下、左足から落下の為、体重が左足にかかり、激痛が走った。 足首

は痛みで動かせない状況であった。

49 40301
100～

299



9 7～8

朝作業前にトラックの整備点検後、掃除をしトラック後方の踊り場から

降りる時、バンパーガードの2段目に足を掛けた際に左足が滑って落下

した。

52 40301
10～

29

9
9～

10

当社倉庫でミキサー車を洗車中にホッパー下の梯子に上っていて足を滑

らせて、地面に転落したものである。
46 40301 1～9

9 8～9
小雨の中トラックのシートを直そうと荷台にあがり、手すりパイプの上

に乗って作業中、雨でぬれていたためすべって転落したものである。
66 40301

30～

49

9 8～9
営業所車庫内にて、荷台上の整理整頓中振り向いた瞬間、荷台から足を

踏み外し、足から転落した。
41 40301

10～

29

9 8～9

トラックステーションにて、トラック荷台上で製品にラッシングベルト

を掛け終えてトラック荷台から降りる為に、トラックのアオリに手をか

けて後ろ向きで、左足をタイヤ上部にのせ右足から着地した際に、ひざ

に痛みを感じた。

48 40301
50～

99

9
10～

11

トラック荷台にて、片付けの為にベニヤ板を外そうとして足を荷台から

踏み外し、地面に落下し頚椎損傷した。
50 40301

30～

49

9
10～

11

工場内にて納入前作業で、運転席からジョイントを取り出す際に、ス

テップを踏み外して、落ち負傷した。
52 40301 ―

9 8～9

工場出荷場にてトラック荷台上で積み込み作業中、積荷にシート掛けを

した際、体勢を崩し高さ1.8mの荷台より落下した。 落下の際に腰を打

ち骨折および頭を打ったことにより出血した。

53 40301
10～

29

9 0～1

当社支店にて取引先の集配車両（ウォースルー車）を、整備工場内のリ

フト所定位置に停車させた後、助手席のスライドドアを開け降車しよう

としたときに車輪止めに足を乗せ滑らせてしまい足から滑り落ち、右足

のすねを強打した。

57 170209
30～

49

9
10～

11

交差点付近の空地にて住宅部材を積み替え中、荷を下ろす為に使用する

スリングベルトを拾い上げるため荷の上から片足をアオリに掛けようと

した時、濡れていて足が滑りバランスを崩し、左肩から地面におち左鎖
51 40301

30～

49



骨と左第一肋骨を骨折した。

9
18～

19

営業所において、荷物の積み替え作業中、トラックの荷台（高さ約

1m）から降りようとしてバランスを崩し転倒、地面に右手をついて負

傷した、帰宅後腫れてきた為受診した。

49 40301
10～

29

9 8～9

当日、工場施設内に於いて、製品を出荷するため、大型トラックの荷台

に上がり、納品する部材の写真取りの作業を行った。 その後、荷台

（高さ約1メートル）から地面に降りようとした際、右足が積み込まれ

ていた、木パレットとバッカンの間に引っ掛かり、バランスを崩した状

態で、腰部右横側から地面に落ちて負傷したものである。

59 11209
50～

99

9
11～

12

立てかけていた製品を台車にのせる時、作業手順を間違え製品が倒れて

負傷した。
65 11209

10～

29

9 8～9

配達先工場入庫前待機中、荷卸し準備の為、荷台（平ボディー）のシー

トを外す作業及び積荷の確認を行っていた。 シートの端が積荷の下に

敷かれていた為、荷台側面とガッチャで固定されている後部アオリを倒

す必要があり、一旦ガッチャをゆるめた。 シート外し作業を終え、積

荷状況確認の為、後部アオリに乗った所、ガッチャが外れ地面に落下、

両足で着地するも腰を圧迫してしまい負傷した。

58 40302
10～

29

9
15～

16

ロジ3階に到着し、接車場所を確認するため8トン車両から降りようとし

た時、雨で車両乗り降り用のステップが濡れていたため、足が滑り右手

から地面に落下し、右手を負傷したものである。

61 40302
100～

299

9
16～

17

現場でバッカン入れ替え作業中、ユニック車荷台へバッカンを設置し、

ワイヤーロープのフックを外している時、手がすべり2mぐらいの高さ

から転落し、アウトリーガーの取手部分に尾てい骨を強打し地面におち

た。

63 150102 1～9

9
13～

14

工場硝酸空ポリ缶返却場で、同空ポリ缶を荷下ろしするためトラックの

荷台上から地上に降りようとして、三方開きの左側ドアをまたいで右足

を足掛けに掛けたところ、左側ドア後方のキャッチと前方のドア止め金

具を外していたことを失念しており、ドアが外れ、その勢いで1メート

57 40301 1～9



ルほどの高さから落下し、負傷した。

9
9～

10

倉庫にて納品中の事故、トラック荷台上で荷物の載ったパレットを引っ

張り棒で引っ張った際、引っ張り棒がしっかりパレットに掛かっていな

かった為、後ろ向きの状態でトラック荷台上より、コンクリート地面に

落下、後頭部切傷（3針縫合）腰・背中打撲したもの。

32 40301
50～

99

9
11～

12

商品を積み込んだトラックにシート掛けをする為、あおりに乗って、

シートを引っ張ったところ、誤って足をすべらせ、隣に停めてあった車

の上に落下し、右手と腰などを負傷した。

52 40301
10～

29

9
14～

15

LPガス充填所において、積荷作業の途中3tトラックの荷台より側あおり

を引き上げていたところ、力を強く入れたので誤って約1m下に落下

し、負傷した。

42 40301
10～

29

9
9～

10

木材加工工場のオガ粉を貯蔵するサイロからダンプトラックにオガ粉を

積み込み作業中に、何らかの原因で転落、積み込みは完了していたの

で、残る作業はサイロの扉を閉め荷台にシートを張るのみであると思わ

れるが、当日朝は雨が降って車体も濡れてすべりやすく、なおかつ、積

荷のオガ粉の上という足場が不安定で高所の作業であるにも関らず、携

行していたヘルメットを装着せず作業していた、本人の意識がないので

断定はできないが、濡れた車体で足をすべらせて落ちたのではないかと

思われる。

60 11709
10～

29

9
10～

11

倉庫内で、トラックでの作業員、荷台にあるカゴを降ろそうとして、荷

台にのぼろうとした時、つかんだつもりの手掛りをつかみそこねて転

倒、その時、同時に左手を地面についてしまい、負傷、左手首を骨折し

たのを気付かずに痛みをがまんしていたが、次の日、骨折と診断され

た。

52 30201 ―

9
12～

13

配送先である構内で荷降し後トラックの荷台で運搬用具の整理中、溝に

足がひっかかり地上120cm位の高さの荷台から落下し、左足をねじっ

た。

40 40301
10～

29



9
17～

18

当社北側資材置場で、翌日の現場準備をする為、2tユニックの荷台に立

ち、資材を積み込んでいたところ、足をすべらせ荷台から転倒し、右腕

部及び右側肋骨を骨折した。

32 30309
10～

29

9 7～8
集配車の荷台において荷物整理、積込などの作業中バランスを崩し荷台

から転落時に、頭部・肩・肘を打撲、骨折した。
61 40301

10～

29

9 7～8

集配車の荷台において荷物整理、積込などの作業中、バランスを崩し荷

台から地面に転落したもの。 転落時に、頭部・肩・肘を打撲、骨折し

た。

61 170101
100～

299

9
9～

10

本社工場にてトラックトレー台車上で品物を載せ、天井クレーンにワイ

ヤーフックにかける作業中、その作業に気をとられ、足元を見ていな

く、体のバランスを崩して下に落ち、手を地面についた際に負傷した。

43 11009
10～

29

9
11～

12

構内において、被災労働者とリフトマンと立ち会いの者の3名で積み込

みを行っている折、被災労働者が荷台上の尺角を緩衝の為設置しようと

したところ、荷役作業中の製品（2.7m×5.8m×40cm、重量6トン）が

前進して、立ち位置が無くなり荷台上より地面に転落、頭部及び腰背部

を打撲したもの。 （立ち会いの者と被災労働者が大声で、リフト作業

の停止を叫んだが、リフトマンに伝わらず被災労働者は製品と接触、反

射的に避けようとして、荷台より約1.6m下の地面に転落したもの）そ

の後、労務可能となり出勤している。

61 40301
100～

299

9
14～

15

フォークリフトを使って200kgある肥料をトラックの荷台から下ろす作

業中に、荷台から降りようとしてロープに引っかかって左膝をひねっ

た。

65 60101
10～

29

9
14～

15

路上で積荷の点検を荷台に乗り行っていたところ、足を滑らせ荷台から

路上に転落し負傷した（打撲、右手首骨折等）。
58 40301

30～

49

9
13～

14

外壁改修工事現場で、ダンプ（2t）の荷台の上で、土納袋の入ったガラ

を積み込み、袋からガラを取り出す作業中、足元の安全な確保が不十分

であったため、勢いが余って荷台から転落し、頭部を地面に打ちつけて

しまった。

87 30201 1～9



9 7～8

営業所の構内に駐車している2t車両の積み込み作業中、荷台から降りよ

うとしてステップに左足を置こうとしたが、ステップの位置を見誤り、

地面に転落した。 その時に左手で身体をかばおうとして体重が左手首

にかかってしまい、骨折したものである。

40 40301
30～

49

9 6～7
車輌荷台から地面へおりようとした際、荷台の床につまずいてしまい、

荷台より落下し右足首靭帯を損傷した。
47 40301

10～

29

9 7～8
トラックの荷台で荷卸中に、足場が悪く足をすべらせて荷台より落下し

た。 その時手から地面についた時に、右手首を痛めた。
62 40301

10～

29

9
9～

10

倉庫の空きスペース活魚搬送トラック（積載7.3トン）を止め、水槽内

の海水を抜き、水槽の上で作業をしていたところ、2槽目と3槽目の間運

転手側のところで体のバランスを崩し、約2メートル下のコンクリート

の床面に足より落下して、左の踵を強打した。 トラックの水槽の上部

面での作業の安全のため滑り止めマットをほどこしていたが、コンク

リートの床面とマット面の距離が2メートル程度のために高所作業とも

思われなかったために、墜落防止対策を行っていなかった。 しかし、

当該作業は日常的作業のために今まで事故もなかったために、安全作業

に対する意識が薄れていたと思われる。

46 80109
50～

99

9 8～9

積載物（山留主材）最上部にて、荷降ろしを行う為、荷物と荷物の間に

すきまを作る際にしょうせん棒を用いて作業を行っていたところ、力の

加減を誤り、バランスを崩し、荷台の外側へ重心が傾いた為、最上部か

ら地面へ飛び降りてしまい、その際に左足から着地を行い、踵を骨折し

た。

53 40301
10～

29

9 4～5

荷物を積み込もうと左ウイングを開け仮卸ろししてあった背の高いパ

レットと長尺物のパレットをリフトにて手前側に並べて積み込む、荷台

にいた運転士に指示したが理解できなかった為、教えようと荷台に上が

り、長尺物が載ったパレットと他の荷物との隙間に両足を差し込んだ状

態から荷物を越えようと片足を抜いた際に、バランスを崩し地面に落下

し負傷したものである。

66 40301
10～

29



9
10～

11

運転席から降りる時に、両手でバーを持って後向きで降りて、3段ス

テップを右、左、右で降りようとしたら、最後の足をふむ前に手がす

べって、地面に右足をついた時にヒザが横にカクンとズレた。

38 40301
50～

99

9
13～

14

作業場所である公園において、刈草の積込作業を行っていた、作業中に

軽トラックの荷台から足を滑らせ60cmくらいの高さより滑り落ちた、

その際に右足下腿部が軽トラックのバッテリーが備え付けられている箇

所に接触し怪我をした。

66 150109 1～9

9
9～

10

本人が事故前後の記憶がなく、また、現認者もないことから本人からの

聴き取りによる想像を含みます、荷卸を終えトラックに乗り込む際ス

テップを踏み外し後方へ転落した模様。 その後、無意識に運転し空港

ゲートに出たところで頭頂部の痛みと出血に気付いた、このことによ

り、頭頂部及び両肘を打撲裂傷した。

59 40301
100～

299

9
12～

13

飼料工場内で、ダンプ荷台の飼料を卸したあと、シートをはるための

ロープに乗り、シートをたたんでいたところ、ロープが切れ荷台に右足

から落下して負傷した。

36 40301
10～

29

9
16～

17

普段、従業員がよく通る道路に車の通行の邪魔になる枝が何本かあった

為、軽トラックの荷台で木を伐採していた、1本だけ高い所の枝が出て

いたので、荷台から天井に上がって滑ってケガをした。

44 70201
10～

29

9
12～

13

工場内の車両洗車場にて、車両後部のステップに乗って車両を洗車中、

ステップが濡れていたため足を滑らせ、左ひざを打ち負傷した。
47 10901

10～

29

9
10～

11

工場内にて、生コン車を洗車後、ステップを降りフェンダーに足をつい

たところ、足がすべり地面に落下し負傷した。
46 10901

10～

29

9 8～9

道の横の空地で、トラックの荷台から降りる時、後向きに降りている

時、左足をバンパーにのせていたが、すべって左胸をバンパー（ゴム

製）に強打した。

56 80109
10～

29

9
17～

トラック荷台上で、左サイドをよじ登りルーフスイッチを操作しようと

した時、片手がすべり足を踏みはずし、約170cmの高さから地面に落 38 80401
100～



18
下、左側骨盤付近を強打した。

299

9 8～9

会社の敷地内（堆肥工場）にて堆肥を運搬する10tトラックの鉄板取り

付け作業の手伝い（修理）をしている時に、鉄板を乗せていたパレット

を荷台の中の方から後ろの方へ引っ張る際に、パレットが割れてその勢

いで下へ落ちた、鉄板を乗せてパレットが腐っていることに気付かず、

鉄板を乗せる前にパレットの点検をしておくことが必要だった。

43 11709
30～

49

9 6～7

駐車場内でトラック荷台に載せていた積荷の積み替え作業中に、トラッ

クの荷台から降りようとし、車体に足が引っ掛かり転落、右足首を骨折

したものである。

49 30106
10～

29

9
19～

20

荷おろし倉庫現場で、作業前ホームに接車した10t車両の停車を確認し

たあとに、荷台にあしをかけ庫内の商品を確認していたところ停車した

はずの車両が動き出した、被災者は車両が動いているのに気付いておら

ず、荷台から足をふみはずし落下した。

43 40301
10～

29

9
9～

10

取引先で停車中にパワーゲートで荷物を積んで入れる作業をしていた、

荷台が水に濡れていた為トラックのパワーゲート作業台より滑って左足

をついてしまい、左かかとを骨折した。

55 150102 1～9

10
15～

16

建設業者の倉庫で、当社貸付用鉄製カゴの交換回収業務のため、ユニッ

ク付8tトラックを市道に駐車し、ごみの入ったカゴをユニックで荷台に

下し、留め具を外そうと荷台あおり上部に上がり、左手でカゴ嵩上げに

使用されていた板を掴んだところ、突然板がカゴの境目で折れ転落し、

肋骨第3～5、3本骨折、全身打撲、擦過傷等負傷した。 転落状況はあお

り（90㎝）から一旦荷台中央のあおり鉄製支柱に臀部から落下、そのま

ま脇の下付近（右肋骨）を強打し、荷台下の地面（荷台高さ1m）に後

ろ向きのまま頭部から落ち全身を強く打ったもの。 なお作業中はヘル

メットを着用していたため頭部の異常は認められなかった。

45 150102
10～

29

10
15～

トラック上のコンテナ内で荷降ろし作業中、パレットに積荷された商品

（ダンボール入り菓子）の上部に積み付けの乱れがあり、荷崩れの恐れ
41 40301

10～



16 が認められたため、コンテナ外に身を乗り出して当該積み付けの修正を

行っていたところ、左足を滑らせて落下（高さ約1.5m）、負傷した。

29

10
9～

10

当社敷地内にてトレーラーのウイングシャーシの中の資材（台木15本

位）を一人で手降しを行う際に、シャーシの中の台木の角に誤って乗っ

てしまい、バランスを崩し、約1m下の地面に落下して体（腰・脇腹・

腕）を強打してしまった。

47 40301
30～

49

10
17～

18

給油取扱所にて、タンクローリーへの給油を終え、タンク給油口からノ

ズルを回収し、下りようと梯子に足を掛けた時、滑ってバランスを崩し

地面に倒れ落ち、背中を打ち付けた。

37 60209 1～9

10
11～

12

工業団地の荷主構内にて、トレーラーに鋼材を積み終えて荷締めをして

いる際、レバーブロックのギアがしっかり掛かっていなかった為に体勢

を崩し、高さ2mの荷台上から落下。 着地した左足のかかと部分3ヶ所

の骨折と診断される。

59 40301
50～

99

10
14～

15

資材置き場において、資材をクレーンで平ボディーに積み込み作業中、

吊荷を下している時、荷台フックに躓いて荷台より転落した際（高さ

1m）右手首を負傷したもの。

33 30106 1～9

10
9～

10

農家宅において、コメの集荷作業を行っていた。 車両荷台に米袋を積

み終わり、荷台後部から後ろ向きに降りようとしたところ、足があおり

に引っかかり転落、左ひじを強打した。

49 40301
50～

99

10
15～

16

ゴミ置き場よりトラックにゴミの積み込みを終え、ゴミが飛ばないよう

にネットを掛ける作業していて、後ろの荷台から降りようとした時、右

足がゴムバンドに引っ掛かり、左足と右肘が着地して右肘が骨折した。

25 140309
50～

99

10
10～

11

4tトラックに資材を積み込む作業中に、積み込んだ資材をワイヤーで荷

締め作業を行っている際、ワイヤーに足を取られ地面に転落し負傷し

た。

66 10409 1～9

10 8～9

駐車場内にて重番（資材）回収作業を行っていた。 トラック庫内に番

重を積み込み、再度番重を取りに行く際に、後ろ向きでステップに足を
43 50101

50～



乗せた時滑り、バランスを崩し落下した。 当日は雨天によりステップ

も濡れていた。 落下時、右腰付近を強打した。

99

10
17～

18

当社敷地内駐車場でダンプ（10t車）の洗車作業中、ダンプの荷台に上

がる為運転席部のハシゴの2段目（1m50cmの高さ）に足をかけ登る

際、水でハシゴも長靴の底も濡れていた為、足を滑らせたあおりで後方

へ倒れ、左肘部位を地面に強打し痛め受傷したもの。

52 80201
10～

29

10
19～

20

被災者は駐車場でトラックを駐車させていた際に、風が強かったので

キャビン車上のシートが風で飛ばされないかどうか確認するために梯子

を登り、シートが飛ばないように直した。 その作業後に梯子を下りる

際、踏み外してしまい転落し負傷した。

45 40301
50～

99

10
11～

12

4tダンプトラックの荷台の上で、クレーン仕様バックホーによる大型土

のう袋の荷降ろし作業中、荷台の上で大型土のう袋がある環境で、旋回

方向の位置から退避しないまま合図を行い、荷が迫ってきたため、荷台

より飛び降り着地した際に右足かかと部を被災した。

52 30309
10～

29

10 6～7

当社スペース前に於いて、トラックの荷物積み込み作業中、角がケバ

だった木製パレットにズボンのすそが引っ掛かり、誤って斜め後方にト

ラックの荷台から落ちて腰のあたりを強打し負傷したもの。

70 80109
10～

29

10
11～

12

1.5tフラットトラックへ積込中、フォークリフトにてハローを荷台へ降

ろしたが、位置を直していたところ、ハローのキャスターが回転し手前

に落下、次長が押さえるも、ハローと共に落下してしまった。

60 80109
10～

29

10 4～5

店駐車場にて納品作業中、荷台からカゴ台車を降ろす際、パワーゲート

が上がり切っていない事に気づかず（約30cmの段差が発生）、そのま

ま台車を降ろした為、バランスを崩し後ろ向きに転倒し負傷したもの。

49 40301
30～

49

10
9～

10

荷物を積む為にトラックから降りようとした時、ステップから足で滑ら

せて地面に落ち、背中を打った。
55 40301

50～

99

10
18～

19

工場内で4tトラックの積み荷作業中、トラック後部からステップを使い

下りようとしたとき、ステップを踏み外し1.5mの高さから転倒した。 64 40301
10～

29



その際尻もちをつき、腰と右手を負傷した。

10
14～

15

工場にて、被災者が荷物をトラックの荷台に積み込み中、雨が降ってい

たので、荷物にシートをかけている最中にシートを引っ張った途端、ト

ラックの下にあった鋼材に足から落下し、右足脛を骨折した。

44 40301
10～

29

10
10～

11

出荷作業中、トラックの荷台から降りる際、下側に傾いていた荷台手摺

りに左足を掛け滑って落下してしまった。 落下した場所に枕木があり

枕木からさらに滑ってしまった為、左足首を内側に捻ってしまった。

56 80409 1～9

10
16～

17

当社本社倉庫にて、トラックの荷台で荷物の荷締め作業中、荷台で足を

滑らせてしいまい荷台から地面に落下し、顔面から落ちてしまい歯を負

傷したもの。 また、翌日になり昨日の影響により頭痛がした。

45 40301
10～

29

10
9～

10

会社の工場内でトラックから機材の荷下ろし作業をしているときに、ト

ラック内で騎乗式の機械に乗ってトラックの荷台からトラック後部のパ

ワーゲート（昇降装置）に機械を移動させたところ、バランスを崩し機

械ごとパワーゲートから落下し、右足を機械と床の間に挟んでしまい負

傷した。

35 30302
30～

49

10
17～

18

当社資材置場に於いて、トラックに建築材料を積み込み作業中、荷台で

材料を積みやすくする為、整えている際、雨の為足を滑らせ荷台より転

落。 その際右肘左手親指等を強打し、同部を受傷したもの。

57 30209
10～

29

10 0～1
トラック荷台から下りる際、右手がトラックドアに引っかかり左手をつ

くように落下。 その際左ひじを捻ってしまい左ひじを骨折。
44 40301

100～

299

10
10～

11

食品化学工場内にて貨物積卸作業後、荷台運転席側前方から降りるた

め、サイドバンパーに足をかけようと後ろ向きになり右足を出したとこ

ろ、体重が後にかかってしまいバランスを崩し、左足が荷台角部に引っ

掛かったまま臀部より地面に落下してしまった。

48 40301
10～

29

10
10～

11

古紙回収作業中、ﾄﾗｯｸ荷台に腰の積み込み作業が終了し、荷台から降り

る際にバランスを崩し落ちた際に、骨盤を強打し負傷した。
70 80109 1～9

10
9～ 荷台の上で荷締めをする時に、バランスを崩して荷台から落下して手を

47 40301
10～



10 ついて体を支えた時に、肩を痛めたもの。 29

10
14～

15

洗車指定場所に於いて、荷下ろし終了後にミキサー車洗浄作業のため、

ミキサー車上部ステップに足を乗せた。 安全帯を掛けようとしたとこ

ろ、バランスを崩して後ろに倒れかけ、体勢を直そうとした際、約2m

の高さから転落し右足を負傷。

53 40301
30～

49

10
20～

21

事務所敷地内にて、トラックの荷台に積み込んだ品物を確認するため、

品物が汚れないように靴を脱いで荷台に上がり、荷台から降りる時に、

足の小さい荷物の上に乗った際に、滑って地面に左足の踵から落ちてし

まった。 当日は、アイシングをしたところ痛みがひいたため、業務を

行った。 骨折と診断された。

46 40309
10～

29

10
16～

17

ダンプカーの運転席から降りようとした際、二段目のステップで足を滑

らし、体重で取っ手の両手を保持できず離してしまい、右足で地面に着

地した衝撃で右足踵を被災した。

51 11101
100～

299

10 1～2
目的地の現場の切削完了後、回送車に切削機を積み込む直前、運転席か

ら足を滑らせ転宅し、怪我をした。
48 30199

10～

29

10
22～

23

被災者がトラックで荷室（助手席側脇扉）約100cmより足を滑らせ落

下。 着地時に足首を捻り捻挫し、腫れが出ている。
47 50101

100～

299

10
14～

15

現場において、2t車の荷台に乗りシートをかけている時、足を滑らせ下

に倒れた。 その時、右手をつき負傷した。
23 30202

10～

29

10
11～

12

構内において被災労働者の運転するトラックの荷台に積まれたH鋼の上

（地上約2m）に登り荷締のため両手でレバーブロックを握りワイヤー

を締めていたところ、レバーブロックのレバーから手が抜け、そのまま

地面へ転落し負傷した。

53 40301
10～

29

10
11～

12

倉庫にて製品を時に二次検数作業する為、昇降台を使用し、出荷車輌の

荷台上に乗り、製品が積み込まれるのを待機した。 製品を積込中、不

意に後ずさりをした為、地上より1,230mmの高さの荷台上から転落し

た。

61 50202
100～

299



10
15～

16

加工場において、荷卸し作業終了後、昇降用立ち馬を使用せず、大型ト

ラック後部より（H1.2m）飛び降り、足を滑らせ右手をついた時、右手

首を負傷する。

46 30209
10～

29

10
10～

11

取引先にて、トラックにタイヤを積み込む作業中、荷台から降りる時

に、誤って足を引っ掛けて体勢を崩して地面へ落下してしまい、右手首

と顎を打ち、負傷してしまった。

51 10806 1～9

10 7～8

構内での平積みコピー用紙を降ろす下準備としてウィング車内でラッシ

ングされている荷物のベルトと当て板を外す作業をしていた。 台風22

号の影響が残る強風の中少しだけウィングを上げて作業をしていた。

最後部のベルトと当て板を外し片付け二段積部分の作業にかかろうとし

た時にバランスを崩しアオリの倒れている部分からの落下時、立てて

あったアオリに右胸部を打ち、その反動で頭部より落下したものと思わ

れる。

67 40301
10～

29

10
14～

15

トラック荷台上で、実験用航空機の給油準備として燃料が入ったドラム

缶の位置を変更していた。 ドラム缶の縁に指をかけて引っ張ったとこ

ろ指が滑ったため体勢を崩し、2~3歩よろめき、荷台から飛び降りた

後、さらに2~3歩よろめいたが踏みとどまれず肩から転倒した。なお、

荷台後部のゲートは地面まで下げてあった。

44 120109
300～

499

10
15～

16

卸地先にて、コンテナで資材の片づけが終わり、トラックから降りよう

とした際にゲートが一番下まで下がっており、後ろ向きで確認せずに降

りようとした為肘から落下してしまった。

19 40301
30～

49

10
14～

15

積荷先で、3.5トントラックの荷台に積み込み作業中、荷台から降りる

為にステップに左足をかけて後ろ向きに降りたところ（高さ約80㎝）、

足が滑ってバランスを崩して転倒しそうになり、咄嗟に半転して左手で

受け身をとったところ左手首に体重がかかり骨折したものである。

54 40301
100～

299

10 8～9

資機材倉庫内で、資材の片付け作業をしているとき、車の荷台から資材

を荷降し中に雨で濡れた車の荷台から資材を降ろそうとして足を滑らせ

て1.5m下の土間コンクリート上に頭から落下した。 ヘルメットはして 60 10901
50～



いたが、あご紐が掛けられていなかった為、落下時にはヘルメットが外

れた状況であった。

99

10
14～

15

キャリアカーの1番フロアーのワイヤー交換時、安全靴の右かかと部分

がエキスパンダーの淵に引っ掛かり、体勢を崩してしまった為、上段よ

り下段に落下（高さ約1.3mから落下）してしまった。

53 11701
10～

29

10
14～

15

キャリアカー1番フロアーのワイヤー交換時、安全靴の右かかと部分が

エキスパンダーの淵に引っ掛かり、体勢を崩してしまった為、上段より

下段に落下（高さ約1.3メートルから落下）してしまった。

53 170101
100～

299

10
11～

12

トラック荷台にて、木枠にて梱包された品物2箱（1箱約40㎏）を手で

引っ張った時に手が滑り（軍手着用）トラック荷台より地面に腰より落

下してしまった。 その際に腰と肘を強打してしまう。

42 40301
50～

99

10
11～

12

荷台に配達用のカバーを取りに戻り、降りようとした際、後ろ向きに降

車し、ステップを踏み外してしまい、そのまま背中からコンクリート地

面に落下した。 激痛の為、配送業務が行えず、代走の者と交代し営業

所へ帰着。 そのまま自走で帰宅した。 背骨2本折れ、1本ひびが入って

いるとの診断された。

43 40301
30～

49

10
17～

18

建具調整工事での作業が終わり、自社に戻り、駐車場でトラックの荷台

に積んでいた。 現場で使用した道具が落ちてしまい、それをもとに戻

そうとして車から下りる時に、足を滑らして転倒し左手と頭部を負傷し

た。

70 30309 1～9

10 7～8

構内で、集配車両の積み込み作業の為、2t車の荷台で作業。荷台から降

りる際にステップを踏みはずし転倒。 右手首の骨折、右まぶた上部を

裂傷。

53 40301
50～

99

10
13～

14

トラックを運転して配達先に到着し、トラックの荷台に上がり荷台後部

のあおりのフックを自分で閉めて荷卸作業をしていたところ、卸先の作

業員があおりのフックを外したのに気付かずに、あおりに手をかけて飛

び降りようとしたため、あおりが下に落ちて同時に転落、その際に左手

43 40301
10～

29



を路面に強打した。

10 8～9

大型ダンプの荷台（コンクリート廃材が積まれた状態）に乗り、ショベ

ル（バックホー）を使ってコンクリート廃材を積み込む作業を行ってい

た。 廃材を積んだバックホーのバケット（コンクリートをすくう部

分）が荷台まで移動してくるため、運転席の左側へ身体を退避させた。

その際、コンクリート廃材に足を取られ、2m下の敷鉄板上に落下し

た。 両手をつき前頭部を強打し負傷したもの。 左手首骨折、右手首ヒ

ビ、前頭部打撲と診断された。

38 30209
10～

29

10
11～

12

12.5tトラックの荷台上で、被災者が積荷の荷締め状況（荷締ワイヤー

の状態）確認と、締め増し作業をしているときに、積荷である鉄骨上に

被災者が上がった際、雨により鉄骨上が滑りやすく、強風下で被災者が

バランスを崩しやすい状態があり、強風に煽られた被災者が体のバラン

スを崩し、荷台と積荷合わせて地上約250cmの高さから転落し、胸と腰

を打った。

47 40301
30～

49

10
16～

17

合板の積み込みが終わり荷締めをしようと合板の上に上がって歩いてい

た時、バランスを崩してコンクリート地面に飛び降り（高さ2.3m）、

両足の踵を骨折した。

58 40301
10～

29

10
11～

12

鉄工所にてトレーラーに鋼材を積み込み完了後、荷台に乗りレバーブ

ロックで荷締めをした時、手が滑り荷台から落下した。
48 40301

10～

29

10 2～3

本社荷卸場で大型トラックの運転席から降りる時、運転席下に設けられ

ている昇降ステップに足をかけたつもりが雨で濡れており滑ってしま

い、地面に転落してしまい受傷した。

59 40301
30～

49

10
18～

19

配達するため荷台を整理した後、荷物を荷台から降ろすためステップを

使って降りた際、右足から着地しようとして足首を捻挫したものであ

る。

60 40301
10～

29

10 7～8

支店にて、大型トラックから荷台後部右側に積み込んでいたパレット商

品を荷卸しする為、荷台中央部に設置していた鉄板を、右側へスライド

しようと動かした際、鉄板につけられたロープを持ってパースと並行に
39 40301

100～

299



動かしたところ、右足を滑らせ、プラットホーム下へ転落した。

10
12～

13

会社構内でトラックのコンテナー内後部から、空おり下ろしの作業中、

同後部から降りようとしてトラックのステップに左足をかけた際、ス

テップが雨で濡れていたため、その足を滑らせ、左肩から落ち、左肩と

左側頭部を強打した。

62 80109
50～

99

10
22～

23

被災者はRORO船船内にてトラクターヘッドを用いた荷役作業に従事し

ていた。 トラクターヘッドを電源シャーシに連結し、エアーホース等

をつなぐため運転席からヘッド後部踊り場に手すりを掴みステップをつ

たって移動する際、手すりが取れて後ろ向きに落下し、腰を強打した。

54 50202
50～

99

10
19～

20

幹線車両の左側ウイングを開けアオリを下ろして長尺品の積込作業をし

ていた際、走行中にウイングが長尺品によって開かないようコンパネを

前アオリに立て掛けようと荷台の後方に平積みしてあった養生材を取り

に向かった。 トラックボードなど15～16枚の束の中からコンパネを横

にずらして取ろうとしたところ、勢い余ってバランスを崩し、荷台より

飛び降りる格好で右足より転落した。

45 40301
100～

299

10
14～

15

トラックでの運搬作業中、自社の給油場所近くで、運転席から降りる

際、車のステップを踏み外し、地面にある溝（Φ15㎝程）につま先をぶ

つけ、つき指状態になった。 痛みが軽かったので、そのまま作業を継

続した。 その後親指のつけ根が腫れて、痛みが強くなった。

63 40301
30～

49

10
10～

11

配送車両の荷台から降りる際に後ろ向きで降りようとしたところ、荷台

の下部分にあるステップを見ておらず足を踏み外し、背中から地面へ転

落し、尾骨と後頭部を打った。 その後1時間以上センター内で休み、本

人が配送に行けるとのことから配送へ行かせた。 帰宅し、夜になり、

頭部、首、お尻の痛みが引かなかった。

34 80209
30～

49

10
9～

10

トラック（20t車）（トラックの高さ2.06?）の荷台の後ろのふちに乗っ

て、シートをかける時に、シートをひっぱりきれず風にあおられてバラ

ンスを崩して、地面に落下した。

51 80209
10～

29



10
19～

20

引取先で集荷終了後、最終チェックを行う為、ゲートを半分ほど上げ荷

台に上がり、チェック終了後に降りようとした際、段差になっている事

を忘れ、荷台とゲートの間に落ちた。

51 40301
100～

299

10 6～7

2tトラックで病院にて荷降しの作業中、荷台にくつをぬいで上がり、荷

を取って降りる時、ステップ上にあった右側のくつをはいた瞬間に滑っ

て前のめりに落下。 右手を地面について負傷した。 その時はそれほど

痛くなかったが、翌日から手が腫れてきた。

52 40301
30～

49

10
19～

20

支店のホーム接岸場所にて、トラックの屋根後側の天井に乗り修理を行

い、仕上げの防水材を塗った。 防水材を塗ったため、台にしていた足

場で降りることができないと判断し、直接ホームへ飛び降りたところ左

右かかとを打った。

43 40301
10～

29

10 2～3

トラックの荷台上で、荷台のスライドドアに油をさし終えて降りようと

したところ、ステップから足を踏み外し、腰から地面に転落し、腰部を

痛めた。

46 40301
30～

49

10
18～

19

駐車場内にてコンテナで次店の商品を整理後、荷台から後ろ向きに降り

ようとした際、雨で濡れていたステップに掛けた左足が滑り、バランス

を崩し仰向けにひっくり返った。 反動で地面に後頭部を強打し、同時

に切れた。

54 40301
100～

299

10
10～

11

当社駐車場に於いて、10t（大型）トラックの運転席から降りようとし

たところ、トラックのステップから足を踏み外し、着地の際に足首を

捻った。

43 40301
100～

299

10
13～

14

構内にて当日の配達荷物を倉庫内で積み込んだ後、車輌駐車場所へ移動

し、トラック荷台上で積荷であるコラム切断加工品を、ワイヤーと

チェーンブロックで荷締めを行っている最中に、バランスを崩して積荷

で顔面を強打し、そのまま落下して肩から背中にかけて強打した。

32 40301
30～

49

10
11～

12

トラック荷台に乗せた木材の上（高さ2.5m）に乗り、木材を縛ったス

リリングベルトの位置を少しずらそうと右足で蹴り寄せようとしたとこ

ろ、蹴った力の反動でバランスを崩し、落下した。

51 10401
10～

29



10
15～

16

トラック荷台より製品の入った箱を降ろすために、車上で箱をトラック

端の方へ移動させて、下車する際に、足をとられたのか、足を滑らせた

か等の原因で、バランスを崩して落下してしまい、左膝を強打した。

75 11203
10～

29

10
15～

16

トラックから荷物を下ろす時、荷物のひもが外れて、トラックから本人

が落ちた。 その時、左手首と腰を痛めた。
51 80101 1～9

10 4～5

当社の駐車場において、出庫する際にトラックの荷台を確認したとこ

ろ、シートに不具合（バラツキ）があったため、手直しをし、風を避け

るためトラックの向きを変えた後にトラックの運転席から降りた。 そ

の時、トラックのドアが風にあおられたため、運転席から落ち、頭部外

傷を負った。

66 40301
30～

49

10
12～

13

得意先へ商品を引き取りに伺い、貨物車へ搬入するために右足を荷台の

ステップへかけた時に、雨で濡れていて滑ってしまった。 その時、そ

のまま左後方から地面へ落ちてしまい、腰椎を骨折してしまった。

69 10102
30～

49

10 7～8

会社駐車場内にて積荷の仕分け作業中、荷物の商品番号の確認をするた

め、トラック荷台から下りる際、足を滑らせて転倒し落下、胸部を負傷

した。

52 40301
30～

49

10
15～

16

第三車庫内においてトレーラーのトラクターを清掃作業中、トラクター

ヘッドの踊り場の上に乗り、トラクターヘッドの左上部側面を、右手で

手摺を握り、左手を側面に伸ばし掃除しようとしたら、右手が滑り、踊

り場から地面に落ちてしまい（踊り場から地面までの高さは約1m）地

面に身体をぶつけ、左臀部と左肩等を打ち、肋骨を3本を骨折する。

60 40301
50～

99

10 4～5

路上で（4t車）資源回収中荷台に取り付けてある回収ボックスのステッ

プから降りる際、ステップに（車両中段）足を滑らし転落、右腕を負傷

した。 （当日雨が降っており滑りやすくなっていた）

36 150101
10～

29

10
18～

19

トラック荷台のラッジングの緩みを確認後、荷台から後ろ向きに降りよ

うとして右手が滑り左に転落し上半身から落ち骨折。
49 40301

30～

49

被災者は工場カラー調成荷下ろし場にて、セーフティブロックに安全帯



10
15～

16

を装着してトラック荷台上のフレコンに乗り、階上上げのため玉掛け作

業を開始した。 その後、被災者がトラック荷台のフレコン上を移動し

た際、セーフティブロックが親綱の端部留め金具に引っ掛かり、伸縮

ロープが伸びきった状態となり、その反動で被災者は後ろ側に引っ張ら

れ、高さ約2.5メートルから地面に転落した。

47 10601
100～

299

10 6～7

当日、車両の整備のため点検作業（トラックの当社保管駐車場所におい

て）を行っていた。 荷台の点検をするため運転席後部に据え付けてあ

るハシゴを登ったところ、過って足を踏み外し高さ1.2メートルから落

下し、腰部を打撲したもの。

65 30199 1～9

10
19～

20

会社工場にて荷降ろし中にトラック荷台から転落し、左肘に工具がぶつ

かり、刺さって骨折した。
30 30209

10～

29

10 8～9

積み荷のシートを外し、畳んで鳥居上部に収納したが、若干収納スペー

スよりはみ出ていたため、スタンションに登り、はみ出した部分を収納

スペースに納めようとした処、雨で足が滑り、約1m下に落下し、右足

首を捻挫したものである。

34 40301 1～9

10
11～

12

工場内に於いて、アルミサッシ枠の荷降ろし作業中、4tトラックの荷台

で、同僚が運転するフォークリフトにアルミサッシ枠を載せていた時、

アルミサッシ枠を載せ終わったと勘違いした同僚が、フォークリフトを

バックさせた。荷台上に残っていたアルミサッシ枠を持ったままフォー

クリフトを追って荷台上を移動した際、足元を確認していなかったた

め、荷台から転落し右肘関節を捻挫、右手、右前腕を打撲負傷する。

37 80109
10～

29

10
11～

12

倉庫にて、4トン車（平ボテ）に積み込み終了後、シート掛けをしよう

と荷台のアオリに足をかけシート受けに常備しているシートを取ろうと

した際にバランスを崩し、右足から地上に落下した。

64 50101
10～

29

10
10～

11

駐車場でトラックの荷台に上り整理をしていたところアオリを開放して

作業をしていたため、足を踏み外して地面に落下した。
46 40301

10～

29

10 8～9
敷地内にて洗車中、キャビン上部に登って作業後、地上へ降りる際に足

を滑らせ転落したもの。 大腿部付け根骨折。
50 40302 1～9



10
22～

23

交差点付近でカラーコーン、バーを荷台に乗って降ろしている際に、足

を滑らせて規制車から落下した。 落下した際に、縁石に足をぶつけ

た。

53 170201
50～

99

10
14～

15

荷台の上で固縛作業中にワイヤーをかけようとし足を踏み外して荷台よ

り約1.5m下にお尻から落下した。
23 40301 1～9

10
14～

15

通用口付近に於いて、配送車輌に荷物を積み込み中、荷台から降りよう

としたところ、足を滑らせ転落、左手橈骨（とうこつ）を骨折したもの

である。

59 10104 ―

10
14～

15

倉庫のトラック待機所にて積み荷を荷締め作業の際、脚を滑らせて落

下。 両足を地面に強打したもの。
68 40301

10～

29

10 7～8
荷台に上がり、貨物にかかっているシートを外している時に荷台から足

を滑らせて約1.5m下の地面に落下した。
44 40301

30～

49

10
13～

14

営業所から配送先まで建築資材（幅1m、長さ3m）配送中、積み荷の固

定に不安を感じて道端に車両を休止させ荷台上で荷締をやり直していた

時、バランスを崩して転倒し、荷台から地面に落下した。 その際、体

を庇おうと左手を咄嗟に出したため、左手首を負傷した。

62 40301
10～

29

10
14～

15

当社倉庫（資材センター）で足場材をトラックに積み込み作業中にト

ラックのあおりに乗っていたところ、足を踏み外したため地面へ転落

し、左肘を骨折した。

20 170209
10～

29

10
11～

12

28トン積みのトレーラーでユーザ先に21，882kgのコイルを荷降ろしし

た後、付近の路上にてトレーラーの荷台上の荷締機を片付けている時、

荷台上に設置したコイル置き用の木材（150mm角長さ2，480mm）に

つまずき、荷台（地上約1.7mの高さ）から転落した。 転落する際に前

向きから右に体を捻ったため、体の右側を強打することになった。

48 40301
10～

29

10 8～9
会社倉庫前で、トラック荷台に製品を積み込む作業中に、足を滑らせ、

転落した。 その際、左手を地面に打ち、手首を骨折した。
43 11709

30～

49

トレーラーヘッド上で作業をして降りる時に雨で床が濡れていたので滑



10 8～9 り、後向きのまま1.2m下に落下した。 降りる時は常に道具箱につか

まっているが、一瞬のことでできなかった。

60 40301 1～9

10
11～

12

トラックの荷づくりをした後、荷台からおりようとした時に、足がト

ラックの床にひっかかり、地面に尻餅をついた。 この時に右手を地面

について負傷した。 荷台の高さは90cmぐらいだった。

46 40301
10～

29

10
13～

14

倉庫でトラックに木材を積み込みしている時にロープに気をとられ荷台

より落ちて胸を打った。
35 10401 1～9

10
16～

17

型枠材（パネル）を倉庫から第二倉庫へ移動するために3tユニックに積

み込みをし、荷崩れ防止用の帯を掛けている最中に、積み荷の材料（高

さ≒4.0m）の上から転落し被災する。

44 30201 1～9

10
12～

13

会社の車庫内において、荷台の上を片づけていた時、道具をひっぱった

ところ手が滑り、荷台（約1m50cm）から、後にそのまま落ちて腰と背

中を強打した。

46 40301
10～

29

10
10～

11

RC、SRC道16階建て耐震改修工事現場に於いて、トラッククレーンで解

体材をワイヤーモッコで10tダンプに荷降ろしするため、10tダンプのタ

ラップからコボレーン越しに荷台に飛び降りた。 その際、足元のバラ

ンスを崩して転倒し、左足踵を強打した。

50 30201
30～

49

10
15～

16

トラクタの試運転準備でカプラを結合した後、プラットホーム右側から

降りる際、足が滑って落下し、腰から地面に落ちた。
59 80202

50～

99

10
10～

11

事故当日、現場にて荷卸し中段積みの荷物間のリン木を外すため荷物上

部約3mに上がり作業をしようとし、リン木につまずき小雨で濡れてい

た養生シートで滑り落下した。

45 40301
10～

29

10
13～

14

資材置き場で4tユニックの荷台からφ800パイプの継ぎ手を手卸し作業

中、継ぎ手が作業服に引っ掛かり、一緒に転落し左足の大腿骨を骨折し

た。

45 30107
10～

29

10 7～8

青果配送における荷下ろしの最中、トラックの庫内で荷の乗ったパレッ

トを引き出していたところ、力加減を誤り荷重に押され、落下した。
62 40309 1～9



落下は足からであり、膝の余裕もなく、背中の筋肉に負担をかけた状態

と思われる。

10
16～

17

道路工事現場近くにある広い退避所にトラックを止め、荷台にネットを

掛けるためトラックからコンテナをはずし、地面に降ろしてコンテナの

上に登り、作業を始めた。 積荷の生木が雨で濡れていたので足元が良

くないと思い、コンテナの縁に足をかけたところ、履いていた安全長靴

が滑り、ネットを持ったまま足から落下した。 その時、生木も一緒に

落ちて来て、左足首にあたった。

45 40301
30～

49

10
10～

11

ハイミックス洗車場で洗車中、水バケツ内残コンクリートをミキサー車

ドラムに移し替わるためステップを上り、右足はフェンダーの上で、左

足は一段下のステップに置き、左手で水バケツを持っている状態で勢い

をつけて右手で手摺を掴もうとして取り損ねる。 左足もすでにステッ

プから離れていたため、左足踵から落下し骨折する。 通常は右手で手

摺を掴んでから体を引き上げる。

46 40301
30～

49

10
12～

13

メタルワンスチールサービス第2工場にて荷物を積んだ後、工場を出て

すぐの路上に停車した。 荷物の荷張りをするために荷台に上がろうと

して足を滑らせて落下し、後頭部を打撲した。

41 40301
10～

29

10
19～

20

塗装工場へ荷物を運搬し荷降ろし作業中、被災者は4トントラックの荷

台で荷張りを解いた後、荷台のあおり（地上高156cm）に足をかけて地

面に降りようとしたところ同僚があおりを下げようと固定具を外したた

め、足元がぐらつきバランスを崩して着地に失敗し転倒した。 頭部と

わき腹を打撲負傷した。

35 11401
50～

99

10
9～

10

トラックからタンス等を搬出作業中、後ろ向きの状態で90cm弱のト

ラックの荷台から転落した。 転落したところにタンスがあったため、

タンスの角で背中側の肋骨を強く打ち4本骨折した。 外傷性血気胸・肋

骨骨折と診断された。

76 80409 1～9

キャベツの残渣が入ったフレコンバックの荷下ろしをするために、ト

ラックの荷台の上で、フレコンバック上部にある吊り紐をフォークリフ



10
16～

17
トの左右のフォークに掛ける作業を行っていた際、足元がふらつき、開

いていなかったアオリに足が引っ掛かり、左手から地面に転落した。

左手首粉砕骨折と診断された。

67 170209
10～

29

10
16～

17

トラックの荷台で積み込み作業中、足を滑べらせ踏み外し1m30cm程の

高さから地面へ落下した。 荷物積み込み後、痛みを伴いながら作業を

続けていたが、腫れ、痛みが引かず、左肘の骨折が判明した。

64 40301
30～

49

10
10～

11

現場から産廃処理場まで土を運ぶため、ダンプに土を積み込み、ダンプ

のキャビンにのった際にバランスを崩し、足を滑らせ、そのまま落下

（高さ2m弱）し、地面にあった大きい石に横腹を強打し、受傷したも

の。

65 30309 1～9

10
14～

15

会社ヤード内で資材整理作業をしているときに単管の上に乗って作業

中、乗っていた単管が崩れてトラックから落ち、足を地面についた際ケ

ガをしてしまった。

21 30309 1～9

10 8～9

低床式倉庫前でトラック積載物の荷卸作業をパワーゲート上（高さ

1m）のパレットに手積みしていた時、パワーゲートの端に足を着き、

滑ってドライバーが落下した。 左側から落ち地面に着地したため、左

上腕部を骨折した。

35 50101
30～

49

10
11～

12

ロードサービスで出勤時、現場の勾配がきつい坂道で事故車を積み込む

ため積載車の荷台を降ろしたところ、積載車が動き出し、それを阻止し

ようと乗り込もうとしたが振り落とされた。 積載車は、停車中の車両

のバンパーに接触し、その後電柱に激突して止まった。

46 170209 1～9

10
10～

11

積込に備えて、トレーラ荷台上で尺角（長さ2.5m、厚み

15cm×20cm）を並べかえる作業をしていた。 両手で尺角の片方を抱

えて引きずりながら荷台の右端を後ろ向きに歩いていた処、左足が雨で

滑り易くなっていた荷台の鉄フレームにかかり、安全靴が滑り、左足か

ら地上に落下した。

52 40302
50～

99

22～
回収物をトラックに積んだ後トラック荷台より降りる際、足を滑らせ転

300～



10
23

落し左足から着地した時に左足捻った状態だったため、左足甲を脱臼骨

折した。

44 40309
499

10
13～

14

酸素ボンベ庫前にて、酸素ボンベ交換作業中に伝票のロール紙が切れた

のでロール紙を入れ替え、その際に出たゴミを助手席にあったゴミ袋に

捨てようとした。 運転席から助手席に両膝をつけた状態でゴミを捨

て、右足から降りようとしてトラックに乗降する際のステップに右足を

かけようとしたが、ステップ部分に右足が乗ってないまま後ろに体重が

かかり、そのまま地面に着地。 その際、トラックのハンドル部分が右

脇腹に当たり、右肋骨骨折した。

38 80204
10～

29

10
16～

17

工場内にてトレーラの荷台より鉄板を荷卸しするため、天井クレーンに

て吊り上げた際、吊りセンターのずれにより吊り荷が振られた時、一緒

に振られ荷台より体が左向きに転落し、左腕と左腰を強打した。

55 40301
100～

299

10
13～

14
材料の積み降ろし中、トラックから転落した。 55 30309 1～9

10
15～

16

固場にて、堆肥を散布するため、堆肥入りフレコン（500kg）をユニッ

クで散布車に入れる作業をしていた。 ユニック車荷台より散布車へ乗

り移る際に足を滑らせ、ユニック車荷台のドアの支柱に接触し、ユニッ

ク車と散布機のすきまに落下し脇腹を骨折した。

59 11709
10～

29

11
17～

18

5tダンプを運転し、合材シートを畳み、プロテクターに収納した後、

キャビンの上から梯子に渡り、降りていたところ、足を滑らせ、高さ

1.5m位から落下し、左上半身を地面に打った。

67 40301
30～

49

11
17～

18

住宅解体工事の現場において、4tダンプに解体廃材等を積み込み、作業

終了後、荷台に養生ネットを掛け終え、ダンプ後方の煽りに足を掛け降

りようとしたところ、雪によって煽りが濡れていたため足を滑らせ、身

体のバランスを崩し1m程下の地面へ落下し、右足付け根を負傷した。

57 30202 1～9

11
14～

15

営業所敷地内にて、スクラップの積込後、荷台の状態を確認するため、

フレーム上（高さ1m）から荷台に取り付けられた梯子に手を掛け登ろ

うとした時に片足を滑らせてバランスを崩し、その勢いで梯子から手が
42 40301

10～

29



離れてしまい地面に落ちた際に左手を負傷した。

11
10～

11

ゴミカゴの産廃回収のため荷台（4tトラック）から降りる時、雨も降っ

ていたため、滑り易くなっているところに、足を滑らせて落下し、柵の

所に股間を強打した。 そのまま、救急車で病院に運ばれ、入院するこ

ととなった。 その後、尿道に管を通したまま退院したが、自宅療養で

通院し、後日、経過を見て管を外す手術をする予定である。

40 150102
30～

49

11
10～

11

自社敷地内にて、積込作業後にトラクタ踊場より降りようとしたとこ

ろ、車両横ステップに足を掛け損ない、左腕から地面へ落下した。 痛

みはあまり無かったが左肩が上がらず、受診した。

65 40301
10～

29

11
15～

16

構内において、貨物集荷用の資材を積んでいるシャーシへ登る為、後部

扉部分を半分閉めた状態で後部扉へ手を掛け、荷台上に足を掛けて登ろ

うとしたところ、足を滑らせて荷台上から地面へ落下したものである。

64 40301
100～

299

11 8～9

プラント内（地面は圧雪または凍結状態）にて、ミキサー車に生コンク

リートを積み込んだ後、ホッパー洗浄の為にヘルメット等の装備をせず

ステップを登った際に、手摺りを掴み損ない約3m以上の高さから転落

した。 腰から落ち、頭部を打ち付けた。

63 40301
50～

99

11 6～7

ホヤを集荷している時に、活魚車の荷台（高さ3m位）で積み込み作業

中、ホヤを入れた網を押さえていて、一歩下がったところの荷台の縁に

足をつけたところ足元が滑ってしまい後ろ向きに転落し足から落ちた際

に、右足のかかとを骨折してしまった。

51 80109
10～

29

11
14～

15

ダンプに積み込みをして降りる際に足が滑り、地面に左膝を打ってし

まった。 当日の天候は霙であった。
42 150109 1～9

11
9～

10

当社構内において、運搬業務に向かうべく大型ダンプに乗り込み発車し

ようとしたところ、忘れ物をしたことに気付き、当該物を取るため運転

席から降りる際、ダンプのステップにて足が滑りそのまま地面に落下

（落差約1.2m）地面にて左足踵部を強打、骨折負傷した。

59 40303
10～

29

支店構内において、トラックの荷台あおりのロックを外したまま荷台の



11
11～

12

片付けをしていたが、ロックを外したことを失念し、片付けが終わり荷

台から後ろ向きで降りようとあおりに手を掛けたところ、あおりが下方

に倒れたため後ろ向きで一緒に落下し、コンクリート地面に臀部を強打

したものである。

63 40301
100～

299

11
16～

17

工場廃棄物置場にて、回収してきた廃タイヤをトラック荷台から転がし

て下ろす作業中に、下ろすタイヤと一緒に荷台から落下してしまった。

その際、頭部は手をついてかばい無傷だったが、左足を捻ってしまい靭

帯を損傷した。 当日は様子を見ていたが翌日腫れたため日曜の休日診

療を受診した。 当番医が外科で専門外だったため改めて翌日整形外科

を受診した。

26 150102 1～9

11
16～

17

工場入口付近でトラックを片付け終わり、荷台から降りようとした時、

アオリに左足が引っ掛かり、右腰付近から、地面に落下した。 右腰を

強打し痛みがあった為病院へ行った。

59 11209
10～

29

11
11～

12

道路の路肩にてチビダンプトラックの荷台でシートやロープの片付けを

行っている際、シートが風に飛ばされそうになったため、慌ててシート

を引き寄せようとした時に誤ってチビダンプトラックの後部荷台から転

落した。

58 30209
30～

49

11
9～

10

除染現場において、顧客から依頼された2立方メートル水槽4台を納品す

る為、大型ユニック車の荷台後方で荷降ろし作業中、上部ユニックのリ

モコン操作に気をとられ、荷台（地面から約1m）から足を滑らせて落

下し、右上半身を負傷した。

62 40301 1～9

11
13～

14

荷主の依頼により建設現場敷地内において、トラックに資材を積荷する

のにトラック荷台の整頓を終え荷台から地面に降りる為、トラクタ部の

タイヤハウス（地上高約1.2m）に右足を掛けた際に、足底が滑り転落

した時、右大腿部を負傷したものである。

52 40301
50～

99

11
14～

15

会社敷地内において、安全帽・安全靴着用の上トラックからの荷下ろし

中に足場板のラッシングベルトを外している時、足を滑らせてトラック

の荷台から落下し、右手を骨折などの負傷をした。

38 40301 1～9



11 6～7

積場において製品の積み込みを行っていた、荷締めを行い積場を出発し

た。 しかし積荷が高くなった為、一旦事務所へ戻り荷締めをもう一本

増やした、荷締めが終わり荷台から降りる際、タイヤに掛けた右足が

滑った為荷台上に乗っていた左足の脹脛を荷台に強打した。

53 40301
50～

99

11
10～

11

製品をトラック荷台に載せる為に荷台後方に製品を置いた。 その製品

を荷台に積むために、バンパー部に足をかけて荷台に上がろうとした際

に足を踏み外し、地面へ落下した。

52 40301
10～

29

11
11～

12

個人宅様へ配達に伺い、配達完了後、左手に荷物を持って、右手で扉を

支えて降りようとした際に、手が滑りトラックの荷台から、後向きのま

ま落下し、後頭部と肘を強打し負傷したものである。

52 40301
100～

299

11
14～

15

電縫鋼管製造ラインにおいて、内径ビードを機械で切断しやすくするた

め火ばさみで挟み補助する作業中、ビードが折れ曲がった状態で手前に

振れ火ばさみを持っていた右手に当たり負傷してしまった。

62 150103
10～

29

11
14～

15

派遣先において10tトラックの荷台に積まれたゴミの確認を行う為、ト

ラックの梯子を登っている時、次の段へ上がろうと右足を浮かせたとこ

ろ左足が滑り転落（高さ約2m）した際、左踵右足及び左尾てい骨を負

傷した。

62 170101
50～

99

11
23～

24

タイムカードを打刻し、職場に向かう途中正規のルートではなく近道を

して宿泊施設の中を通って裏口から道路を挟んだ目の前の職場に急いで

行く途中、新しい靴を履いていた為、感覚を間違えて右足つま先が簡易

舗装の路面に突っ掛かりバランスを崩して転倒し、怪我をした。

61 40301
30～

49

11
14～

15

第三工場6B絹ラインのシール機にて検品・シール作業中に、シール直前

箇所のフィルムにたるみが発生し、シール機を運転させたままの状態で

たるみを直そうとして、安全カバーの隙間からシール部内に手を入れた

ところ、可動部分に手が入ってしまい、負傷した。

30 30209 1～9

精錬工場にて、75?ニーダー（ゴム混練機）を2人作業中、練生地をニー

ダーより払出を行う時、回転ロールにゴムが左端に残った。 そのゴム
50～



11 6～7 を除去しようと左手を入れて取ろうとして裂傷した。 通常は回転して

いる時は手を入れない作業である。 少量の練ゴムの為取れると誤って

作業してしまった。

60 40301
99

11
15～

16

資材置場で足場材の整理作業中、足場材にワイヤーロープを掛け、移動

する為、作業の相手方がユンボで吊り上げた際に左手指を足場材とワイ

ヤーロープの間に挟まれた状態で吊り上げられ負傷した。

50 30108 1～9

11
9～

10

前工程から来た20㎏容器をセンサー式の昇降装置を使用して次工程に

送った後、容器番号を確認しようと左足先を昇降装置のピットに入れて

しまい、昇降装置が下降したところに左足指5本を挟んだ。

57 40301
10～

29

11 6～7

車庫内の4tトラックの荷台で荷物の積み卸し中に荷台にあった荷物に足

をとられ、誤って1m下の地面に落下し、右大腿骨・右手指を負傷し

た。

68 40301
10～

29

11
17～

18

チルド庫にて仕分け中、PPバンドを切り商品を持ち上げようとしたとこ

ろ、PPバンドが目に入ってしまい、角膜びらんとなる。
70 40301

10～

29

11
16～

17

当該工場安全帯ERランヤード巻取機部分の組立作業で、ケースを固定す

るネジが1台に対し2個を電動ドライバーで締める作業がある。 親指で

SWを押し腕全体で下側に押しつける作業を続けていた為、頚部右上腕

部背筋に痛みが発症した。

38 40301
10～

29

11
11～

12

工場内でプレス作業をしている時、通常1人で行う作業（誤って手を挟

んでしまうのを防ぐ為）であったが、2人で作業していたので他の社員

が注意したが止めずに続けていて、1人が品物をセットしてもう1人がプ

レス機を動かすボタンを押していた為、品物をセットしている最中に

誤ってボタンを押してしまい、品物をセットしていた被災者の左中指の

一部を切断してしまった。

60 11301
50～

99

11
14～

15

工事現場で通行止めをやっていた。 工事現場近くのお宅へ来た車が来

たので、急いで通行止めのカラーコーンをどかそうと走った際、道路の

舗装の継目の段差に躓いて転倒し、左肩部を強打し、左上腕部を骨折し

た。

49 170101
30～

49



11
10～

11

被災者は、杭打ち機の組立作業において、ブーム上でのブームの接続作

業が完了し、ブームから降りていた。 被災者が降りる際に起伏ワイ

ヤーを掴みながら降りていたところ、杭打ち機OPが起伏ワイヤーを動

かした為、起伏ワイヤーと滑車の間に右手の指が挟まり、負傷したもの

である。

40 80109 1～9

11
14～

15

特定保健指導の個別訪問のため、対象者宅を探していて道路上で歩行中

に左足底を石で捻り、転倒しそうになり痛めた。
49 40301

10～

29

11
16～

17

事務室内を左手で書類を持って歩行中、足がもつれてしまいバランスを

崩して転倒した。 転倒した際、床に顔と腕と膝を打ち負傷した。
58 80209

10～

29

11
10～

11

本社倉庫で機械搬入作業中、外に出る際、置いてあるワイヤーロープに

躓き転倒した。 脇に置いてあった発電機に右脇腹を強打した。
57 130101

300～

499

11
11～

12

事業所内エステルームにて、修理に出すため100㎏以上あるエステ機材

を台車を使って1人で運んでいたところ、約30㎝ある段差を乗り越える

際に重さに耐えられず、首と腰を痛めた。

52 40301
30～

49

11
15～

16

自社工場にて製作後のダクトを移動している際に、段差に躓き左膝を床

に強打し同部を負傷した。
46 80209

10～

29

11
10～

11

全身に衣装を装着し3回中1回目のレストランショーにて、隣の出演者と

ハグする時、衣装頭部が接触しないよう約30度見上げた際、首～背部に

強い痛みを感じた。 動きの軽減をしながら出演を継続し、公演後にア

イシングを行った。 2回目公演後もアイシングをし、3回目公演後に

きっかけはないが、痛みが強くなっていた為、再度アイシングをした。

47 40301
50～

99

11 8～9

トラックコンテナ内での作業後、後ろ向きでステップに足を掛けようと

したが、踏み外して転倒した。 その際、後方にあったコンクリートブ

ロックの角に後頭部を強打した。

45 40301
100～

299

11 7～8
米配達納品時にトラックから落ち、その上に台車も落ち腰を打撲、怪我

をし、救急車で運ばれた。 意識はあったが大事をとって運ばれた。
21 80209 1～9

荷主構内で製品をトラックに積み込みトラック待機所に移動しトラック



11
15～

16

をとめ、輪留めをかけヘルメットを着用し、あおりを閉めた状態で荷台

に上がった。 製品をラッシングベルトで固縛している最中に、ラッシ

ングベルトが外れたためバランスを崩し後方に倒れ、あおり（高さ50

㎝）を乗り越え左肩から地上に落下した。

48 40302
10～

29

11
11～

12

納品先前路上にて荷降し中、コンテナ後方部よりコンテナ外側に背を向

け、商品が積まれたパレットをコンテナ前方部へ押し込もうとしたとこ

ろ、コンテナ内の足場が狭い場所で、パレットに対して斜め方向より力

を込め押し込み、右足が滑ったことで、右後方へ体を捻りながら路面に

落下し、左肘を負傷した。

44 50101
100～

299

11
9～

10

車載コンテナを車に吊り上げる前に、コンテナの上にあがりネットを広

げてかぶせ、降りる際に足を踏み外して落ち、膝をぶつけて負傷した。
37 150102

10～

29

11
17～

18

事業所敷地内で点検・整備を終え帰ろうとしたところ、業務で使用して

いた8tトラックの運転席に私物の携帯電話を忘れたことに気付き、ト

ラックの運転席から携帯電話を取り、降りようとしたところ足元が滑り

バランスを崩して地面に落ちた。

37 30199
10～

29

11
17～

18

配達荷物を積み込むため、店舗構内において、作業をしていた際、荷台

から降車を試みたが、ステップを踏み外してしまい、落下し、左肘を地

面に強打した。 痛みが治まらないため、医師の診察を受けたところ、

骨折の診断を受けた。

38 40301
50～

99

11
17～

18

営業所内の資材置き場で、足場用の単管を整理作業中トラックの荷台か

ら降りようとして、約80㎝下の地面に転落した。 この時に左手首を骨

折したものである。

28 30209 1～9

11
11～

12

荷下ろし作業中、2t車トラックの荷台の横ドアから降りる時に手をかけ

たが滑ってしまい落下し、右大腿部の内転筋を挫傷してしまった。
52 40301

10～

29

11
14～

15

取引先会社の駐車場内で積載車の運転席から降りる際、操作レバーに足

が引っ掛かり地面に落下し、左手首を骨折した。
46 11502 1～9

17～
当社、置場でコンクリート圧送車の修理をしていたところ、当社従業員



11
18

が足を滑らせコンクリート圧送車のホッパー（1m弱）の高さから転落

し、左足首を亀裂骨折したものである。

39 170209 1～9

11
16～

17

荷下ろしを終えて回収物を積み込み、荷台から降りようとステップ（バ

ンパー）に足を掛けた際、ステップから足が滑り、下に置いてあった空

き箱に脇腹を強打した。

66 40301
300～

499

11 8～9

事務所に隣接した資材置場で、トラックに資材を積み込もうと荷台に上

がった際、バランスを崩し、コンクリート地面に落下し腰部を負傷し

た。

36 30209 1～9

11
15～

16

解体現場内で廃材を4tトラックに積み込む作業中、トラックの荷台の上

で廃材を整理していた時、足元が不安定だったため、足を滑らせてト

ラック荷台（高さ2.5ｍ）から転落し、頸部及び頭部を地面（コンク

リート）に強打し、受傷した。 （保護帽、安全靴着用）

40 30309
10～

29

11
15～

16

U字溝共同事業排水路工事に敷く鉄板を運搬する際、積み卸しの作業

（てこ）中に、誤って荷台から足を滑らせて落下し、左肘を骨折した。
35 30109

10～

29

11
11～

12

当事業場倉庫において冬囲・倉庫片付作業中、昼休憩につき資機材をト

ラックに片付け、トラックの荷台幌を降ろそうと引っ張った際、アオリ

がしっかり固定されていなかった為、バランスを崩し、被災者は荷台か

ら地面に右足から着地し、足を強く捻り負傷した。

63 30199 1～9

11 7～8

構内で出発前の準備のため、４屯車（廃棄物収集運搬車）の助手席側の

ステップに足を乗せて車内整理をしていた時、誤ってステップ（高さ40

㎝前後）から足を滑らせ転倒し、その際、後頭部を地面（アスファル

ト）に強打し、被災したものである。

47 150109
10～

29

11 7～8
駐車場内において、小型運搬車によりセーフティコーン等の保安設備を

運搬中、運搬車が急発進したため落下し、顔面を強打した。
63 170209 ―

11
13～

14

新築工事現場でトラックの荷台の上にあるコンテナのネットを取る作業

中、ゴミとネットで足を滑らせて荷台から落下した際に、左足を捻り足

首付近を負傷したものである。

45 150103
10～

29



11 6～7

工場敷地内にて、荷下ろし作業をする為、10tトラックのあおりの

キャッチを外し、左ウィングを上げ、荷台に乗った。（高さ約1ｍ） 荷

を固定してあるラッシングを外し、荷を保護するのに当ててあるウレタ

ンとコンパネを持って動かそうとした際、あおりに寄り掛かってしま

い、あおりが倒れたのと同時に落下し、受傷した。

57 40301
10～

29

11
20～

21

トラックの荷台で荷物を積んで荷物を整え終わり、荷物が荷台いっぱい

であった為、足の踏み場所が少なく、荷台から落ちて地面に左足を強く

打ちつけ骨折する。

48 40301
30～

49

11
18～

19

トラックの荷台で、荷下ろしのため、製品を固定するバンドを外してい

た。 バンドを外し終わってトラックの荷台から降りようとした時、製

品の載っていたパレットに躓き、転倒し荷台から落ちた時に左手を着い

て受傷した。

54 11209 1～9

11
18～

19

取引先で荷おろし中にバランスを崩し、トラック荷台より地面へ落下し

た。 右足が痛かったがそのまま作業を続け事務所へ戻った。 事務所へ

戻ったのは昼頃で、そのまま仕事上がりだった為病院へ行き診察しても

らったところ、捻挫だった。 痛みが続いた為、後日に詳しく調べても

らったところ、右足の踵を骨折していた。

51 40301
50～

99

11
9～

10

取引先の工場にて、荷物を搬入し、荷卸しして、外で片付け作業を行っ

ていた。 角材を4つにまとめてワイヤーで締める作業を行っていた際、

レバーを誤操作したことにより、後ろに引っくり返って90㎝下に落下し

た。

45 40301
10～

29

11
17～

18

弊社の車庫内で、トラックを車庫に入れて暗がりの中、明日の準備とト

ラック荷台の清掃をする為、荷台に乗って作業をしていたところ、足元

が分からなくなり、荷台から転倒し地面に転落した。

50 30309
10～

29

11
12～

13

会社内で、2トントラックの上に乗って鉄を降ろしていた際に滑り落

ち、地面に手をついたため左手首を痛めた。
36 150102 1～9

会社の荷降ろし上で荷卸の為、10トン車の荷台に上がり、荷台に掛かっ

ているシートをめくる作業中、シートの一部が引っ掛かっていた為、強 30～



11 7～8
く引っ張ろうとしたところ、荷台上に霜が降りていて濡れていた為、足

を滑らせて荷台から地面へ落下し、腰を打ち骨折をした。

68 40301
49

11
16～

17

自社駐車場にて大型ダンプを駐車させ、輪留めを取り出すため、ダンプ

アップをし高さ約1mのエアータンクの上に上がったところ、誤って右

半身を下にして地面に落下して負傷した。

67 170209
50～

99

11
13～

14

土場作業場にて、事業主の指示の下、コンクリートポンプ車の荷台（高

さ2m）に乗りブームのグリスアップをしていた際、足を滑らせてしま

い落下した。 足がもつれ、受け身が取れず地面に落下したため、腰を

強打し負傷した。

24 30201 1～9

11
9～

10

荷卸し先において、トラック荷台で車両シートをめくる作業中、誤って

アオリ部分から転落し地面に背中と右手を打ち付けたものである。
47 40301

10～

29

11
16～

17

得意先の敷地内にて積込作業を行うため、トラック荷台のシートを外し

ていたところ、煽り上から、足を滑らせてしまい車両左側のガードレー

ル上に転落して、脇腹を強打してしまった。

42 40301
50～

99

11
14～

15

配送先から戻り、トラック（2t車）荷台の荷物搬出作業終了後、荷台か

ら降りる際、後方扉中央部分のヒンジ辺りに右手を掛け、左足を後方バ

ンパーステップに降ろし、右足を地面に着地させ降りるところを、右手

がしっかりとヒンジ辺りに掛かっていなかったため、バランスを崩し、

地面に滑り落ちた体勢が悪かったため、右手首を複雑骨折した。

64 130201
50～

99

11 6～7
鶏舎にて作業終了後トラックの上より梯子で下りようとした時に、足を

踏み外し地面に落下した。 左足の踵を骨折した。
68 40301

100～

299

11
16～

17

給油所でトラックから降りようとしてステップを踏み外し落下した。

その時に右足の膝を打ち負傷した。
31 40301

100～

299

11
13～

14

事業場内荷降ろし場において、トラックの積み込み作業の段取り中、ト

ラックの荷台へ登り、アオリ部分に足をかけて登りきった時に、右足を

滑らせて荷台内部へ左足から落下した。

40 11009
10～

29

19～ コンビニの駐車場でトラックの荷台の道具整理中に躓き、荷台から転倒 30～



11
20 した際、左手をついてしまい、左腕を骨折した。

33 40301
49

11
15～

16

2台積み積載車で車1台を積み込み荷台から降りようとした際、横のス

テップから足を滑らし下に落ち足を痛めた。
43 40301 1～9

11
11～

12

構内にて、トラックの荷台より食品の載っているパレットを荷卸し作業

中に、パレットを動かすジョルダーという道具に付ける棒を引っ張る

際、棒が抜けその反動で落下した。 腰の一部の骨折、頭部打撲による

擦り傷、腕の擦り傷となる。

38 40301
30～

49

11
9～

10

取引先でトラックに荷物を積む為、右側の荷台のドアを下ろすフックを

外しても下りないので、荷台を見ると右左にラッシングがあり荷台に上

がり左側の留金を外し右側のドアに手を掛けた時に、ドアが開き背中か

ら落下した。 （右側のドアのフックを外していたことを忘れてい

た。）

69 40301
10～

29

11
16～

17

工場内整理作業中発生した廃材を4tトラックに積込作業をしていて、荷

台から降りる際に、足を滑らせバランスを崩して右足踵から落下し、右

足踵を強打して負傷した。

60 11209 1～9

11 2～3

駅にて納品のためトラック荷台で作業中、後ろ向きに後退した際、足を

踏み外しトラック荷台より落下し負傷した。 落下時、右足首を捻挫し

て倒れた時、後方にあったコンクリート階段で背中を強打し脊椎を骨折

したものである。 また、翌日の再検査で右足裏も骨折していることが

判明した。

61 40301
10～

29

11
13～

14

トラックの荷台から足を滑らせ転落し、左側面を地面に強打し負傷した

ものである。
42 40301

100～

299

11
16～

17

停車しているトラックの荷台で積み荷の廃材が緩んでいないか確認しよ

うとしたところ、荷台に掛けた足と廃材に掛けた手が滑り、廃材ごと路

上に落下した。 落下した際に廃材の尖った先が左の脇腹に刺さった。

28 30209 1～9

10～

給食の入ったコンテナを配送車から荷受場所に降ろす時、配送車と荷受

場所の段差を調節するリモコン操作を忘れて後向きで降ろそうとした 50～



11
11 時、約20㎝の段差があったためコンテナと一緒に背中から倒れ下敷きに

なった。 右脇を負傷し病院へ搬送された。

65 170209
99

11
19～

20

事務所駐車場においてトラックの荷台の上で積荷（足場資材）の整理作

業中、足を滑らせ転倒。 そのまま約1.5ｍの高さから車の下へ落下。 左

足を強打した、重傷とは思わず、翌朝になって病院へ。 手術を要する

ため同日、別の病院へ入院した。

42 30209 1～9

11 6～7
工場の出入口付近で空のパン箱をトラックの荷台から出す作業中に、不

注意で足が滑り荷台から落下した。
38 10109

10～

29

11
14～

15

貨物輸送を終了し、車庫帰着後、荷台の整理のため、シートを外してい

る時に、左足首にシートのゴムが引っ掛かり、荷台後部のあおり上から

後向きに地面に落下した。 シートを外す際に、荷台上ではなく、不安

全なあおりの上に乗ってしまったのが原因である。

52 40301
30～

49

11
15～

16

第一工場から部材を軽トラックに乗せ第二工場に移動中、部材を乗せて

いたトラックの荷台の後方に乗り込んで座っていた際、持っていたアオ

リ施錠が外れ65㎝下に後ろ向きに尻から落下し、全身を打ったものであ

る。

36 10409
10～

29

11
11～

12

木材を集めトラックに積む作業をする土場で木材を運搬する為、トラッ

クに積み込みワイヤーで縛る際、積荷の上部に上がり、ワイヤーを取ろ

うとした時、足を滑らせ転落した。

43 60201 1～9

11
16～

17
パーキングにてトラックから降りようとして、足を滑らせて負傷した。 45 40301

10～

29

11
16～

17

工場構内で3tトラックの荷台に住宅の材料積み込み中、最後に長さ5m

位の板4束をフォークリフトで積んだが、隙間が出来、運転手が上に

乗った状態で材料を手で寄せようとしたところ、誤って荷物の上から材

料と一緒に2.5m程の高さから落下した。

53 40301
30～

49

11 1～2

帰庫後、洗車と庫内の清掃をする為、洗車場にトラックを停車し、庫内

を清掃した。 観音扉（後）から降車する際、躓き落下した。 前側から 43 40301
50～



落ちた為、右足ふくらはぎ付近を打った。
99

11
19～

20

配達先で車両の荷台からおりる際、ステップから足を踏み外し左肩から

転落し、左肩を脱臼した。
37 40301

10～

29

11
9～

10

トレーラーの荷台でアングルを道具を使って倒している時に、道具が外

れて転倒し、その勢いで荷台から転落し左手首を骨折、顔に擦り傷を

負った。 当日は仕事を続けたが、状態が良くないので翌日に受診し、

骨折している事が分かった。 ［対策］荷台上作業は、荷台上および地

面に降りるまで慎重に行動、安全帯を使用する様、再徹底する。

52 50101
30～

49

11
10～

11

営業所にて、預かり中のお客様の自動車を搬送する為に、積載車に積み

込みお客様の自動車のドアを閉め、自身が方向を変えて積載車の荷台か

ら降りようとする際左足を踏み外してしまい、荷台から地上までの50㎝

程の高さから落下し、大腿骨を骨折してしまった。

41 170209 1～9

11
9～

10

会社構内にて、積も込み作業中に、トラック荷台の荷物を並べるため地

面から高さ約90㎝の荷台に乗り込もうとした際に、アスファルトの地面

に右半身から転倒した。 ヘルメット、安全靴着用していた。

61 10602
10～

29

11
16～

17

配達の荷物を取るために荷台に乗り荷物を後ろまで動かした後、後ろ向

きに降りようとした際ステップを踏み外し、その時に右側のドアを閉め

た状態にしていたため頭部をドアにぶつけ、その弾みで後ろ向きに転ん

で左手をついてそのまま転び肩も強打する。

37 40301
30～

49

11
9～

10

PSセンターでトラックをホームに付け、トラック荷台より空台車を降ろ

そうとホームに上がる、ホームよりトラックゲートに移るが、滑り1.2

～1.3m下に落ちる。 下に雨を流すための側溝があり背中を打った。

52 40309
30～

49

11 6～7

出発前に積荷の点検をしようと台車の梯子をつたい荷台に下りる際、足

元にケースがあり避けるため、あおりに足を乗せたが足が滑り地面に腰

から落下した。

50 40301
10～

29

構内で、トラック荷台より荷物を卸すために外からウイングを開き、ア

オリを開けようとしたが、庫内にラッシングベルトが掛かっていたため



11
12～

13
開かず、庫内に入りラッシングベルトを外し、車外に出ようとした際

に、アオリのフックを全て外しているにも関わらず、アオリを掴んでし

まいアオリが開いて後ろに転倒し、左側臀部を強打した。

67 40301
100～

299

11
11～

12

食用油製品の出荷口において被災した。 トラックの荷台で作業を行

い、荷台から降りる際、トラックがわずかに前進し、バランスを崩して

背中から転倒した。 出荷口にある段差の角に背中を強打し、救急車で

病院に搬送され、胸椎骨折と診断された。

60 10109
100～

299

11
9～

10

コンビニエンスストア駐車場内にて被災した。 被災者は就業時間中に

飲み物を購入するため、7tトラックを駐車場に停め運転席から降りよう

とした。 その際に、運転席横のステップで足を踏み外し背中から地面

へ落下し、腰部を打ち付け負傷した。

54 40301
10～

29

11 7～8
自社駐車場にて大型生コン車の始業点検中、運転席から降りようとした

際、一番下のステップを踏み外して背中から落下強打する。
58 10901

30～

49

11
23～

24

センター到着後、積荷搬入の為に後部荷室より道具を取り出した後、荷

室から地面に降りようとした際、タラップに置いた右足が滑って落下

し、右膝を打ちつけ負傷した。

55 40301
10～

29

11
14～

15

被災者は車輌（10tトラック）を届けるため、同車輌を自走にて陸送し

ていた。 交差点に差し掛かった時、ガス欠を起こし、車輌が止まって

しまった。 会社へ連絡し、同僚が現場まで行き、給油を行った。 給油

終了後、車輌に乗り込もうと乗降ポールを左手でつかみ、ステップ1段

目に左足を掛け、2段目に右足を掛けようとした時、左手が滑り、地面

に左手をつく形で倒れ落ち、左手首を負傷したものである。

52 40301
10～

29

11
13～

14

個人宅建具解体工事において、廃材を袋に詰め4tダンプに積み込み作業

中、荷台から足を踏み外し約1mの高さから落下し負傷したものであ

る。

60 30209 1～9

11～

構内において、トラックの荷台から降りる際に、キャビン横の手摺りか

らサイドバンパーへと足場をつたって降りていて、高さ60㎝程のサイド
10～



11
12

バンパーに左足を掛けていたが、左足が狭まり抜けなくなってしまった

ためバランスを崩して転倒し、両手をついた時に左手に負荷がかかり左

肘を負傷してしまった。

45 40302
29

11 4～5

当社倉庫内において、天井クレーンを使用し鋼材（アルミ板）をトラッ

クの荷台に積み込む作業中、トラックの荷台から足を滑らせ地面に左手

をつく状態で落下し、左手を負傷した。（高さ1.5m程度） 当日は終業

時間まで勤務した。 帰宅後、夜になって左手首辺りの激しい痛みと共

に腫れてきたため、翌日に病院を受診した。

35 40301
30～

49

11
17～

18

トラックに荷物を積んでいる時に足を踏み外して、荷台からコンクリー

ト地面に肩から落ちた。 暗い所での作業で周りがよく見えていなかっ

た。

51 11501
30～

49

11
9～

10

貨物荷受場にて、荷降し作業終了後、荷台の片付けを行っている際、荷

締機で装具を固定する為、背中を荷台の外側に向け荷締機を操作中、後

方にバランスを崩し地上高約1.5m荷台から転落した。 転落した際に両

手を地面に強打し両手首を負傷した。

44 40301
50～

99

11
13～

14

新庁舎建設に伴う解体工事の為、被災者は当日、手作業で解体工事を担

当していた。 被災者がダンプの荷台の上から、解体するスレート屋根

を突っついて壊していた時、足を滑らして落下し、腰を強打した。

66 30309
10～

29

11
11～

12

工場内で、10t車トラックに製品を積み終えて荷締機バンドのフックを

掛けようとして、靴を履いていなかったため（製品が汚れないよう

に）、バランスを崩し、トラックの製品の上から滑り落ちて、負傷し

た。

50 10401
10～

29

11
22～

23

一般貨物運送業の大型トラック運転職として、青果（野菜）を貨物とし

て運転し、同敷地内で荷卸し作業中に、荷台（高さ約1.3m）からアオ

リを支えにして地面に降りようとした際に、アオリとともに身体が外側

に落ち、アスファルト地面に身体右側から落下し、右前腕を強打骨折し

た。 （アオリのキャッチを外していたことを忘れていた。）

59 40309
10～

29

飼料の積み込みをするため、1番口バースにトラックを止め、屋根に上



11 6～7 がり、1番タンクの蓋を開けようと、蓋を押した時にバランスを崩し

て、車の屋根から、後ろに転落した。

57 40301
10～

29

12 9~10

当社事業所において、作業員2名で仕事納めの事務所内大掃除で発生し

たゴミを捨てる為、1.5tトラックにゴミを積載し搬出し、じん芥焼却場

積み降ろし場で被災者はトラック荷台に上がり飛散防止シートを撤去し

たあとトラック荷台から降りるため、助手席側のステップに足を掛けた

ところ滑って不安定な姿勢のまま左足を地面に着いたことにより負傷し

た。 当初は足をくじいたと思われたが、病院を受診したところ、左足

首を骨折したことが判明した。

60 30199
10～

29

12 15~16

倉庫で、配送車のパン箱をコンテナ内のローラーを使って倉庫に降ろす

作業を行っていた。 作業終了後に、配送車のコンテナ（高さ110㎝）か

ら手すりを掴まず後ろ向きで降りようとした。 その際、勘違いをして

ステップが無い場所に左足を降ろしてしまったため、そのまま地面に落

下し、左手首を地面に強打した。

62 10104

1000

～

9999

12 13~14

営業所車庫にてトラックの荷台の清掃終了後、降りる際に荷台上で足が

すべって転倒し、下に落ちた。 軽い捻挫と思い、様子をみていたが、

痛みがあり後日に受診した。

52 40301
10～

29

12 5~6
ゲート（4tトラックパワーゲート）を降ろして、トラック荷台の扉を開

ける際、雪で足元がすべり、ゲートの上から転倒した。
55 40301

50～

99

12 18~19

被災者は、車両修理先の敷地内駐車場で、代車（2tロングトラック）か

ら自社トラックへの荷物積み替えの為、代車の荷台後部扉を開け荷台

（地上高約1m）に上がり、商品（こんにゃく）の入ったハーフコンテ

ナ（約8㎏）1ケースを両手で持ったまま地面に降りようとした。 その

際、リヤバンパーに足を掛ける前に凍結していたステンレス製の荷台床

で足を滑らせ転落し、リヤバンパーに右胸を強打し負傷した（長靴着

用）。

53 80109 1～9

12 17~18
自社車庫において、終業点検作業中に積荷の状態を確認中、すべって荷

57 40301 1～9



台より落下し、右脇腹を強打し、肋骨を骨折したものである。

12 10~11

倉庫構内に駐車しているトラックの荷台で清掃作業を行っている時に足

を踏み外し、後方から地面に落下し、右肘と臀部を強打した為、右肘骨

折及び臀部打撲となった。 臀部に痛みはあるものの重症ではないとの

事だったが、1週間経ち、肘の痛みが増した為診察を受けた。

37 40301
10～

29

12 10~11

会社の駐車場で、ウイングタイプのトラックに脚立を立てて、ボディ屋

根の雪を掃いていた。 脚立から降りる時、真中ぐらいで足を踏み外し

て落下し、背中を打った。

53 40301
10～

29

12 13~14

生コンを指定された先に届けた処、元請の現場責任者から、生コン車の

上部ホッパー口より一斗缶の不凍液を投入する様に指示され、足場等も

なく、片手で手摺を握りながら、ステップを登っている時、一斗缶の重

量に耐えられず転落し、脱落した一斗缶に脇腹を強打し、脇骨を打ち、

落下の際スネも損傷した。 当日は降雪の為、身体も寒い為冷えてお

り、バランスを崩しやすい状態であった。

72 10909 1～9

12 15~16

集荷先において、ウィングアオリを開けた状態の荷台での作業中、荷積

みのため鉄板（80㎝×120㎝、重さ15㎏）を持ち上げようとした際、鉄

板を持っている手が滑り、バランスを崩し、荷台の上（高さ110㎝）か

ら後ろ向きに地面に落下し後頭部を強打した（ヘルメット着用済み）。

51 40301
30～

49

12 16~17
路上でシートをかける際、足を踏み外し、路上に転落した。 落ちる際

に臀部から落下し、腰を強く痛め、腰椎が圧迫され骨折した。
59 40301

10～

29

12 15~16

牧場内の別の牛舎へ移動する為、軽トラックで下り坂の砂利道を走行

中、轍を踏んでハンドルを取られ、ブレーキを踏んだが、砂利で滑って

前方の土手から5～6m下の田んぼに転落し、顔面と首を打撲、左足に裂

傷を負った。

56 70101
50～

99

12 16~17

当社整備工場内にて、走行距離の確認のため、トラックのキャビンを上

げた状態でコックピットにのぼり、確認作業が終わったため降りようと

したところ、足を滑らせ落下し、腰と左手首を痛めた。

58 11701
30～

49



12 10~11

校舎玄関前スクールバス停車スペースにおいて、スタッドレスタイヤ装

着のためタイヤを運搬中、軽トラックからスタッドレスタイヤを降ろす

作業中にタイヤの重さからバランスを崩し、軽トラックの荷台から落下

し負傷したものである。

67 120109
100～

299

12 17~18
取引先構内で、家具を搬送する為、トラックに積み込み作業中、ステッ

プを踏み外し転倒、落下し、右アキレス腱を負傷した。
63 40301

30～

49

12 17~18

トラックからトラックへ自動販売機の積み替え作業のため、トラックの

荷台に上っていた。 夕暮れ時であったため薄暗かったせいもあり、バ

ランスを崩してトラックの荷台から転落してしまった。 その際、まず

右足が地面に着き、そのまま捻って倒れ込み、右膝を負傷した。

38 11709
10～

29

12 16~17

会社の置き場にて、トラックへの積み込み作業中、地上2.4m程の高さ

のトラックの荷台のふちで作業をしていたとき、足を滑らせて転落し、

脇腹を打った。

21 30199 1～9

12 13~14

畑でトラックからキャベツのダンボールを降ろしていた際、トラックの

ステップ（荷台）からすべり落ち、肩の骨を骨折した。 （ステップが

やや濡れていて、落ちた場所がコンクリートで硬かった為。）

44 60101
10～

29

12 9~10

荷降ろし作業が始まり、トラック荷台に上り塩ビパイプ（長さ4m、重

さ8㎏）を降ろし、2本目の時に足を滑らせ荷台上より落下し、頭を打

ち、脳挫傷を負った。 落下時に保安帽の顎ヒモが切れ、頭を打ってし

まった。

61 40301
10～

29

12 4~5

店舗に納品が終わり、空箱をトラック前室に積むため荷台に上がり、後

ろ向きで作業をしていた時、荷台から足を踏み外し、転落してしまい、

棒状の白いフェンスに激突し、左の肋骨を2本骨折し、全治1カ月程度と

診断された。

42 40301
10～

29

12 3~4

当社営業所構内に於いて、車両（10t冷凍車）に空のパレットを積み込

み中に、荷台から降りようとしたところ暗くて足元がよく見えず、足を

踏み外し荷台の上から約1.5m下のコンクリートの地面まで右肘から落

下し受傷した。

32 40301
10～

29



12 9~10

路上にてごみの収集作業を行っている際に、当該作業員が平ボディ車の

荷台に登り、積荷整理をしている最中に、作業員に気がつかず運転手が

車両を発進させてしまい、地面に落下してケガを負った。

21 150103
100～

299

12 13~14

新築工事現場から集めてきた木くずを焼却するための置場（作業場）に

トラック（平ボディー）の荷台から木くずを降ろし終わって荷台からお

りる際に足を滑らせ左脇腹を強打した。

70 30209 1～9

12 12~13
トラックで建築資材を運搬し、積荷を降ろすため運転台から降りる時、

路面が傾斜しているのに気がつかず、左肘をひねり負傷した。
51 40301

10～

29

12 8~9

新築工事現場内で、荷物を降ろすためトラック荷台のアオリを開けて

フックに足をかけ、柱に左手をかけ、荷物に右手をかけて上がろうとし

た時に、足がフックから滑ってしまい、左手首が屋根材にあたり、左手

首を切ってしまった。

38 40301
30～

49

12 6~7

宅配便集配車両の荷台で荷物の積み込み入力作業をし、一旦車両から降

りようとステップに足を掛け、荷台で腰を下ろし、最後にゆっくり降り

ようとしたが、足をステップから滑らせ、床に左手を体重全体を支える

様にして強く着き負傷した。

61 40301
30～

49

12 20~21

配送のため走行中、車両故障が発生したので、代替車両での配送に変更

する為、荷物の積み替え作業中、観音扉を開き、2台の後ろ側を向かい

合わせ、車両のステップに足をかけて作業を行っていたところ、足を滑

らせて地面に落下した。

64 40301
100～

299

12 12~13
荷台から荷物を持ったまま降りた際、ステップを踏み外し、落下し、右

足を強打したもの。
35 40301

300～

499

12 10~11

派遣先のトラックで配送助手作業をしていた。 トラックが停止し、運

転手がトラックを離れ配達中の時は、助手席を下りて荷台に上がり整理

作業をするが、助手席に戻るためトラック荷台からステップを使い降り

る時に、荷台を背に前向きに降りた為、右足をステップから踏み外し落

下し、路面へ右足・右肩・腰を強打して負傷した。

72 170101
30～

49



12 10~11
配送助手の被災者が荷扱いを終え荷台から降りる際にステップに足を滑

らせ転倒し、右足大腿骨を骨折した。
72 40301

500～

999

12 18~19
納品口で、トラックのゲートを使い、BOX台車を降ろしている時、BOX

台車がゲートから落ちてしまい、同時に自身も落下してしまった。
40 40301

50～

99

12 14~15

荷台から商品を運び出そうと、右足をステップに乗せようとした際、不

注意から足を踏み外してしまい、頭から後方荷台下へ転落した。 頭部

からの出血が止まらず、救急搬送となった。

39 40301
100～

299

12 3~4
工場内にてトラックの荷台で作業中、ステップを踏み外し、後ろ向きで

落下し、左肩に痛みを感じたものである。
70 40301

10～

29

12 9~10
工場構内で、トラック後方ゲートを少し下げた状態で荷台から降りよう

としたところ、雪ですべって足がゲートの隙間に入り左足脛を痛めた。
41 40301

30～

49

12 8~9

現場にて、チェーンで固定したアオリ上に立ち、シートの端を持ってバ

タバタと雪を払っていたところアオリ上面が濡れていたため、滑って地

面に落下した。

53 80109
10～

29

12 6~7
卸し場にて、積荷（鉄筋）をおろす作業中、荷台から下におりようとし

たところ、鉄筋のたばの上に左足をつき負傷した。
59 40301 1～9

12 6~7

店舗構内において、トラック荷台中央からパレット積み商品をフック棒

を使用し移動中に、フックが外れその反動で荷台から地面（高さ1m）

に落ち、腰を負傷した。

46 40301
100～

299

12 8~9
積み込み先ヤード内で積み込み準備をしている時に荷台上サイドから足

を踏みはずし転落した。 その時に左手をつき骨折した。
48 40301

10～

29

12 8~9

年末掃除の為、破砕機修繕後の片付作業の際、坂道に10tトラックを停

め、車止めを装着する為トラックより降りた。 荷積込作業が終了し、

車止めをはずしトラックに乗ろうとして、付属の手つかみを左手が掴み

そこね、体勢を崩し、坂道の横の斜面（2～3m）に落下してしまった。

68 10909 1～9

工場焼却炉近くの集積場において、収集してきた建築廃材の荷降ろし作

業中、荷台（コンテナ）に上がり移動していたところ、麻袋の紐に左足



12 12~13
が引っ掛かったためバランスを崩し、体勢を捻りながら荷台より落下し

た。 その際に左足を荷台の縁にぶつけ、脹脛付近に切傷、および強く

捻って足の付け根から尻に打撲を負い、あわせて両腕を強くつき両肩を

負傷した。

35 150102
50～

99

12 6~7

荷卸しをするため、ゲートを上昇させてコンテナに入り、カゴ車を引き

出している際、ゲートが下降したことに気づかず、足を踏み外してコン

テナから転落し、カゴ車も一緒に落下した。 通常、ゲートの上昇・下

降はリモコンで操作しなければ動かないが、何らかの故障により、勝手

に下降した（原因調査中）。 怪我の状況は、肋骨骨折、骨盤骨折・打

撲により、全治1～2ヶ月である。

52 40301
50～

99

12 3~4

三方が壁に囲まれている場所に、入口が車両前方の状態で停車した。

荷台シートの前部分をたたみ、後ろ部分をたたもうとして入口を背に向

けて作業していたところ、突風が入口から吹き、シートとともに約3m

の高さから落下し負傷した。

62 150102
50～

99

12 8~9
荷降ろし現場にて、トラック荷台上で荷降ろし作業中、ビニールで足を

滑らせて、荷台から地面へ落下した際、胸部と大腿部を負傷した。
54 50101

10～

29

12 9~10

花の卸売市場から生花店や葬儀屋に植物や花を配送する際、市場でト

ラックの運転席から降りるとき、バランスを崩し、着地時に地面に手を

着いたところ、右肘を痛めた。

39 50101
10～

29

12 16~17

自社本社駐車場敷地内において、4tトラックの荷台からあおり部分に手

をかけて降りようとしたところ、あおりにフックをかけ忘れていたため

に、固定されていなかったあおりが外側に倒れると同時に、被災者も地

面に落下し、その際に右手首を骨折した（ヘルメット着用）。

46 40301 1～9

12 14~15
荷降ろし作業中に、パワーゲート上の車止めを仕掛けようと、ゲートの

端に移動した際に足を滑らせ転落した。
56 40301

100～

299

12 5~6

駐車場で、トラック荷台コンテナの中に入り納品準備後、横ドアから降

りる際にステップを踏み外し、落ちていた輪留めの上に足が乗り、転倒

して右手で着地したため、右手首を負傷した。

53 40302
30～

49



12 14~15

会社工場内にて、2tダンプの荷台に上がり、1袋5㎏程の廃棄物の積み込

み作業をしていたところ、足を掛けた荷台側面の木製あおりが折れ、バ

ランスを失い地面へ落下した。

39 150109
10～

29

12 10~11

現場で荷卸し後、道具を片付けるためにシートデッキに登り、降りよう

としたときにトラック据え付けの梯子から足を踏み外し、車輌側面に位

置するU字溝に落下し、右足踵を骨折した。

38 40301
10～

29

12 7~8
リフトの積み込み作業を終え、荷台の上を歩いていたところ、荷台が

凍っていたため滑って転倒し、右肩を骨折した。
61 40301

10～

29

12 14~15
産廃の荷卸しの作業中、平ボディの荷台から、後ろ向きで落下し、腰を

打ち、骨盤骨折を負った。
50 150102 1～9

12 12~13
配送先にて、ガスボンベを車の荷台から降ろす作業中、足が滑って道路

に落下し、その際に左足を捻り負傷した。
49 40301

10～

29

12 13~14

4tダンプに積み込んであった廃材をおろす作業をしていたところ、荷台

のあおり高さ約2mに廃材が引っ掛かっていたため、それを外そうと

キャビンの上面からあおりの上に登ったところ、バランスを崩して高さ

3mの所から地面に落ち、左手をついた。

48 30209 1～9

12 15~16

選別工場にて、トラックの後部荷台よりリネン類を降ろす作業が終わ

り、荷台（約80㎝）から降りる際、ステップ台（約40㎝）に左足をか

けようとして滑って落ち、地面（セメント）に左胸を打ちつけた。

50 80409
100～

299

12 7~8
当社営業所車庫にて、荷物を荷台より倉庫に積み降ろし作業中に、荷台

にて足を滑らし、肩から落下した（約1.5m）。
50 40301

10～

29

12 15~16

4tウイング車の荷台に上がり、フォークリフトで運ばれてきた荷物を

次々に台に積んでいく作業の終盤、荷台に空きスペースがあまりない状

況でPPバンドで束ねられた荷物を移動したところ、PPバンドが切れ

た。 その勢いで体勢を崩し、踏みとどまるスペースがなかったため地

面に落下した。

52 40301
30～

49

工場内で荷物を降ろすため、シートを外そうとトレーラの梯子の下から



12 7~8

2段目に右足をかけ、左手で梯子を持ち、右手でシートを引っ張って外

そうとしたところ、右足が梯子から外れ、左手も梯子から外れたため、

高さ約1.3mの地点から、右手で引っ張っていたシートと一緒に仰向け

に落下した。

40 170209 1～9

12 17~18

車庫洗車場にて、タンクローリーの外観を洗車し、キャビンとタンクの

間のタンク側をウエスで拭いているときに、バランスを崩して高さ約

1.8mのステップから後ろ向きに飛び降りた。 両足で着地したが踵から

着地したため、両足の踵を負傷した。

51 40301
50～

99

12 17~18
当社ガレージ内にて、入庫時に運転席から下車しようとしたところ、足

が滑って尻もちをついた。
51 40301

30～

49

12 16~17

当社構内にて、トラックに荷物を積む作業中、荷台の上で足を滑らせて

転倒し、そのまま荷台（地上約1m）から地面に落ち、背中を強打し

た。

55 40301
30～

49

12 10~11

待機場所でトレーラーの作業油を注ぎ足すため、車両の連結部に上った

ところ、吹雪の中、足元の雪と強風のためにバランスを崩し、約1.7m

の高さより落下した。 その際、右肩を下にして落下したため、右鎖骨

を骨折した。

63 40301
50～

99

12 18~19
住宅街の道路に駐車し、荷台に上って荷物を整理していたとき、足を踏

み外して荷台から落下し、左肩を打撲した。
50 40301

50～

99

12 18~19
営業所内で荷物の積み込み作業を行なっていたところ、トラックから降

りようとした際に積荷の商品に足を引っ掛け、転落して膝を強打した。
34 80209 1～9

12 16~17

工場で積荷作業が終わり、小雨のためシート掛けを行っている際、シー

トを引っ張っていて、するっと抜けたようになり、後あおりに足が引っ

かかった状態で、路面へ肩口辺りから後ろ向きに転倒した。 事故の原

因は、トラックの荷台が雨で濡れて滑りやすくなっていたこと、シート

が雨に濡れて重たくなっていたので力一杯引いたがするっと抜けてし

まったこと、慣れた作業なのでこのくらいの力を入れないとシートが伸

びないと思い込んでしまったことにある。

59 11109 1～9



12 15~16

請負先での事務所移転作業に従事中、トラックの荷台から資材を降ろす

際に、足を滑らせ、荷台から転落した。 転落した際に右手を地面につ

き、右手首を骨折した。

47 40301
50～

99

12 17~18
営業所の駐車場にある4tトラックにカゴ車を載せていたとき、思い込み

で実際には上がっていないリフトに倒れ込み、頭と背中を打った。
40 80209

10～

29

12 10~11

配達作業（荷卸し）が終了し、少し移動してトラックの荷台の片づけを

しようとした。 片付け作業中、荷台に立て掛けていた10枚のベニア板

（縦180㎝×横91㎝）が、風により倒れてきたため、それを避けようと

してトラックの荷台から転落した。

36 40301
10～

29

12 2~3
夜間積荷作業中、トラック荷台を確認しようとリフトからトラック荷台

へ移動する際、体勢が崩れて地面に落下し、背部を強打した。
35 10101

50～

99

12 11~12
トラックの荷台にて荷締め作業中、足を踏み外して地面に落下し、その

際に肘を骨折してしまった。
39 40309

10～

29

12 21~22

帰社後、トラックをホームに着車し、荷物を下ろそうと荷台に乗り込む

際、左足を滑らせてトラックとホームの間に落ち、左足膝下を裂傷し

た。

22 40301
30～

49

12 13~14

会社駐車場にて、大型トラックから降りるときに足を踏み外し、約

1.5m落下した。 その際に地面に尻部を、車体に肩と頭をぶつけ、尻部

と肩を打撲し、頭から少し血が出た。 また、腰椎左横突起骨折の疑い

もある。

50 40301
30～

49

12 10~11

納品先の駐車場で、トラックの荷台から後ろ向きで駐車場に降りようと

したとき、足を滑らせ転倒し、そのまま駐車場に頭・背中から落下し

た。 トラックの荷台の降り口までまだ距離があると思い込み、後ろ向

きのまま進み、振り返るのが遅れたため発生した。

54 50101
50～

99

12 8~9

本社裏の駐車場で、トラックに積んであったソファーを別のコンテナに

積みこもうと、1名がコンテナ上で、2人が下からソファーを押し上げて

いた際、半分以上をコンテナに上げたとき、コンテナの上に乗って手伝
51 150101 1～9



おうとして滑り、両足をついたときに右足を痛めた。

12 12~13

自社駐車場にて、パレット積みの荷物をトラックの庫内へ積み込み作業

中、具合よく入らなかったので入れ直そうとして、バックしようと引っ

ぱったときにスケーターのレバーが外れ、その反動でその場に一度尻も

ちをつき、そのまま1m20㎝下のアスファルト地面へ転落した。

56 40301
10～

29

12 6~7

構内で車両に積み込みを終えて、ステップから降りる際、右足を踏み外

して地面に落下し、右手・右足に打撲・擦り傷・腫れを負い、前歯1本

が欠けた。

53 40301
30～

49

12 15~16

2tダンプの荷台上でモルタルを練っていた際、前方から後方へ移動しよ

うとしたときに足を滑らせ転落した。 その際、既存のブロック塀に左

肩を強打し、体をかばおうとして地面に左手をついたとき、左手首を骨

折した。

70 30199
30～

49

12 12~13

被災労働者が運転していたトレーラーのトレーラーヘッドが路上で故障

した。 会社のトレーラーに救援に来てもらい、故障車をトレーラーの

荷台に載せて、その運転席から降りるときにステップから足を踏み外し

転落した（地面からの高さ約2m）。 その際に肘を打撲し、左肘頭骨

折、左鎖骨部打撲を負った。

70 40302
10～

29

12 8~9

積み荷の材木を降ろす準備で、トラックの荷台のあおりを下げて、へり

に立ちラッシングベルトを緩めようとしていたところ、靴についていた

雪で滑ってバランスを崩し、落ちそうになった。 その際、体を捻りな

がら落下していき、右足の踵を地面に強打した。

47 40301
10～

29

12 12~13

現場での生コンの荷降ろし終了後、残った生コンを生コン車上部のホッ

パーより戻し、ステップを下りる際に足を滑らせ、2m20㎝位の所から

落下し、左腕を骨折した。

60 10901
10～

29

12 11~12
駐車スペースに車を停車し、事務所に向かうためドアを開けたところ、

悪天候の強風によりドアが急に開き、開いたと同時に車外へ転落した。
68 40302

10～

29

製品を降ろし終わり、10tトラックを運転するため荷台から下りる際、



12 11~12
運転台の横にある梯子から下りずに、後部タイヤの上に足を下ろし、パ

イプの所に足をかけて下りようとしたところ、足を滑らせたため飛び下

りようとしたとき、転んでしまい負傷した。

54 11209
100～

299

12 7~8

ダンボールの荷をトラックからホームに降ろす作業中、トラックとホー

ムの段差が約1m程あり、トラックからホームに降ろすときにトラック

の天井で頭部を打ち、バランスがとれなくなり、トラックと階段の隙間

に落下し負傷した。

29 40301
10～

29

12 18~19

屋外駐車場で、トラックの荷台（高さ1m程度）に乗って荷降ろし作業

を行い、終了後、荷台後方から地面に飛び降りようとした際、右足が荷

台付属の鎖に引っ掛かり、バランスを崩して後ろ向きに転倒し、アス

ファルトの地面に後頭部を強打した。

60 80109
50～

99

12 14~15

ミキサー車の洗い場で、生コン車を洗い終わったのでステップを伝い車

から降りようとしているとき、誤ってステップを踏み外して、約1mの

高さから地面に転落し骨折した。

39 80209 1～9

12 17~18
営業所内で、トラックの荷台から荷降ろし中に、足を滑らせトラックか

ら落下した際、右足から落ち強打した。
45 80109 1～9

12 11~12

木材チップ工場チップサイロ下にトラックを停止し、車両取付の梯子を

上り、（運転席の作業台からトラック荷台へ下り、サイロ蓋を開けて

チップを落とし込む作業にかかる前に）、作業台の上からバランスを崩

し、3m下の路上へ落下した。 その際、右腰部分から落ち、右側腰部・

肋骨・鎖骨を骨折した。

60 40301
100～

299

12 8~9

荷物（ユニットバス）の積み込み作業中、フォークリフトの爪がパレッ

トから抜けなかったため、荷台に上がりパレットを持ち上げ、爪を抜こ

うとした際、パレットが荷物と一緒に下がってきて、足に当たりバラン

スを崩し、荷台から落ちて左肩を負傷した。

58 30202
30～

49

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
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